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令和６年朝日村告示第１０号 

 

 令和６年朝日村議会３月定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和６年２月２９日 

 

朝日村長  小 林 弘 幸 

 

 １ 期  日  令和６年３月５日 

 

 ２ 場  所  朝日村役場 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（１０名） 

    １番  齊 藤 正 法 君       ２番  中 村 文 映 君 

    ３番  羽多野 美 映 君       ５番  豊 田 惠美子 君 

    ６番  清 澤 あゆみ 君       ７番  古 池 美佐江 君 

    ８番  小 林 弘 之 君       ９番  清 沢 正 毅 君 

   １０番  清 沢 敬 子 君      １１番  北 村 直 樹 君 

 

不応招議員（なし） 
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令和６年朝日村議会３月定例会 第１日 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和６年３月５日（火）午前９時開会 

    開  会 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ （１）会期の決定 

    （２）審議日程表 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 請願・陳情の報告 

 （付議事件） 

第 ５ 議案第 ５号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一 

           部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に 

           ついて 

第 ６ 議案第 ６号 朝日村西洗馬防災センター条例の制定について 

第 ７ 議案第 ７号 朝日村附属機関設置条例の一部を改正する条例について 

第 ８ 議案第 ８号 朝日村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に 

           関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する 

           条例の一部を改正する条例について 

第 ９ 議案第 ９号 朝日村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 

           の一部を改正する条例について 

第１０ 議案第１０号 朝日村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償 

           に関する条例の一部を改正する条例について 

第１１ 議案第１１号 朝日村フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改 

           正する条例について 

第１２ 議案第１２号 朝日村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基 

           準を定める条例の一部を改正する条例について 

第１３ 議案第１３号 朝日村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例につ 
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           いて 

第１４ 議案第１４号 朝日村介護保険条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議案第１５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

第１６ 議案第１６号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第９号）について 

第１７ 議案第１７号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

第１８ 議案第１８号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

第１９ 議案第１９号 令和５年度朝日村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい 

           て 

第２０ 議案第２０号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第３号） 

           について 

第２１ 議案第２１号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第４号）について 

第２２ 議案第２２号 令和５年度朝日村下水道事業会計補正予算（第３号）について 

第２３ 議案第２３号 令和６年度朝日村一般会計予算について 

第２４ 議案第２４号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計予算について 

第２５ 議案第２５号 令和６年度朝日村介護保険特別会計予算について 

第２６ 議案第２６号 令和６年度朝日村後期高齢者医療特別会計予算について 

第２７ 議案第２７号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計予算について 

第２８ 議案第２８号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計予算について 

第２９ 議案第２９号 令和６年度朝日村下水道事業会計予算について 

第３０ 議案第５号から議案第２９号までの議案提案説明 

第３１ 議案第５号から議案第２９号までの議案内容説明 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 



－5－ 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 会計管理者兼 
総 務 課 長 

上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 さおり 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 大 池   守 君 産業振興課長 清 沢 光 寿 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 保 育 園 長 上 條 浩 充 君 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開会 午前 ９時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、令和６年朝日村議会３月定例会を開会いたします。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ２番  中 村 文 映 議員 

    ３番  羽多野 美 映 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（北村直樹君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から３月14日までの10日間としたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、会期は本日から３月14日までの10日間と決定いたしました。 

  次に、審議日程は別紙のとおり行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  よって、審議日程は別紙のとおり決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会の説明員は、村長、副村長、教育長、各課長であります。 

  入札結果調書、例月出納検査結果及び監査実施結果が別紙のとおり報告されております。 

  また、報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎請願・陳情の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第４、本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配付いたしま

した請願・陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしましたのでご報告いたしま

す。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号から議案第２９号までの上程 

○議長（北村直樹君） この際、日程第５、議案第５号から日程第29、議案第29号までの議案

を一括上程いたします。 

  提出されました議案は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案提案説明 

○議長（北村直樹君） 日程第30、ただいま提出されました議案の提案理由の説明を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） おはようございます。 

  本日ここに令和６年朝日村議会３月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方には

ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  また、日頃より議員、村民の皆様方には、村政に絶大なるご理解、ご協力を賜り、感謝を

申し上げます。 

  まず初めに、本年元旦に発生しました能登半島地震でお亡くなりになられました方々のご

冥福をお祈りしますとともに、ご家族様と被災されました方々に、お見舞いと早い復旧、復

興をご祈念申し上げます。朝日村からは被災地への支援活動といたしまして、２名の職員が

輪島市に１月22日より26日まで、避難所運営支援に出向きました。今後も派遣要請に応じて

対応を図ってまいります。 

  ロシアのウクライナに対する侵略戦争は３年目に入り、新たにハマスとイスラエルの戦争

も勃発し、２つの戦争はいまだ出口の見えない状況です。貴い命が毎日失われており、一刻

も早い停戦と終結を強く訴えるものです。 

  昨年５月に新型コロナが季節性インフルエンザと同じ扱いとなり、徐々に生活がコロナ禍

以前に戻りつつあります。分館の行事や夏のイベントもにぎわい、以前に増して盛大に行わ

れました。 

  台風、豪雨、地震などによる災害は、おかげさまでありませんでしたが、自然環境の変化

による昨シーズンの降雪の少なさ、夏から秋における猛暑と干ばつによる渇水は、主幹産業

である農業への影響や水道の断水危機といった、新たな朝日村の弱点をさらけ出しました。

応急処置で断水を乗り越えましたが、早急なる恒久対策を実施してまいります。 

  今シーズンの冬の天候は、長期予報では暖冬とのことでしたが、スケート場、スキー場は

ほぼ計画どおりの運営となりました。スケート場には約2,400人、プライムスキー場には約

１万6,000人の来場者があり、双方ともコロナ禍以前に戻りつつあります。 

  朝日村ではゼロカーボンに関しまして、ゼロカーボンビジョンの制定と諸活動を推進して

まいりました。今議会におきまして、改めて国の示す2050年ゼロカーボンシティの表明をい
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たします。近年、地球温暖化により異常気象や気象災害が世界各地で発生しています。国で

は、原因となっている温室効果ガスの排出を、2050年までに実質ゼロにする2050年カーボン

ニュートラルを、2020年10月に表明しました。長野県では、2019年12月に、気象非常事態宣

言、2050ゼロカーボンへの決意を発し、朝日村もこの宣言に賛同し、国が目標とする2030年

度温室効果ガス排出量46％削減や、2050年カーボンニュートラル実現を図るために、朝日村

ゼロカーボンビジョンを2022年３月に策定いたしました。朝日村ゼロカーボンビジョンを具

現化するために、令和６年１月に、地域脱炭素実現に向けた再生可能エネルギーの公共施設

への最大限導入のための計画を策定いたしました。ここに国の提唱するゼロカーボンシテ

ィへの参加を宣言させていただき、2050年二酸化炭素実質排出量ゼロに向け取組を進めま

す。 

  さて、新年度を迎えるに当たり、村政２期目の初年度でありました今年度の振り返りと、

新年度の施政方針を述べたいと思います。 

  村政２期目、４年間のスローガンを「福祉と融和にあふれ、明るく、楽しく、静かに暮ら

せる朝日村を創ります」とし、村政を進める基本的な考え方を４点挙げ、スタートを切りま

した。 

  １点目は、１期目からの事業を継続する。２点目は、福祉を「ふつうのくらしのしあわせ」

とし、実現のために高齢者や子供や障がい者に重みを置いた福祉施策を展開する。３点目は、

仕事を進める上での着眼点として、村民視点、三現主義、Ｑ（仕事の品質）、Ｃ（コストの

削減）、Ｄ（仕事の納期）、Ｓ（スピードとスマイル）の実現を上げ、４点目として、健全

財政の維持に努めるとしました。新年度も、この基本的な考え方で村政運営を行ってまいり

ます。 

  次に、公約面ですが、４年間に継続することと新たにやることを９つの公約にまとめ、村

政２期目のスタートを切りました。主な推進項目についての報告と、新年度での取組につい

て述べます。 

  １項目目は、融和で強い村づくりです。 

  融和の面では、コロナ禍で希薄となった村民の皆さんとの対話を取り戻すため、コロナ明

けの昨年６月より、融和集会の新設と出前村政の継続により、多くの皆さんとの交流が図ら

れ、村づくりのアイデアを多くいただきました。強い村づくりでは、地籍調査を計画から実

地調査に移行し、地図混乱地の解消や村の公共施設の借地の削減へ向け、一歩を踏み出すこ

とができました。 
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  新年度の最重要テーマであるこの朝日村のこの先10年、20年を見据える中で、直近５年間

の指標となる第６次総合計画の後期計画作成を進めます。また、付随する各種計画が見直さ

れますので、計画作成年ともいえます。 

  朝日村の元気度や活性化のバロメーターでもあります登山マラソンや、大博覧会への支援

を充実させてまいりました。新年度も引き続き、重要イベントとして支援をしてまいります。 

  ２項目目は、教育、子育て支援で、地域の宝、子供を育むとし、社会福祉協議会や各種団

体のご協力により、カレー大作戦と銘を打った子供食堂を初めて開催し、９回とも大盛況で

した。今後も各種団体の協力の下、定着化を図りたいと思います。 

  朝日村では２歳児の８割に当たる子供さんが通園している実態でございます。子育て支援

として、小学校の給食費の無償化に続き、新年度から新たに保育料の無償化を２歳児まで拡

大してまいります。そのほか、奨学金支援や出産祝い金の増額も今後検討してまいります。 

  朝日小学校が開校150年を迎えます。秋の記念式典に向けて、実行委員会を中心に諸準備

を進めてまいります。 

  朝日美術館では、新たな試みとして、鉢盛中学校の美術部による作品展覧会を開催し、村

内外から多くの皆さんに鑑賞していただきました。中学生によるこのような企画を大事に育

てていきたいと思います。 

  ３項目目は、医療体制、高齢者支援の充実です。 

  朝日村の将来にわたる医療体制構築のため、公設民営方式で診療所を設置するための準備

を進めてまいりました。新年度は、具体的な場所や施設の内容、医師の公募を進めます。 

  ＪＡの店舗が廃止となり、買物弱者を救済する買物バスの継続と、波田までのバス路線の

新設や、くるりん号のエリア拡大を進めてまいりました。今後も新たな交通手段の研究を進

めてまいります。 

  そのほか、補聴器購入補助や入浴料の補助も新たに進めます。 

  ４項目目は、人口減少対策です。 

  ソフト面での対策として、新たに地域おこし協力隊を採用し、新たな婚活活動をスタート

させました。男女のふれあいの場所づくりとしての夜カフェ、移住相談と婚活を併せた企画、

そのほか、地域自治体と合同での婚活を進めてまいります。ハード面での対策として、新規

住宅団地の開発や、村営住宅として子育て世帯支援住宅の建設に向け、準備を進めてまいり

ます。 

  ５項目目は、商工業支援と農業、観光、ゼロカーボンビジョン推進です。 
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  農業、観光、ゼロカーボンビジョン等各ビジョンは、計画どおり進めてまいりました。今

後も計画に沿って進めてまいります。 

  商工業支援では、生活支援商品券の発行等、国・県の支援と併せ、タイムリーに推進して

まいります。また、商工業等の跡継ぎ支援金事業もスタートをさせました。 

  農業支援では、コロナ禍で中断しておりました高原野菜のトップセールスを中京圏で行い、

流通会社スタッフや大手スーパーのバイヤーとの意見交換ができ、朝日ブランドの強化につ

ながったと思います。新年度も継続して、ＪＡ朝日と一体となりトップセールスを行います。

また、好評であります堆肥への補助、野菜価格安定基金の総額は継続をしてまいります。圃

場整備は佳境を迎え、大型工事が進み、完成も間もなくとなり、今後は作付に向けた支援活

動に移行してまいります。 

  観光面では、朝日村の持つ潜在価値を掘り起こし、台湾などからのインバウンド事業の支

援を進めます。 

  先ほど、2050年ゼロカーボンシティの宣言をいたしましたが、再生可能エネルギーである

小水力発電企業の誘致の可否を検討してまいりました。環境に与える負荷は少ないと判断を

し、村としてもゼロカーボンの推進には必要な事業との意向を示し、今後も地元地区の皆さ

んとの協議を進めてまいります。太陽光発電に関しましても、公共施設の屋根を生かし、最

大限導入のための計画を進めてまいります。 

  ６項目目は、安心・安全、災害へ備える村づくりです。 

  鎖川右岸に災害時における避難施設が少ないとして、西洗馬防災センターの建設を進めて

まいりました。完成も近づきましたので、施設の有効活用方法を探ってまいります。 

  土砂災害への備えとして、一之沢地区の上流、西沢への砂防堰堤の建設計画が、松本建設

事務所から示されました。新年度より調査に入り、令和７年度から建設工事着手との予定で、

完成時期は未定でございます。なお、この計画に併せて、鎖川右岸の針尾地区における防災

センター機能を検討してまいります。 

  海外と結びついた凶悪な強盗集団が摘発され、日常生活における脅威となっています。朝

日村でも窃盗などの犯罪や行方不明者が発生している近年ですが、村民からの要望も強かっ

た防犯カメラについて、条例の準備ができましたので、新年度は防犯カメラの設置を進め、

防犯抑止につながるものと確信しております。 

  防災行政無線の基地局設備も老朽化を迎え、更新の時期となりました。新たな機器やシス

テムを検討してまいりましたが、メリットの多い現行システムで更新を図ります。 
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  役場から古見へのバイパスですが、用地買収から工事へと工程が進んでまいります。 

  曽倉沢のため池廃止工事は終了し、安心・安全を確保することができました。広い敷地が

生まれましたが、住宅などの建設には適さないことが判明し、そのほかの活用法を探りたい

と思います。 

  ７項目目は、公共施設の長寿命化対策の推進です。 

  公共施設の長寿命化対策として、小学校プールと普通教室棟、トレーニングセンター屋根

の改修が終了いたしました。新年度は保育園と小学校の特別教室棟と、継続して大尾沢浄水

場の改修工事を進めます。中央公民館は、６年後に総合劣化度70を超え、10年後に建設から

60年を迎えます。周辺施設も共に老朽化が進み、長寿命化対策が迫ってまいります。今後、

中央公民館などをどのようにしたらよいのか、在り方検討会を立ち上げて、よりよい方策を

検討してまいります。 

  ８項目目は、伝統文化の継承活動とし、公民館活動では、以前寄附をいただいた三味線の

修理を機に三味線の講座が復活し、また、多くの講座も開催できました。そのほか、緑のコ

ロシアムを活用した新たな音楽イベントが、任意団体により２回開催され、各種音楽サーク

ルの発表の場が設けられました。今後もこのようなイベントを支援し、音楽の里づくりを進

めてまいります。 

  ９項目目は、村民のＤＸ支援です。 

  スマホの使い方教室や、証書類のコンビニ発行等を行ってまいりました。国の進める業務

のＤＸ化を計画どおり進め、村民の利便性の向上や業務の効率化を推進してまいります。 

  さて、今議会は、新年度の予算をご審議いただく議会であります。予算編成ですが、人口

確保対策、子育て支援、防災減災事業、公共施設の老朽化、長寿命化対策、高齢者福祉、Ｄ

Ｘ、ＧＸの推進、物価高騰対策などを基軸といたします。後ほども触れますが、新年度の一

般会計予算は37億5,400万円で、骨格予算であった前年度比12.9％の増、肉づけ後の予算比

3.4％の増額となりました。 

  特徴的なことは、第６次総合計画の後期見直しと、それに伴い多くの計画が改正され、計

画作成で約3,000万円の予算計上がされています。令和７年度以降にもくろむ各種建設事業

の計画年度としての予算も多く含まれます。 

  それでは、ただいま上程されました議案につきましてご説明を申し上げます。 

  本日、提案いたしました議案は、条例10件、辺地計画１件、予算14件の計25件でございま

す。 
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  まず初めに、議案第５号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準

等の一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につきましては、

指定居宅サービスなどの事業の人員、設備及び運営に関する基準などの一部を改正する省令

の施行に伴い、関係する４つの条例を改正するため制定するものでございます。 

  次に、議案第６号 朝日村西洗馬防災センター条例の制定につきましては、朝日村西洗馬

防災センター建設に伴い、防災センターの設置及び管理に関し必要な事項を定めるため、制

定するものでございます。 

  次に、議案第７号 朝日村附属機関設置条例の一部を改正する条例につきましては、村が

設置する附属機関を加除するため、所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第８号 朝日村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、国の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律等の改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第９号 朝日村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、村が設置する附属機関の加除に伴い、附属機関に属

する非常勤特別職の報酬などについて、所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第10号 朝日村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例及び議案第11号 朝日村フルタイム会計年度任用職員の

給与等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、地方自治法の改正などにより、

令和６年度から会計年度任用職員に勤勉手当を支給するため、所要の改正を行うものでござ

います。 

  次に、議案第12号 朝日村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、デジタル原則に照らした規則の一括

見直しプランに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第13号 朝日村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、塩尻市衛生センター要領の改正に伴い、し尿及び浄化槽汚泥の処理に関わる手

数料を改正するものでございます。 

  次に、議案第14号 朝日村介護保険条例の一部を改正する条例につきましては、介護保険

法の改正に伴う所要の改正及び朝日村第９期介護保険事業計画に基づき、保険料率を改正す

るものでございます。 
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  次に、議案第15号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につきましては、国の法

律の規定に基づき、御馬越辺地ほか２か所の辺地計画を変更するため、議会の承認をお願い

するものでございます。 

  次に、議案第16号から第22号までは補正予算でございます。 

  初めに、議案第16号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第９号）につきましては、歳

入歳出予算それぞれ9,740万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ38億4,980

万円とするものでございます。歳入では、主に国庫支出金1,866万4,000円、県支出金2,813

万円、村債5,224万8,000円を減額するものでございます。歳出の主なものは、財政調整基金

積立金4,080万5,000円、子育て将来世代住宅取得補助金422万5,000円、除雪費173万1,000円、

障害児支援給付金150万円、そのほか決算見込み精査に伴うものでございます。 

  次に、議案第17号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につきま

しては、歳入歳出予算それぞれ190万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

５億4,410万円とするものでございます。主なものは、保険給付費、保険事業費の決算見込

み精査に伴うものでございます。 

  次に、議案第18号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして

は、歳入歳出予算それぞれ690万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億

1,890万円とするものでございます。主なものは、基金積立金845万8,000円ほか、地域支援

事業費の決算見込み精査に伴うものでございます。 

  次に、議案第19号 令和５年度朝日村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、歳入歳出予算それぞれ29万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

5,260万円とするものでございます。主なものは、保険料等負担金の決算見込み精査に伴う

ものでございます。 

  次に、議案第20号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、歳入歳出予算それぞれ379万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ1,551万円とするものでございます。主なものは、索道設備改修工事請負費等の決

算見込み精査に伴うものでございます。 

  次に、議案第21号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第４号）につきまして

は、収益的収入に105万2,000円を追加し、総額を１億4,413万7,000円、収益的支出を69万

4,000円増額し、総額を１億2,989万4,000円、資本的収入を１億2,400万円減額し、総額を４

億6,982万6,000円、資本的支出を１億2,400万円減額し、総額を４億9,951万4,000円とする
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ものでございます。主なものは、大尾沢浄水場建設事業費等の決算見込み精査に伴うもので

ございます。 

  次に、議案第22号 令和５年度朝日村下水道事業会計補正予算（第３号）につきましては、

収益的収入を166万円減額し、総額を４億1,049万3,000円、収益的支出を372万6,000円減額

し、総額を２億7,366万円、資本的収入に525万円を追加し、総額を2,968万円とするもので

ございます。主なものは、受益者負担金の増額、ストックマネジメント個別計画策定事業等

の決算見込み精査に伴うものでございます。 

  次に、議案第23号から29号までは新年度予算でございます。 

  初めに、議案第23号 令和６年度朝日村一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ37億5,400万円とするものでございます。骨格予算編成とした前年度

比12.9％の増、肉づけ後の前年比3.4％の増となります。 

  増減の大きな主な内容について申し上げます。 

  歳入では、村税が前年度比8,230万9,000円の減でございまして、村内電力事業者による固

定資産税の減額及び令和６年度地方税制改正により実施される個人住民税の定額減税による

減額などを見込んだものでございます。 

  地方交付税は、前年度比１億9,110万円の増額を見込んでございます。 

  国庫支出金は、前年度比１億8,502万2,000円の増額で、住民に関する事務処理の標準準拠

システムへの移行事業や、道路インフラ整備、小学校特別教室棟改修事業などの大型建設事

業に伴う補助金の増によるものでございます。 

  県支出金は、前年度比2,475万円の減額でございまして、土地改良事業や地籍調査事業に

伴う補助金の減によるものでございます。 

  村債は、前年度比1,160万円の減額でございまして、緊急防災・減災事業債の減に伴うも

のでございます。 

  次に、歳出では、総務費が前年度比２億183万2,000円の増でございまして、主なものとし

て、住民に関する事務処理の標準準拠システムへの移行事業9,539万9,000円、防災行政無線

設備更新事業7,000万円、地域公共交通事業3,151万7,000円などでございます。 

  民生費は、前年度比8,109万1,000円の増でございまして、法に基づいて支出する社会保障

費によるもので、障害者福祉費が前年度比2,246万6,000円増の１億8,494万円、保育所費が

前年度比4,476万4,000円増の２億９万円などとなっております。 

  衛生費では、前年度比1,319万7,000円の増でございまして、診療所建設事業4,120万8,000
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円、感染症対策費3,064万円のほか、環境基本計画策定業務585万7,000円、ごみ処理、一般

健診事業、出産・子育て応援交付金事業などが主なものでございます。 

  農林水産業費は、前年度比4,941万7,000円の減でございまして、継続事業で行う圃場整備

等の土地改良事業、地籍調査事業のほか、松くい虫防除対策関連事業3,310万8,000円、農業

者支援補助金816万8,000円などが主なものでございます。 

  商工費は、前年度比2,620万2,000円の増でございまして、商工業振興条例による補助金

1,161万円、観光施設管理運営費1,008万4,000円などが主なものでございます。 

  土木費は、前年度比２億3,434万4,000円の増でございまして、道路長寿命化事業１億600

万円、道路修繕計画事業6,325万円、旭ケ丘団地村営住宅建替え事業5,165万8,000円、公的

賃貸住宅整備事業4,370万3,000円、除雪費761万円などが主なものでございます。 

  また、簡易水道事業会計負担金は420万4,000円の減の4,218万円、下水道事業会計負担金

は3,656万9,000円減の２億446万8,000円としております。 

  消防費は、前年度比１億9,776万2,000円の減でございまして、避難地整備事業835万円、

自主防災組織防災活動支援事業100万円などが主なものでございます。 

  松本広域連合消防費負担金が594万7,000円増の１億991万3,000円となっております。 

  教育費は、前年度比7,875万円の増でございまして、小学校特別教室棟長寿命化改修事業

２億3,958万円、小学校給食棟改修事業1,400万円、学校給食室備品購入費962万5,000円、高

校生通学支援補助590万円などが主なものでございます。 

  次に、特別会計でございます。 

  初めに、議案第24号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計予算につきましては、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億9,960万円とするものでございます。主なものは、

保険給付費３億5,612万3,000円でございます。 

  次に、議案第25号 令和６年度朝日村介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ５億3,520万円とするものでございます。主なものは、保険給

付費４億7,530万円でございます。 

  次に、議案第26号 令和６年度朝日村後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,020万円とするものでございます。主なものは、後期

高齢者医療広域連合納付金5,942万1,000円でございます。 

  次に、議案第27号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ870万円とするものでございます。主なものは、長
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寿命化に伴う劣化度調査などスキー場施設管理費539万8,000円でございます。 

  次に、議案第28号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計予算につきましては、事業会計予

定額の収益的収入を１億3,258万6,000円、収益的支出を１億1,920万8,000円、資本的収入を

３億3,500万1,000円、資本的支出を３億7,940万7,000円、当年度純利益を1,364万3,000円、

資金増加額を1,397万3,000円とするものでございます。歳出の主なものは、大尾沢浄水場建

設事業３億980万7,000円でございます。 

  次に、議案第29号 令和６年度朝日村下水道事業会計予算につきましては、事業会計予定

額の収益的収入を３億6,158万2,000円、収益的支出を２億5,207万8,000円、資本的収入を

4,385万7,000円、資本的支出を２億1,920万円、当年度純利益を１億765万9,000円、資金増

加額を９万8,000円とするものでございます。歳出の主なものは、ピュアラインあさひ基本

設計事業1,900万円でございます。 

  以上、本日提案いたしました議案等につきましてご説明を申し上げました。担当課長及び

担当者が補足説明をいたしますので、ご審議を賜りますよう、お願いをいたします。 

  以上でございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第31、ただいま提出されました議案第５号から議案第29号までの

議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。議案内容説明は全員協議会において行いたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので、本会議を閉じ、暫時休憩いたし

ます。 

 

休憩 午前 ９時４５分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午後 ４時５６分 



－18－ 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開します。 

  本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長します。 

  ここで、引き続いて全員協議会で議案内容説明を行いますので、暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 ４時５６分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午後 ５時３５分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ５時３５分 
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地方自治法第１２３条の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

         議     長               

 

 

         署 名 議 員               

 

 

         署 名 議 員               

 



－21－ 

令和６年朝日村議会３月定例会 第２日 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ５番  豊 田 惠美子 議員 

    ６番  清 澤 あゆみ 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  本日の説明員は、村長、副村長、教育長、各課長です。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎一般質問 

○議長（北村直樹君） 日程第３、これから一般質問を行います。 

  質問は申合せの順に行います。質問席にて、議員番号、氏名を告げてから発言をしてくだ

さい。 

  なお、議員１人の持ち時間が、答弁を含めて50分と決められております。簡潔にお願いを

いたします。また、持ち時間終了５分前になりましたら、事務局からリンでお知らせします

ので、お含みおきをお願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 豊 田 惠美子 君 

○議長（北村直樹君） 最初に、５番、豊田惠美子議員。 

  豊田惠美子議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ５番、豊田惠美子でございます。お願いいたします。 

  私は、２問質問を用意させていただきました。お願いします。 

  １番、朝日村のＣＯ２削減は小水力発電でよいのか。 

  村長は12月議会定例会で、御馬越小水力発電について、最大のメリットは地球環境維持の

ためのＣＯ２削減だと回答されました。そこで、ＣＯ２削減への貢献は、朝日村は小水力発

電ではなく、森林及び鎖川の保全で行うべきではないでしょうか。 

  森林面積が87％を超える朝日村の地球環境維持の取組は、森林の保全、伐採をし、そして

植林をし、そして育成する、そしてまた伐採ができるという、その循環システムの確保を中

心に行うとともに、一級河川である鎖側の生物環境と水循環システムの維持が大きな貢献で

あると考えます。 

  鎖川上流域の三俣の河川は、イワナの産卵・孵化・成長が認められる貴重な河川であると

聞きます。村の管理下にあるこの地域のすばらしい自然環境を村民みんなの財産として維持

していくこと、村の自然環境を守り生態系を維持していくことが、地球環境維持につながる

貢献だと考えます。 

  地球環境の維持はとてもシンプルで、基本は緑と水を守ることです。そして、もう一つの
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視点、地球環境という大きな問題は、今生きている現代の人間は専ら加害者、今の人間は加

害者であり、被害者は未来の人間となるということです。 

  この観点から、以下の質問をお願いします。 

  （１）朝日村御馬越左岸小水力発電計画については、これまで日本水力株式会社による説

明会が建設予定地とされている地元で行われており、１月31日は最終の説明会、２月中に地

元の合意について話し合われると聞きました。現在、地元住民の合意は形成されていますか。 

  （２）地元への最終説明会の後、全村民に対して説明会を行うとお答えいただいています。

予定はいつですか。 

  （３）日本水力株式会社が発電のため、鎖川から取水できるように県から許可を得るため

には、①地元住民の合意、②漁協及び農業用水等受益者の合意、③村長の意見の３つが必要

であり、この３つのうち一つでも欠けると、日本水力株式会社が発電を行うための取水権を

確保できないと聞いています。そして、この３つがそろった後、日本水力株式会社が県に提

出した申請書類について、その数字の根拠、適切性、長期間事業が可能な計画か等について

審査後、日本水力株式会社の取水権許可の可否が決まると聞いています。漁協の合意は現在

どうなっていますか。 

  （４）朝日村鎖川左岸御馬越小水力発電事業計画は、県により推奨され、指導されている

事業ですか。 

  （５）長野県のゼロカーボンビジョン計画の取組推進に当たり、地元住民の疑問・不安・

質問等に丁寧な対応を行い、合意形成に至ることがポイントであると、長野県の県条例作成

に関わった職員の方から話を聞く機会がありました。 

  今回、朝日村において、日本水力株式会社は、地元住民に丁寧に説明されていると感じま

すが、地元説明会で日本水力株式会社が示した数字・資料は、鎖川の水量は不安定で変動が

大きい上、絶対量が少ない。また、最適発電規模の検討は有効設備利用率が57.8％とされて

おり、不安を感じます。今後、提示された数字の流量が確保されないとき、どうなるのか。

日本水力株式会社のこれまでの長年にわたる水量調査以上に鎖川がかれ川になった場合、発

電を止めて事業を撤退するのか。 

  地球の気候変動の中、大雨が続くか、渇水期が長期に継続するか不明です。県の許認可を

得て事業が開始された以降も、説明会で説明された取水量の約束量は守られるのか。今後、

取水可能期間が予想以上に短くなった場合、事業撤退を行うのか。そのときは、現在の環境

への原状復旧は日本水力株式会社の責任で行われるのかお聞きします。 
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  １問目は以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 私からは、豊田惠美子議員ご質問の朝日村のＣＯ２削減は小

水力発電でよいのかにつきましてお答えをさせていただきます。 

  初めに、（１）につきまして、地元の合意形成でありますが、地元の合意形成は、２月開

催の地区総会で結論が出ませんでした。その関係で、３月17日の地区総会へ持ち越されたと

聞いております。 

  続きまして、（２）につきまして、全体説明会は地元合意をいただきました後で計画をさ

せていただく予定ですので、お願いいたします。 

  続きまして、（３）、奈良井川漁業組合との合意は取れていないと聞いております。引き

続き交渉していく予定であり、村も交渉に関わっていきたいと思います。 

  続きまして、（４）、この事業につきましては、県の推奨事業ではありません。しかし、

県ゼロカーボン推進室からの指導は受けていると聞いております。 

  県では、ゼロカーボン戦略ロードマップを策定し、再生可能エネルギー生産量の2030年度

目標の実現に向けて、小水力発電を現状の98.7万キロワットから103.2万キロワットへ引き

上げる計画となっております。このことからも、鎖川で計画されている小水力発電は、県の

進めるゼロカーボン戦略に合致する事業であると考えております。 

  最後に、（５）、事業を行う企業は、水量・落差などを調査し、発電に有効であると判断

し、事業を進めております。国・県の許認可を受けて事業が始まりますので、許認可以上の

取水はできません。 

  今回、河川内の工事、県道下への導水管埋設など、県の敷地に関係するものもあります。

事業撤退となった場合は、法律に基づき、原状回復を企業側が責任を持って行うことになり

ます。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 御馬越小水力発電について、現在の状況を理解できました。ありが
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とうございました。 

  そこで、さらに質問です。 

  村長が村に説明会をして、そして、村民の意見を聞いてくださるという予定が立てられて

おりますが、この村長としての意見というのは、その説明会を行い、村の住民の意見を聞い

てから作成されますか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 現在、日本水力さん含めて、そういう企業側のほうでは、県

のほうへ仮の申請を今出して、許認可に向けての申請等の説明を受けていると聞いておりま

すので、まだ村長というか、村の意見書というものはまだ求められておりませんので、全体

の説明会も考慮して、そういう村の姿勢というか、村長というか村の意見としては、推進し

ていきたいという考えは変わりませんので、そこをお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 先ほど、日本水力が提示した取水量については、当然守られるとい

うお答えをいただきましたが、これは日本水力株式会社の責任において、説明ではコンピュ

ーターでコントロールされることになっているので、それ以上の取水というのはあり得ない

ことだというふうに、私はその説明会で、私自身は理解したんですが、そこが間違っていな

いのかどうかということと、取水量に関して、それが守られているかどうかという確認は、

ほかにどこか、県あるいは村がされるわけでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 水量の確認に際しましては、当然、先ほど豊田議員の言われ

たとおり、機械で制御されて、これ以上は取れないというところは機械で制御されるという

ことで、それは間違いないと思います。 

  日本水力さんからは、またそのほかに、監視カメラ的なものをつけて村で監視していただ

くという案も提示されておりますので、取水に関しては、やはり松本建設事務所が管理者で
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ありますので、そこに、まだ私たちも初めてなものですから、どういうところでこのぐらい

取水したという報告をするのか、またちょっと、そこは企業と、どのような松本建設事務所

さんとのやり取りがあるのかどうかは、また確認させていただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） これまでの村の説明の中で、日本水力株式会社は10年、20年にわた

って取水量の調査をされてきていて、その費用や労力は膨大なものだなということで、私は

ちょっと驚いたんですけれども、それとは別に村でも独自の調査をしている。そして、鎖川

の取水量に関しては大丈夫だという結論を出しているという村長の説明がありましたが、そ

れは、いつからどのような形で調査をなさっていて、どういう数値が出ているのか教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 日本水力さんは、2021年、１年間の取水というか、河川の量

を流量計を入れて調査したということで、20年、30年という長期にわたる調査ではありませ

んので、お願いしたいと思います。 

  それはあくまでも、鎖川の反対側、味噌川、木祖のほうの、同じ水脈というか、というと

ころで、味噌川のほうにそういう長年のデータがあるものですから、そこを参考にさせても

らってというのを日本水力さんから聞いておりますので、お願いしたいと思います。 

  村独自の河川の調査というものは特にはしておりませんが、目視による河川の幅だったり

というところを見て、今年度は特に渇水時期でしたので、水が少ないときにどのぐらい流量

があるのかというのは、やはり日本水力さんにお願いして、水量を測っていただいて報告を

受けております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 鎖川の水量は目視により確認していたというお答えをいただきまし

た。場合によっては、日本水力さんに数字を求めてきたという回答をいただきました。 

  それを基にして、もし教えていただけるんでしたら、村の意見というのは、村長以下、ど
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ういう組織、どういう構成人数で、そして、いつこれは可能だということをお決めになられ

たのかお聞きします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 豊田議員の一般質問のタイトルは、ＣＯ２削減は小水力発電でよいの

かというタイトルですよね。まずそこからいきたいと思うんですが、ご存じのように、私が

言うまでもないことですが、化石燃料を燃やすということが、今一番、ＣＯ２を増加させる

要因の一つなんですよね。それは、太古の時代から炭素を植物がため込んで、そしてそれが

石炭になり、そして石油になりということですから、そのため込んできたものを今燃やして

再放出することがいけないわけです。 

  ですから、議員がおっしゃるように、朝日村のＣＯ２削減は森林を育成するべきではない

かということに関しては、全くおっしゃるとおりで、今生きている木は大気中のＣＯ２を吸

収して、そしてそれを炭素にして、燃えれば炭素で残りますよね、炭で。ですから、行って

来いのことで、ニュートラルになるということなんです。ですから、いかに化石燃料の消費

を少なくするかということで、代替エネルギーをみんな考えているわけですよね。 

  ですから、朝日村にとって、森林を育成するというのは、まさしく今やっていますから、

そのプラスで水力をエネルギーに換えていくということで、私は本当に上等な手段だと思っ

ています。 

  それと、質問でありますが、１年以上かけてこういった検討をする中で、村としては今の

ようなこともあって、これはやるべきだという方向に行きました。ですから、じゃ正式に何

の会議を開いたということじゃなくて、都度都度の状況の中で判断をしてきております。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 今、村長から、いかに化石燃料の消費を少なくするかということが

大切なことだと。そこで、小水力発電の取組を村としては判断したというお答えをいただき

ました。 

  私が一番最初に、ちょっと何訳の分からないことを言っているのかなというふうにお感じ

になられた方もいらっしゃるかと思いますが、これが朝日村とか長野県とか日本とかだけで
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はなく、全地球規模となったときに、こういう分け方はよくないと思うんですが、いわゆる

先進国である日本が地球環境維持にどのような対応をしていくべきかということを考えたと

きに、基本は、デメリットとメリットをはかったときに、よほどメリットの大きいものでな

ければ、積極的な経済活動に取り組むことは慎んでいくという方向性が必要ではないかとい

う考え方を提示させていただきました。経済のスローダウンですよね。 

  小水力発電を行うためにたくさんの工事がなされて、そして、そのためにたくさんのＣＯ２

が生み出されていきます。それは一時的なことで、向こう50年なりの小水力発電のメリット

とはかると、ＣＯ２削減のメリットのほうが大きいというふうにお考えなのかもしれません

が、もしもこれが、取水量がなくて撤退する、現状維持に戻すということになると、またそ

こでＣＯ２を排出することになるわけですので、ここは本当に慎重にご検討いただきたい。

そして、村民の意見もしっかり聞いていただきたいというふうに考えます。 

  特に三俣の上流域の環境というのは、朝日村にとってすばらしい環境ですので、そこをし

っかりと皆さんでお考えいただいて、それをどのように守っていくかということを、朝日村

にも環境条例ありますので、それをもっと生かして具体的に取り組んでいっていただければ

ということを要望して、１問目の質問は終わりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ２問目です。村の将来の医療体制の在り方について。 

  朝日村の将来の医療体制は、現状維持の確保だけではなく、よりよい医療体制づくりを目

指して、幅広く村民の声を聞くことが重要なのではないでしょうか。 

  将来の望ましい医療体制について、アンケート結果を踏まえ、総合的な観点から熟議を重

ね、将来の村民の財産となる医療体制像を形づくること、そして、村民が医師に期待する役

割を明確にし、村の財政状況からできることを明らかにする必要があると考え、以下質問し

ます。 

  （１）医療体制の在り方協議会に、10代、20代、30代の男女の参加について、今後検討し

ていただくことは可能ですか。 

  （２）医療の在り方協議会等で検討するとともに、今後、経過報告を含め、直接村民に説
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明を行い、意見を聞くことはしますか。 

  （３）医師不足の中で、朝日村で地域医療を担っていただける医師の確保は簡単ではない

と考えます。まして、村に住み、例えば子育てを行われ、長期に対応してくださる医師に来

てもらうには、どのような方策を村長はお考えですか。 

  （４）診療所建設は、医師の応募があってから、医師を含めて村と検討委員会等で検討を

行い、建設に着手することは可能ですか。 

  （５）アンケートの自由記載では、多くの方が村内居住の不便さを訴えています。特に車

の運転ができなくなった場合の対策が、現在も今後も喫緊の重要課題です。この点について、

今後の施策をお聞きします。 

  （６）地域医療を担う家庭医として、妊娠、出産からみとり（死亡診断書作成）まで、予

防医療、往診、緊急時の対応、災害時の対応を含む対応が、医師の役割として期待されてい

ます。また、村内のみで完結するのではなく、近隣市町村及び広域医療連携について、そし

てまた、医療の中心となる治療とケア、介護、相談機能、健康づくり等との役割分担と連携

について、村でできることは何か。財政負担はどの程度まで可能か、医療の在り方協議会で

検討して、朝日村の医療の将来像を明確にし、村民に説明していただくことはできますか。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  越川副村長。 

〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） ご質問ありがとうございます。 

  ただいまの豊田議員のご質問にご回答させていただきたいと思います。 

  村の重要課題の一つであります医療体制の在り方について、常日頃より真摯に向き合って

いただき、誠にありがとうございます。 

  さて、朝日村の医療体制については、昨年９月に続き、二度目のご質問であると記憶して

おります。質問の内容を読ませていただきますと、今回の公設民営の診療所誘致という観点

からのご質問と、それから、もうちょっと大きな大所高所に立った、本当に医療体制という

ことのご質問が混在をしているような気がしますので、ちょっと答えづらいんですが、答え

させていただきたいと思います。 

  最初に、朝日村医療の在り方協議会、これについてご説明させていただいてから、ご質問

の回答に入ります。 
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  この協議会は、朝日村は無医村になってもいいのか、医療機関はそもそも必要なのか。必

要であれば、それはいわゆる総合病院なのか、あるいはクリニックなのか、それを誘致する

にはどうすればいいのか、こういったことを協議・検討することを目的に組織されておりま

す。 

  遡りますれば、三村医院の三村信夫先生がご提言されまして、令和３年の医療分野の識見

者との村内医療体制相談会に始まりまして、以後、様々な調査研究を重ね、そして、今年度

の各階層、各職種、各年齢層の村民により構成された医療の在り方協議会が発足しました。

そして、そこで実施した村民のアンケート、これを経て、最終的には公設民営方式の診療所

の建設と医師の誘致、これが結論づけられ、現在は令和８年の開院を目指し、診療所の建設

設計、医師の選考といった基準の選定に入る段階でございます。 

  それでは、（１）番、医療体制の在り方協議会に10代、20代、30代の男女が参加すること

の検討は可能かとのご質問がございました。 

  医療の在り方協議会の委員は、10代こそいませんが、20代、30代を含む幅広い年齢層によ

り構成されています。 

  なお、昨年10月15日の協議会におきまして、朝日村を無医村にしないこと、そのためには

公設民営方式の診療所が最適であること、また、その診療所に求める医療について定めた朝

日村の目指す診療所10項目の策定など、協議会の所掌事項は達成されているため、今後の改

正の予定はございません。 

  次に、（２）番、協議会等で検討するとともに、今後の経過報告を含め、直接村民に説明

を行い、意見を聞くことはできますかとのご質問につきましては、まず、医療体制アンケー

トの結果をホームページに掲載しております。また、朝日村医療の在り方協議会における協

議結果の取りまとめは、朝日村医療体制の在り方、それから、朝日村の目指す診療所と題し

て、ホームページ上で公表しております。また、この２つの概要版を、村内医療体制に関す

るお知らせとして全戸配布をいたしました。 

  なお、医療の在り方協議会は、今後、診療所建設委員会と開業医選考委員会へと進んでま

いりますが、候補地の選定に係る情報ですとか応募してくる医師の個人情報を取り扱う関係

上、詳細な経過報告など、ご要望にお応えしかねる面もございますので、ご承知おきくださ

い。 

  次に、（３）番、医師不足の中、朝日村で地域医療を担う医師の確保は簡単ではない。村

に住み、長期に対応してくれる医師に来てもらうにはどのような方策があるか、このご質問
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につきましては、医師の公募に関しましては、村への定住要件、それから応募の上限年齢の

設定などをして、長く診療に携わることのできる医師を公募します。また、公設民営の診療

所建設と院内の医療機器の整備、また住居の併設及び開業資金の補助など、いわゆる開業の

メリットを強調した公募環境を整えてまいりたいと思います。 

  次に、（４）番、診療所建設は、医師の応募があってから、医師を含めた検討で設計に着

手することができるかということでございますが、当然のことながら、実際の診療所建設に

当たりましては、医師の診療科、専門分野、診療方法など、これも勘案して、意見を取り入

れながら、基本設計を微調整する予定でございます。あまり全部の要望にお応えできるかど

うか分かりませんが、微調整は可能と考えております。 

  次に、（５）番、アンケートの自由記載では、多くの方が村内在住の不便さを訴えている。

特に車を運転できなくなった場合の対策が喫緊の重要課題であるというご質問です。 

  現在、村では、高齢者運転免許証自主返納支援事業を実施しております。これは、運転免

許証を返納した高齢者が公共交通を利用する際の財政的な支援を目的といたしまして、100

円券50枚つづりとなっているものでございまして、くるりん号と買い物バス、路線バスにお

きましては朝日広丘線にご利用いただけるものです。そのほか、利用できる方は限られてし

まいますが、社会福祉協議会やレスパイトケアはちもりで行っている福祉有償運送サービス

がございます。 

  ご承知のとおり、公共交通を取り巻く環境につきましては、ドライバーの不足、それから

車両の入手困難など、厳しいものがあります。村としましても、民間事業者様と協力しなが

ら、公共交通の維持管理に注力してまいります。 

  次に、最後の（６）ですが、地域医療を担う家庭医として、揺り籠から墓場まで、あるい

は災害、近隣市町村との広域連携、医療・介護ケア、健康づくりとしてできることは何か、

医療の在り方協議会で検討して、将来像を明確に説明してほしいというご質問でございます

が、これは冒頭で申し上げたとおり、朝日村医療の在り方協議会は、本ご質問にあるような

内容を検討・協議できるようにはつくられておりません。この点につきまして、幅広い医療

の課題の解決や近隣市町村との広域連携につきましては、既に長野県と県内各市町村が一体

となって取り組んでおります。 

  長野県では、地域医療構想の下、生産年齢人口の減少が加速していく2040年、2040を含む

中長期を見据えた長野県の目指すべき医療提供体制のグランドデザイン、これを理念といた

しまして、既に第８次になりますが、第８次長野県保健医療計画を策定しています。 
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  この中では、県内の医療圏を３つに分けまして、松本圏域でいきますと、イメージといた

しましては、信州大学附属病院ですとか相澤病院、ああいった高度救命救急を担う３次医療

圏、それから、その後の入院、それから包括的な医療を行政が中心となっていく２次医療圏、

そして地域にある一般的なクリニック、眼科ですとか皮膚科ですとか、そういったものも含

めた市町村単位でのレベルで行う１次医療圏と、地域の特性、それから、そこにいる住民の

生活行動に応じた機能分担を細かに設定し、誰もが高度専門医療から在宅医療まで、自身の

病状に合った質の高い医療を切れ目なく受け取ることができるよう、役割分担と連携を推進

しております。 

  したがいまして、朝日村の診療所も、この構想に合致するものであり、社会福祉協議会な

どとの地域包括ケアシステムを構築する重要なかかりつけ医と位置づけております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） （１）番で、医療の在り方協議会には20代、30代の方が参加してい

らっしゃるというお答えをいただきました。 

  今の全般のお答えでは、具体的に朝日村に医師を１人確保するための準備と段取りと、で

きることについて具体的に検討しているのであって、今後の朝日村の医療体制全般について、

どうあるべきかというところまでを検討するつもりはないし、そういう趣旨の協議会ではな

いというお答えだったというふうに理解いたしました。 

  なぜ私がこういう質問をしたかというと、実際に医師を確保しても、その医師にずっと長

くいてもらうためには何が必要なのかということを、医師に対して求めているものは何かと

いうことを、アンケートでいろいろお聞きはしてはいるんですが、副村長が最後に答えられ

た医療圏の話で、３次、２次、そして地域医療というお話がありましたが、長野県において、

松本圏域では、このシステムはずっと前から確立されていて、とても優れたシステムがある

ということは私も認識しています。ただ、これが実際にどのように行われているのかという

ことに関しては、医師不足と住民が安易に救急車を呼ぶ等、いろんな課題が出てきていて、

その課題に対して、どのように対応していくかということが求められている現実もあるとい

うふうに認識しています。 

  だから、村だけが何かを考えてやるべきだということではなくて、本当に住民が気をつけ
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なければいけないこと、この中で医療に期待していいことは何か、これは医療ではなくて介

護なのか、ケアに関することなのか、相談に関することなのかということを住民がはっきり

分かって、どこにアクセスしていったらいいのかというふうなことも同時に説明、浸透、住

民の声を聞きながらしていただくという、大きなそういう対応をしていただけないかなと思

って、こういう質問をさせていただきました。 

  今のお答えだと、難しいというお答えだったというふうに理解はしましたが、実際にいら

したお医者さんが大変にならないように、多分、先輩として三村医院の先生とか、あるいは、

具体的には松本市立病院が、地域の開業医と一緒に対面でいろんなカンファレンスを持った

りとか、問題解決に向けてとかと、そういうふうなことを検討していく機関として浮上して

くるのか、あるいはもっと違うところなのか。 

  山形村の診療所と協立病院系の連携のような遠隔操作システムを使っての、そういう連携

を図っていくのかというふうなことも含めて、医師に期待していいことは何か、逆の言い方

をすると、朝日村としてできることは何かと。住民として、その医師を守って、一緒に協力

してやっていくことは何かみたいな、そういうことを、せっかくこういう大きな体制が立ち

上がっているので、同時に検討していっていただければというふうに考えますが、いかがで

しょうか。 

○議長（北村直樹君） 越川副村長。 

〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） ご質問ありがとうございます。 

  非常に大きなテーマを今、幅広くおっしゃっているので、限られた時間の中でどこまでお

答えできるかなんですが、一つ、ホームページ上に記載してあります医療の在り方の資料の

中に、例えばこういう地域包括ケアのイメージというものを掲載させております。これは、

全人的な医療を目指すために、各大きな圏の中をいろんな形に分けまして、村でいうとこれ

が最小単位になるんですが、これが病院や地域のかたくりの里さんですとか、それからボラ

ンティア活動だとか、あるいは介護施設…… 

〔「説明ではなく、直接村民と……」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 現在、副村長が答えておりますので、少々お待ちください。 

  副村長はそのまま、まず回答をお願いいたします。 

○副村長（越川 豪君） 分かりました。 

  そうしましたら、イメージとして考えていただきたいのは、現在の三村医院さん、この立
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ち位置を村は求めていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、再質問はございますか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 失礼しました。 

  いろんな方策で、村は説明を行っているということは承知しています。ただ、直接村民に

対して説明をしていただき、村民から声をいただき、また村民に返していくということをや

っていただきたいということを要望して終わりにします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） これで、豊田惠美子議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 澤 あゆみ 君 

○議長（北村直樹君） 次に、６番、清澤あゆみ議員。 

  清澤あゆみ議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ６番、清澤あゆみでございます。 

  私の質問は２問です。 

  まず初めに、集落支援員について。 

  現在、当村では、協働のむらづくりの取組の一つとして、３人の集落支援員を配置してい

ます。令和３年７月より２人体制でスタートしましたが、令和４年４月より、公募により応

募してきた１人の方を加え３人体制となっています。 

  地区未加入の世帯が多く見られるようになったことから、いざというときの災害に備えて、

防災会への加入推進と、それに合わせて、お助け台帳の整備が始まりました。このお助け台

帳の整備が集落支援員の最初の仕事でした。防災会組織の見直しをし、未加入世帯に足を運

び、当時125軒ほどあった未加入世帯のうち75軒が自主防災会に加入してくれたと聞いてい

ます。 

  大規模災害に限らず、個人宅の火災ということがあるかもしれません。そんなときも、防



－36－ 

災会に加入していれば、お助け台帳を見て家族構成等を確認できることになります。未加入

世帯一軒一軒に足を運び、加入をお願いするといった作業は、行政がやるには限界がありま

すし、地区に投げかけても負担となるため、集落支援員という立場での活動が一定の成果を

上げたと思います。 

  また、先日、回覧板に入って配布された村内のサークルや団体等を紹介する冊子は、集落

支援員の皆さんにより発行されたとのこと、村内にはとてもたくさんのサークルや団体があ

り、活発に活動しているということを改めて知った村民も多いのではないでしょうか。興味

を持ったサークルや団体に、この春から参加してみたいというきっかけづくりになればと期

待するところです。 

  総務省のホームページを見てみると、集落支援員制度は、集落の点検、課題や将来に関す

る話合い、地域づくり活動の支援などを目的につくられた制度とあります。当村においても、

集落支援員という立場でできることがいろいろあると思います。 

  そこで、以下質問です。 

  １、集落支援員の活動に行政が望んでいることは何でしょうか。 

  ２、令和６年度は１人のみの配置ということですが、１人ではやれることには限りがある

と思います。今後の活動次第では、公募して人員を増やす予定はおありでしょうか、お願い

します。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、清澤あゆみ議員ご質問の集落支援員についてお

答えいたします。 

  初めに、集落支援員の活動に行政が望んでいることは何かというご質問についてでござい

ます。 

  国の進める集落支援員制度につきましては、地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関し

てノウハウ、知見を有した人材が地方自治体からの委嘱を受け、市町村職員と連携し、集落

への目配りとして、集落の巡回、状況把握等を実施するという事業でございまして、国が財

政措置をするものでございます。 

  朝日村におきましては、先ほど議員のお言葉にもありましたが、令和３年度に早急の課題

である地区未加入者対策として、自主防災会、防災部会加入推進を実施するに当たり、集落
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支援員制度を導入し、現在は３名が活動しております。 

  また、集落支援員の主な活動の一つである集落点検としまして、令和４年度、令和５年度

に各地区へのアンケートを実施しております。 

  集落支援員の活動に行政が望んでいることにつきましては、朝日村集落支援員設置要綱に

定めがございます。第２条に、住民と行政の協働の下、地域の実情や時代に対応した集落の

維持及び活性化対策、移住定住の促進等を推進するための人材として設置しており、これま

で当たり前であった地域や集落のつながり、地域の交流・助け合いが、近年の人口減少、高

齢化など時代の変化とともに希薄化し、機能が低下していくことへの対応、集落の機能維持、

活性化に取り組むための地域活動のサポート人材として位置づけております。 

  具体的な任務につきましては、第３条に定められており、大きくは３つでございます。１

つ目に、集落点検により地域の実情を把握、課題を具現化し、地域住民自らが集落の課題を

認知してもらう活動、２つ目に、点検結果を活用し、今後あるべき姿について話合いの促進

を行う活動、３つ目に、地域住民自らが行う活動をサポートする活動でございます。 

  自らのノウハウにより、主体的に地域に関わり、活動を行うとともに、活動経験を重ねる

ことにより、自らの知識の醸成、人との関わり合い、巻き込む力、伝える力などのスキルを

高めていっていただき、よりよい活動となっていくよう期待しております。 

  次に、令和６年度は１名のみの配置であるが、今後の活動次第では、公募して人員を増や

す予定はあるかというご質問についてでございます。 

  集落支援員導入当初は、地区未加入世帯への戸別訪問による加入促進、更新が滞っており

ました地区お助け台帳の再整備等のマンパワーを必要とする活動であったことや、初期の集

落点検の実施ということもあり、複数名の体制でスタートしておりましたが、これまでに初

期の活動としましては、一旦完了している状況となっております。 

  令和６年度につきましては、集落点検等の引き続きの活動と、令和４年度から取り組んで

おります団体間交流を行う予定でございまして、団体間交流につきましては、村内団体・サ

ークルと計画段階から一緒に関わって実施していくことを考えております。 

  今後の人員体制についてでございますが、他の自治体の状況を見ますと、令和４年度実績

では、長野県内で導入しております市町村は77市町村中30市町村、うち７市町村は１名の配

置、５市町村は２名の配置など、少人数での活動をしている自治体がございます。そういっ

た自治体で集落支援員がどのように活動しているのか、また、新年度に、集落対策のテーマ

の一つであります地区の在り方について、話合いが行われる地域があるとお聞きしておりま
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すので、その場に参加し、具体的に支援員としてどういった役割ができるのかなどの状況を

踏まえながら、判断してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  村民の方と議員との懇談会というのが先日あったんですけれども、その中でも、地区の課

題整理をしてほしいというご意見や、地区未加入の世帯についての話題が上がりました。先

ほどのお話の中で、一応、令和４年度に一旦完了したという防災部会の見直しですけれども、

未加入世帯が決してゼロになったわけではないですし、その後、地区を抜けてしまったとい

う世帯もあると聞いています。そういった世帯に足を運んでの確認ですとか防災会への加入

推進というのは、引き続き続けていく必要があるのではないかなと思います。 

  また、お助け台帳の整理についても、一旦完了して、地区へ引き継いだということでした

けれども、地区長さんは毎年替わっていくわけですし、毎年更新していかなければいけない

お助け台帳が、きちんと更新されているかどうかというのの管理というのをしていかなれば

ならないと思うんですけれども、そうしないと、せっかく整備した意味がなくなってしまう

のではないかなという、ちょっと懸念があります。 

  お助け台帳に関しては、ある程度組織化していく必要もあると思うんですけれども、この

点においては、集落支援員さん、今後の関わりというのはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、議員の２回目の質問にお答えいたします。 

  お助け台帳等の更新につきましては、また地区の状況を確認しながら、どの程度できるか

というのを、地域と集落支援員さんの中で話し合いながら進めていければと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） 先日、集落支援員さんと、ちょっとお話しさせていただく機会があ

ったんですけれども、そのときに、防災会には入っていただいたんだけれども、年齢の関係
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だとか、やはり役員の関係で、地区を抜けてしまった世帯があるということをお聞きしまし

た。そういった情報を集落支援員さんは把握しておりますので、ぜひその辺の情報を生かし

ながら、地区の方とも話をしていきながらとはなると思うんですけれども、その辺のフォロ

ーにも携わっていってもらったほうがいいのではないかなというふうに思います。 

  それから、12月の定例会で齊藤議員が、地域づくりと集落支援員の活動について一般質問

をされています。その回答の中で、役員の負担や負担金等の問題が見えてきていて、集落支

援員が区の運営委員会に出席し、話合いを行っているとあります。 

  先ほどもありましたが、地区の在り方ですとか検討していく中で、区の役員負担軽減のた

めの地区統合という考えを村では提案してきていますが、そういった考えを検討していく中

でも、今までの運営委員さんとの話合い等を生かしながら、集落支援員の方にも関わっても

らう必要があるのではないかと思います。 

  回覧板に入っていた集落支援員だよりの中に、防災についても書かれていましたけれども、

防災訓練の実施方法についても、いま一度地区の方たちと一緒に考えていきたいというふう

にありました。集落支援員の方、それぞれの地区で防災訓練に参加して、その後、反省会の

ほうにも出られていて、どんな点が問題だったかとか、そこをどういうふうにしていったら

いいかというような話合いのほうにも参加していらっしゃいましたけれども、地区役員の方

というのは１年、２年のスパンで替わっていきますが、１人それにずっと携わっていて、そ

ういった問題ですとか、こういうところが改善されてきたというような情報を１人携わって

きた人間が持っているというのは、話合いもスムーズに運んでいくかと思いますし、問題改

善が早く行われていくのではというふうに考えますので、ぜひ集落支援員さんの今までの活

動というのを基盤にして、動いていってもらえるようにしたらいいのかなというふうに思い

ます。 

  今まで３人体制でやってくる中で、先ほども、それぞれ地区の担当というのを持っていら

っしゃいましたけれども、その地区の担当というのの割り振りですね。それは、１人体制に

なったら、どのようにしていくというふうにお考えでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 集落支援員の今後の在り方ということだと思うんですが、今現在１人

です。それで、１人で村中のそういった仕事は無理です、これは。 

  それで、前も答弁で私、前の議会だったかな、答弁させてもらったんですが、集落支援員
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を本当にどういう形で活用していくのかというのを、今、もう一回組み立て中であるという

ように、たしか答弁させてもらいました。その一つの例として、特に今後この地域を、どう

いったことを地域住民はやって、コミュニティを維持させていったらいいのかというような

ことを、真剣にこれから考えていく地区があるというものですから、当面その１名は、それ

に全力を出してもらうというふうにしたいと思います。 

  そして、少し話を戻すんですが、集落支援員を当初２名募集して、そして１人追加してと

いうことで、ちょうどあのタイミングは、コロナになったタイミングと同期していて、自主

防災会の立ち上げというのと同期したものですから、そういった活動にちょうどいいタイミ

ングで、集落支援員さんが、いいテーマがあったんですね。そのテーマはほぼできました。 

  しかし、今議員の質問にあったように、本来ならば、集落支援員は少しお手伝いをして、

その地域が自走できる、その地域のコミュニティをみんなで考えていくということができる

ようにならなくちゃいけないんです。ですから、集落支援員さんがいつもいて、お助け台帳

をいつも更新していってということは、これはやっちゃいけないんですよね。 

  だから、今回の能登半島地震もそうですが、大災害が起きたときは、本当に地域の人たち

が、本当の意味で自助・公助・共助、そういったものをやらなくちゃいけないということで、

公助のほうは、集落支援員さんがそういうところへ入るわけにもいきませんし、ですから、

これからどうやって自主防災組織を定着させていくかというところに主眼を置いて、一つ一

つの地区にフォローに入るということは、しばらくは無理かと思います。 

  いいテーマがあれば、集落支援員さんをもう少し採用していけばいいと思うんですが、今

その具体的なテーマがちょっと見つからない状況ですので、取りあえずさっきも言った、あ

る地区への重点的なフォローアップ体制を、今後しばらくは続けていくということでいきた

いと思います。今後どうあるべきかというのは、もう少し時間をいただいて、考えさせても

らいたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございました。 

  フューチャーデザインというのの関係かな、村長の今の話、先日議会でもお話ししてくだ

さった件だと認識しております。これは齊藤議員のほうから提案があった件だと思うんです

けれども、やはりその中でも、話合いというのが非常に大事だと思いますし、若い住民の人

たちにも入っていただいて将来の話をしていくというのが、とても大切になってくるのかな
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というふうに思います。 

  そういったお話合いの中、それからさっき、作った冊子の発行を受けて、団体交流とかも

していきたいというような、携わっていってほしいというお話でしたけれども、やはり１人

でやっていくというのは難しい部分があるのかなというふうに思いますので、ぜひ行政のほ

うの担当の人も、相談役といいますか、１人だと考えることが行き詰まってしまったりとか、

考える幅がどうしても狭まってしまうようなときがあるかと思いますので、ぜひ相談しやす

い環境というか、そういった立場でいてもらえたらいいのかなというふうに思います。 

  それから、集落支援員の方たち、今、住民福祉課で行っているオレンジカフェ等にも顔出

しをされていて、集落支援員という立場を村の人に知ってもらうような活動もしたりとか、

そこから吸い上げる声とかというのもあると思うんですけれども、これから１人であっても

活動していくに当たり、住民福祉課とのつながりのように、いろいろな課とのつながりとい

うのも大切で、課をまたいで活動しないと、なし得ないということも出てくるのではないの

かなというふうに思います。ですので、自由に動ける立ち位置というのも、活動していく上

で大事なのかなというふうに思いますので、ぜひこの点においても、バックアップをお願い

していきたいなというふうに考えます。 

  それから、先ほど村長が、これから集落支援員さんというのを、どのように活動していっ

てもらうかというのを、一度立ち止まって考えるというふうにおっしゃっていましたけれど

も、実際に集落支援員として活動したいという方の声も聞いたりしました。そういう気持ち

のある方に関わってもらうことにより、より地域の困り事や課題を吸い上げることができる

のではないかなというふうにも考えます。 

  増員することによって、例えば空き家問題であるとか、移住定住促進等に専門的に関わっ

ていただくということも可能になってくるのかなというふうにも考えますので、ぜひ活動し

ていく中で、増員を検討するということができたら、公募をするというようなことも柔軟に

考えていただいて、対応していってもらえたらいいのかなというふうに思います。これは要

望になります。 

  以上で、私の１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 
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○６番（清澤あゆみ君） ２問目の質問です。 

  災害備蓄品について。 

  元日の午後４時過ぎに起きた能登半島地震では、多くの方が日常の生活を奪われました。

先日、１月22日から１月26日に被災地の輪島市にチームながの松本ブロックとして現地に派

遣された２人の村職員の報告会に出席しました。その報告を聞く限り、地震から２か月以上

が経過した今でも、地震により寸断されたライフラインの影響が広範囲で続いていること、

まだ多くの方が避難所生活を強いられていることなど、現地の写真を見ながら、まだまだ大

変な状況であると報告されました。 

  この地震による被害は村内では確認されず、ほっとしましたが、改めて日常生活が送れる

ことに感謝いたしました。 

  災害はいつ起きるか分かりません。非常時は地域のつながりが大事だとも痛感いたしまし

た。また、常日頃から災害というものを意識して、各家庭で備えておくというのも大切だと

思います。ですが、さきの能登半島地震のような規模になると、取りあえず命が最優先で、

何も持たずに避難したという人が多かったという記事を目にしました。 

  そこで、村の災害備蓄品についてお尋ねします。 

  １、現在村では、わくわく館と公民館の間の備蓄庫と西洗馬のＡＲＣ東京堂さんに、飲料

水、非常食、段ボールベッド、パーティション等を備蓄していますが、村民の人口に対して、

何をどのような割合で備えているのですか。 

  ２、女性の生理用品が備蓄されておらず、今後、備蓄予定と聞きましたが、具体的な予定

はどうなっていますか。ほかの備蓄品についても、備蓄予定等ありましたら教えてください。 

  ３、各地区の防災倉庫の備品の補充に来年度予算がついていました。どの地区にも共通し

て準備しておく必要のある備品等あるかと思いますが、一斉に点検する予定はおありでしょ

うか。 

  以上、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清澤議員の災害備蓄品のご質問にお答え

をさせていただきます。 

  まず、災害時の非常食でございますけれども、これにつきましては、村が日頃周知をして
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おります、国が推奨している一般家庭で３日分の食料品を備蓄していただくことを原則とし

ております。それを踏まえまして、村では、家屋の倒壊などにより家庭から持出しが不能な

住民の方に備えて非常食を備蓄しております。非常食の備蓄量につきましては、定められた

基準がないため、各自治体の備蓄量は様々な状況となっております。 

  当村におきましては、松本市の備蓄量を参考に備蓄を行っているところでございます。こ

れは、人口4,350人、地域防災計画の再編が策定された令和３年３月の人口でございますけ

れども、4,350人の16％に当たる696人分、これの２日分の非常食を備蓄することとしており

まして、飲料水、それと非常食につきましては、主食と副食をそれぞれ4,200食分備蓄をし

ているところでございます。また、段ボールベッドやパーティション等の生活用品の備蓄品

につきましては、人口のおおむね５％、250人分の備蓄に努めることとしております。 

  続きまして、２番目のご質問でございますけれども、今後備蓄する具体的なもの、予定等

についてのご質問でございます。 

  生活用品などの備蓄につきましては、現在、段ボールベッドやパーティションのほか、簡

易トイレ、新生児から大人までのおむつ、給水用のビニール袋、ヘルメット、毛布、ワンタ

ッチテント、シート、車椅子、発電機、投光器、ストーブ、マスクや消毒液など感染症対策

物品などを備蓄しているところでございます。 

  今年度につきましては、当初予算に計上し、期限切れの飲料水の更新、それと女性用の生

理用品、乳児のミルクを整備する予定でおりましたが、飲料水の物価高騰によりまして、予

定をしておりました女性用の生理用品と乳児のミルクの備蓄、これにつきましては、予定よ

り数量が少なくなってしまうこととなると思いますけれども、年度内に備蓄をする予定でお

ります。 

  なお、今年度末に、西洗馬防災センターの敷地内に、鎖川右岸の住民の方を対象とした防

災備蓄倉庫が完成をいたします。これによりまして、右岸側の住民用の備蓄品を西洗馬防災

センターの備蓄庫へ移す予定でおりますので、この際に、村の全ての備蓄品につきまして、

数量の確認、また、一部の備品につきましては、備蓄から年数の経過しているものもござい

ますので、使用が可能かどうか状況を確認してから、西洗馬の備蓄倉庫のほうへ移動を行い

たいと考えております。 

  また、その際に、改めて不足している備蓄品などの洗い出しを行いまして、数量の補充や

新たに備蓄しなければならない備品についてリストを作成しまして、今後の備蓄計画をまと

めていきたいというふうに考えております。 
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  続きまして、今年度予算に計上しております区への備蓄品の助成の関係でございますけれ

ども、これにつきましては、来年度の当初予算に計上させていただいておりますけれども、

各区の災害備品に対する助成ということで考えております。 

  各区が構成しております自主防災会の備品でございますけれども、これまでに防災倉庫の

設置のほか、災害に必要な備品としまして、かまど、発電機、ワンタッチ式テント、バルー

ン投光器、折り畳みの担架等を配布させていただいております。その後につきましては、各

自主防災会のほうで、宝くじの地域コミュニティ助成事業、これを活用していただきまして、

それぞれ必要な備品を備えていっていただいております。 

  今回、当初予算に計上させていただきました自主防災会への助成金でございますけれども、

昨年の地震総合防災訓練の反省会の際に各自主防災会から要望のあったものでございまして、

宝くじ地教育コミュニティ事業では対象にならない備品を予定しているものです。自主防災

会から要望のあった備品につきましては、それぞれの自主防災会で異なったものでございま

して、そうした備品をそれぞれの自主防災会で購入していただき、村が20万円を限度として

助成をしてまいりたいと考えております。 

  清澤議員ご質問のとおり、助成金の申請の際には、各自主防災会に、どういった備品を整

備するのかということで、内容を申請いただくこととなります。その際に、各自主防災会が

既に備えている備品等につきまして改めて確認をし、自主防災会の間で情報交換等を行うこ

とも大事なことかと思いますので、そのように対応してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございました。 

  生理用品等、これから今年度中にというお話でしたけれども、生理用品はたくさんの種類

がございます。ぜひ女性職員に相談しながら、きめ細かく対応できるように、予算もあると

は思うんですけれども、対応していっていただきたいなというふうに思います。 

  それから、昨年８月に東京堂さんを視察した際に、東京堂さんのほうには簡易トイレがな

かったように記憶しておりますけれども、今月引渡しとなる西洗馬防災センターのほうだけ

では、やはり収容人数が足りないので、両方に同じように備蓄しておく必要があるのではと

思いますけれども、東京堂さんのほうにお願いするということになると、先方の理解という

か了解というか、必要になるかと思うんですが、東京堂さんも災害のときに避難所として締
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結していただいているということでしたので、ぜひ備蓄品を置いておいていただくのが、あ

ちらのほうがもしかしたら広いのかもしれないですし、必要かなと思いますので、そこのと

ころをお願いしたいなというふうに思っています。 

  それと、冬場に備えての備蓄品で、毛布というのが出てきたんですけれども、例えばホッ

カイロですとか、そういったものも、最近の災害は寒い時期に発生しておりますので、備蓄

しておいたほうがいいのではないかなというふうに思います。 

  それから、賞味期限のあるもの等、これから点検していくということですけれども、実際

に点検というのは、どのようなサイクルで行われているんでしょうか。それと、どのように、

例えばパソコンの中でデータ的に管理しているのかという、目視しているというのももちろ

んあると思うんですけれども、管理の仕方ですね、そこをちょっとお聞きしたいです。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員の２つ目のご質問でございますけれども、

まず、先ほどの東京堂さんに置いてある備品につきましては、西洗馬備蓄倉庫ができたもの

ですから、移すかどうか、また先方の東京堂さんのほうと、置いていただけるかどうかも含

めて、ちょっと協議をさせていただいて、検討してまいりたいと思いますので、お願いした

いと思います。 

  それと、備品の更新につきましては、村のほうで備品台帳を作って、期限のあるものにつ

いては、そこで期限を確認とか管理をしておりますので、必要なものについては、期限切れ

になるものにつきましては、その台帳を見て確認をして、更新をしているところでございま

す。 

  それと、先ほど清澤議員からお話ありました冬場のホッカイロ、これも今現在、備蓄がな

い状況で、今回、やはり能登半島地震、寒い時期に起きておりまして、避難所の状況を見る

と、そういったものも必要だと思います。ちょっと、まだ備蓄できていないものも相当ある

と思いますので、例えばガスのカセットコンロとか、そういったものも必要になるかと思い

ますので、今回の西洗馬の備蓄倉庫の完成に合わせて、全ての備蓄品を点検して、新たに必

要なものも相当あると思いますので、加えて備蓄品の補充とか、廃棄しなきゃいけないもの、

リストを作って計画的に行っていきたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 
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○６番（清澤あゆみ君） いろいろ考え出すと、切りがない部分もあるのかなとは思うんです

けれども、能登半島地震があってから、いろいろ新聞等を見る中で、例えば、おトイレがど

うしても使えない状況の中で、消臭スプレーがすごく役に立ったというようなこととか、あ

と、やはり手の消毒ですね、そういったのもすごく役に立ったというようなのを見ましたの

で、ぜひ幅広く考えていただいて、リストアップしてみていただけたらなというふうに思い

ます。 

  それから、災害があった際なんですが、これらの備蓄品は、村職員がそれぞれの避難所に

配布してくれるということでいいのでしょうか。村外の職員が多いこと、村職員も被災者と

なる可能性があることを想定すると、人手不足となる可能性が高いと思いますが、配布に時

間がかかっているような場合、また、直接避難していたところから備蓄してあるところに取

りに行けるというような状況の場合、例えば道路ですとか、直接備品等を取りに行くことは

可能なのでしょうか。備蓄庫は常時施錠されていると思いますが、この点についてはどうな

りますか、お聞きしたいです。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 避難所の非常食等、生活用品についてですけれども、

避難所の対応をする部局が、村の地域防災計画ですと住民福祉部ということで、住民福祉課

が担当することになっておりますので、その職員がそれぞれの備蓄庫から、それぞれの避難

所のほうに配布をするような形になると思いますけれども、先ほど清澤議員から言われまし

たとおり、避難所の周りの道路がどういった状況になるかも分かりませんので、一番は、避

難所にそれぞれ備えられればいいかと思います。そういったことも、ちょっと今後検討して

いかなければならないと思いますので、それぞれの避難所に備蓄倉庫を設けてそこへ配置す

るとか、そういった部分については、また今後検討していきたいと思いますので、お願いし

たいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） 避難所設営をして運営していくというのは、実際に避難してきた人

たちが運営していくというわけですけれども、いち早くやはり、例えば段ボールベッドとか

パーティションとか、もちろん飲み水とか非常食もそうなんですけれども、必要になってく

るものになると思いますので、その辺の本当に最悪の事態を想定して、どういう動きになる
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かというのをもう一度検討してというか、する必要があると思いますので、ぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

  それから、先日市民タイムスに載っていたんですが、松本市の小・中学校に設置されてい

る防災倉庫は、震度５以上の揺れが観測されると、鍵が入った箱のロックが自動で解除され

て、避難してきた人が開けられる仕組みになっているというふうにありました。こういった

のも、実際考えていかなくてはいけない部分かなと思いますので、ここら辺もちょっと検討

していただけたらなというふうに思います。 

  それから、備蓄品としてどのようなものを備蓄しているかというのの、実際これから整備

してみて、村でどんなものが備蓄されているかというのの一覧表を、できれば写真付で作成

していただいて、各地区の集落センターですとか防災倉庫に置いておく必要があるんじゃな

いかなというふうに思います。そこには備蓄品の保管場所というのも明記していただいて、

防災訓練のときにそういうのを確認できるとか、例えば集落センターを使ったときに、それ

が村民の皆様の目に触れるというようなのも大事ではないかなというふうに思います。 

  それから、各地区の防災倉庫の備品の補充という件ですけれども、情報共有の意味でも、

なくては困るもの、あったら便利なものというようなのを一覧にしていただいて、備品をそ

ろえる前に区長さんなり地区長さんなりにお渡ししていただいて、配布していただければ、

そういったものを参考にしながら、必要なものが用意できるのではないかなと思いますので、

その辺もちょっと考えていただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 清澤議員の３つ目のご質問でございますけれども、

まず、備蓄品については、これで改めて全部点検をして、必要なものを取りそろえるように、

また計画のほうを立てていきたいと思います。 

  それと、先ほども言いました配置先ですけれども、避難所にあれば実際はいいんですけれ

ども、確かに食料品とか、そういったものを備蓄すると、やっぱり特殊な建物というか、常

に温度管理とかもしなければいけないということで、それぞれの避難所に建てると、それだ

け経費もかかるということで、ある程度まとめて右岸側、左岸側に置いて、持っていく体制

を整えればいいのかというところがありますので、その辺もまた検討させてもらいたいと思

います。 

  それと、避難所の鍵のロックが外れるというようなことにつきましては、ちょっとまた近
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隣市町村のほうを参考に見てみたいと思いますけれども、ちょうど鉢盛中学校が３市村合同

の避難所になっておりまして、そこの備蓄倉庫は松本市のほうで、村が負担金を払って用意

していただいておりますので、そういったところもまた参考にさせていただきたいと思いま

す。 

  それとやはり、どこに備蓄倉庫があって、どういったものがどれだけ保管されているとい

うことは、事務員の皆さん、有事に備えて知っていなきゃいけないと思いますので、そうい

った部分は今後、写真付ということもありましたけれども、ホームページ等に公表していき

たいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  先ほど、今課長から、ホームページというお話もいただきまして、ホームページのほうに

アップしていただくのもすごく大事なことで、見られる機会があると思いますけれども、や

はりホームページとか見られない方もいらっしゃると思うので、写真付でどんなものがある

かというのは、ぜひ集落センターですとか、そういう人が集まるようなところに置いていた

だけたらなというのを要望したいと思います。 

  村でそうやって備蓄していただくというのは、すごくありがたいことで、今日は安心した

部分もすごくあります。それぞれの自宅で、非常の持出し品ですとか、非常の備蓄品ですと

か、そういったもの、あとお水は、今回すごく、朝日村にお水がないなんて、ちょっと考え

られないという部分がある中で、お水というのもすごく備蓄しなければいけないなというの

を、私自身が今痛感しているんですけれども、そういった各家庭での備えですね、それも事

あるごとに行政のほうからも呼びかけていただくのも大事かなと思いますので、これも一つ

要望しておきたいなというふうに思います。 

  これで私の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、清澤あゆみ議員の一般質問は終わりました。 

  ここで休憩を挟みたいと思います。 

  再開を10時40分といたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 
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再開 午前１０時４０分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、時間となりましたので、一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 古 池 美佐江 君 

○議長（北村直樹君） 次に、７番、古池美佐江議員。 

  古池美佐江議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ７番、古池美佐江でございます。 

  私は４問質問いたします。 

  １問目は、空き家対策と空き家の利活用についてでございます。 

  村では、令和５年２月に空家等対策計画が作成され、今年度、特定空き家と認定された１

件が行政によって解体・撤去されました。また、空家等対策の推進に関する特別措置法の一

部を改正する法律も、昨年12月13日に施行されたところでありますが、朝日村の空き家対策

についての進捗状況と今後の取組について伺います。 

  １、令和３年度の調査では、空き家は114件とのことでありましたが、その後の村内の空

き家の数はどのように変化していますか。 

  ２、その調査では、どれも利活用ができないほど古いと聞いていますが、それに対してど

のような対処をしていますか。 

  ３、今後、確実に空き家は増えると容易に推測できますが、空き家を増やさないための具

体的な施策はありますか。 

  ４、現在、村内の空き家バンクの登録は２件、貸手の意向もあり、マッチングが成立しな

いようですが、村内に住みたいと家を探している方も多いと聞いています。借りられる手頃

な家がないので、村営の賃貸住宅建設が計画されていますが、運用できるまでには２年ほど

かかります。その間に要望に応える施策はありますか。 

  以上です。お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 
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〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、古池美佐江議員ご質問の空き家対策と空き家の利

活用のうち、（１）、（２）、（３）につきましてお答えをさせていただきます。 

  初めに、（１）につきまして、現在の空き家の件数は110件であります。令和３年度調査

から17件増え、21件減りました。要因といたしましては、独り暮らし世帯の世帯主が亡くな

られ空き家になるケース、また、除却や売買のため、不動産会社へ管理が任されたケースは

空き家のリストから外しております。 

  続きまして、（２）につきまして、こちらは近隣の住民などから情報をいただき、現地調

査、所有者調査を行い、適切な管理を促しております。その結果、１件の取壊しにつながり

ました。 

  最後に、（３）につきまして、新年度予算でご説明いたしましたが、新規に空き家等除却

補助金を予定しております。補助対象は老朽危険空き家などを対象とし、昭和56年５月31日

以前に建てられた住宅で、対象経費の２分の１を補助し、上限が50万円です。来年度は３件

分を予算化しております。 

  私からの答えは以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、私からは、古池美佐江議員の（４）、空き家が

なく、村営の賃貸住宅も運用できるまで２年かかるが、その間に要望に応える施策はあるの

かというご質問についてお答えをいたします。 

  村内に移住定住を希望する方に対する住環境の施策につきましては、これまでに宅地分譲

や空き家活用を進めてきており、さらに、人口維持・確保、移住希望者のニーズに応えるべ

く、令和６年度以降、新たな宅地分譲、村営の賃貸型住宅の整備に取り組む予定としており

ますが、ハード事業につきましては、いずれも運用開始には一定の期間を要するものであり

ます。 

  その他の施策としまして、ソフト面で特に効果を上げておりますのは、子育て将来世代の

住宅取得補助金でございます。これは、村内に移住定住する目的で住宅を取得する子育て将

来世代に支援金を交付するものでございまして、令和２年度から実施をしております。実績

としまして、令和４年度までに84名の方の転入または転出抑制が図られており、本年度にお

きましては、小野沢・本郷地区の民間による宅地分譲の影響もございまして、現時点で18件
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の事前申請があり、好評をいただいております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 空き家は今、17件増え、21件減るということで、110件ということ

で、令和３年度より減っているということをお聞きし、とてもいいなと、ちょっと安心いた

しました。これ以上増えないといいなと思っています。 

  それで、空き家除去費用を今年、また３件分用意をするということなんですけれども、ち

ょっとお聞きしに行ったときには、制限を加えるかなという、何か条件を加えるということ

を、変えるかもしれないということをお聞きしていましたが、条件なしで、昭和56年以前の

建物を３件分だけ除去費用として用意しているということですけれども、条件を加えなかっ

たのはどうしてでしょうか。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） すみません、古池議員がおっしゃる条件というのがちょっと、

担当とお話をさせてもらっているということですかね。ちょっとその要件を、どういうもの

を設定していたのか分らないんですけれども、昭和56年以前の建物であり、空き家であると

いうか、ある一定の条件はそろえていますので、何が何でも新しいものだったりというもの

の条件は付していませんので、あくまでも老朽というところが目安になりますので、そこは

私たちのほうで調査させていただいて、そういうものに該当するのかどうか、そこの要件は

満たしていただきたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 私がお聞きしたのは、壊した後、それを不動産屋さんとか、そうい

うのと提携して土地を売るとか、そういうような契約ができたらいいとか、そういうことを

お聞きしました。塩尻市でもそういうのをやっていたという情報を得ておりますので、そう

いう条件がつくのかなと思ったんですが、今はそれがついてなかったので、それがないのは

どうしてかなと思ってお聞きしたところで、そのときは検討しているということで、まだ決

定してはいませんということでしたので、それはそれでいいのかなとは思っていますので、
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分かりました。ありがとうございます。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 現在要綱を作成しておりますので、その要綱が該当している

かどうかは、ちょっと今、正式にはここでは言えませんけれども、要綱ができ次第、ホーム

ページへアップしたり、回覧板等へ投げかけますので、そこの要件は、すみません、ちょっ

と今即答はできないですけれども、そういう要件も考えていますので、お願いしたいと思い

ます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） その点については、要綱をまた作成なさったときに見せていただき

たいと思います。 

  それでは、企画財政課のほうで、民間による宅地分譲が18件もあったので、今年は結構あ

りますということですが、今、それは小野沢のところにたくさん新しいお家が建っているな

ということは、私も通るたびに見ているので、増えているなと、それは民間なんですけれど

も、村でやる場合は、まだこれからかかってしまいまして、民間ではそういう住宅をする土

地というのが、村の中には結構あるんでしょうか。村はそういうことを把握しているのか、

教えてください。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 村では分譲等をする際に、ある一定の面積を用意して、幾

つかまとまった土地を用意しないと、なかなか費用的にも効果がありませんので、まとまっ

た土地を探してはおりますけれども、朝日村の場合ですと、農地ですとか、いろいろ制限が

ございますので、なかなか宅地分譲をする用地というのは限られてきます。ですので、公社

とも連携しまして、そういう土地があるかどうかというところを探しながら、今進めている

ところです。 

  １件、中組のところにも予定はしておりますけれども、なかなかそれ以外の土地を見つけ

るというところが、その場所が条件的にも有利であるかという面も含めまして、いろいろと

検討はしているところです。なかなかないというのが現状ではございます。 

  以上です。 
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○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 村でする場合は、今、探しているということは分かったんですけれ

ども、こういう村が分譲していない土地で、まだ家が建てられる予定とか、そういうのは村

のほうでは分かっていないか、一般の業者さんが分譲しているものとか、そういうものはあ

るのかと聞いたんですが、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 民間のほうで大きく分譲するというような計画は、現在伺

ってはおりません。現在18件申請されている中のうち、１戸ずつ、例えば壊して建てたりで

すとか、細かな部分をそれぞれ民間の方を通じて、所有者の方ですとか希望される方が契約

をして進めているところです。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 民間の業者のほうは、そんなに把握できないということですので、

個人契約にもなりますので、あと、そういうので、どのくらい建つことができるのかなと思

いますが、やっぱりあと２年かかりますので、ぜひもうちょっと貸していただけるお家とか、

そういうのがあるといいなと思っています。 

  そこで、ちょっと私、幾つか提案をしたいと思います。 

  私自身も、子供が独立し、夫と二人暮らしです。近所は独居高齢者、または二人暮らしば

かりで、近い将来、空き家になることは確実だなと感じています。 

  そこで、特に今現在、子供と一緒に住んでいない世帯、今の住宅の住んでいない世帯の方

に、今後の今の住居の処し方についてのアンケートや要望を取るような施策、題して、勝手

にネーミングをしてしまいましたが、移住促進ウィズ空き家バスターズ大作戦を提案します。 

  どういうものかといいますと、塩尻市では、空き家対策、空き家バンク、空き家の利活用

の促進、定住・移住促進事業を一括して、株式会社しおじり街元気カンパニーに委託してお

り、私はその社長さんからも少しお話を伺いました。昨年度から、各地区の公民館講座で空

き家等対策住民啓発講座を開き、空き家についての説明と啓発活動をしている。説明後に、

希望者には個別の相談にも応じているということで、放置されている空き家の数は1,100件

から1,200件ほど、ほぼ横ばいが続き、一定の成果は感じているということでした。 



－54－ 

  空き家調査だけではなく、子供と一緒に住んでいない高齢者世帯へのアンケート調査と空

き家の今後の利活用の相談の実施を提案します。今、空き家をお持ちの方にも、空き家予備

軍世帯にも、じゃちょっと相談だけしてみようかな、今後のことをちょっと不安に思ってい

る方がそういうお気持ちになってもらえるように、村からもっと強いアクションを起こす必

要があると思います。 

  そのときに、村のホームページにアップされた住まいの終活ノート、この間、１月のとき

にアップされたようですけれども、それも活用に生かされるんじゃないかなと思いますので、

ぜひ未然に空き家を増やさないために、もし空き家になってしまったらどうしようかなとい

うことを、今からそういうふうに説明をしたりとか、今はいいやと思っている方もいるので、

すごく力を入れていくことによって、これからもっと空き家バンクとか、そういうのが増え

ていくんじゃないかなと思うので、力を入れてほしいなと要望いたします。 

  それから、空き家に関して、移住のことについてですが、今、各市町村は競って、移住招

き入れ対策を考えています。冊子やサイトで希望を募っても、すぐに住めるような空き家が

ない、アクションを起こせる対象の物件がないとなれば、何だ、話ばかりで移住なんてでき

ないと、移住希望者がいても、近隣の市町村に移り住んでしまいます。 

  自治体は、生き残りをかけた弱肉強食、アイデア勝負の時代だと思います。古い家の中の

片づけが大変だからと提供されない物件でも、廃屋に近い物件であっても、ＤＩＹで家をい

じりたいと思っている人がたくさんいると聞いています。山形村では、長期滞在のお試し住

宅のリフォーム体験会、みんなで家ＤＩＹ！を開催し、大変好評だったようです。そのリフ

ォームした住宅では、昨日から体験者の募集を始めています。 

  山形村が令和４年から始めたお試し住宅は、村の所有物ではなく、持ち主の方から相談を

受け、短期のお試し住宅として生かしたとのことです。探せばここにも、ただ同然くらいに

提供してくれる方もいるかもしれません。ただ家を空けておくよりは誰かに入ってもらった

ほうが、管理してもらったほうが、もうちょっともつよなというお家もあると思うんですね。

なので、朝日村もそういう家を探し、長期滞在型お試し住宅をぜひ準備してほしいと思って

います。 

  また、村の空き家担当は、調査が建設環境課、利活用は財政企画課となっており、こんな

小さな村なのに、連携が取れていない感が少しいたします。ぜひ、空き家に関することを専

門に動く担当者を設けるべきだと感じています。ぜひ、地域おこし協力隊の方でもよろしい

ですし、さっき出た支援員の方でもよろしいので、本当に両方を兼ねて動く担当者を設けて
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ほしいなと希望いたします。 

  村の一層の具体的な取組を要望して、１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ２問目は、小学校プールの利活用について質問いたします。 

  昨年の８月に小学校のプールの改修が完了し、この夏から、いよいよプール学習が始まり

ます。 

  さて、９月の一般質問において、小学校プールの利活用について尋ねたところ、一般に開

放する方向で検討していくとの回答をいただきました。その後、12月の定例会で教育事務点

検評価報告書が報告されましたが、プール棟の長寿命化改修事業に対する評価がＤでありま

した。 

  そこで、次の２点について伺います。 

  評価Ｄと今後の方向性のコメントについて、どのように受け止めていますか。 

  ２、有効活用についてはどのような施策を考えているのか、進捗状況を伺います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） それでは、古池議員のご質問にお答えをいたします。 

  初めに、教育事務点検評価報告書での評価についてでございます。 

  令和４年度事業の評価において、朝日小学校プール棟長寿命化改修工事について、１次評

価の際、Ｄ評価となったものでございます。 

  この評価は、事業目的を長寿命化を図り施設を有効活用すると定め、工事を進めてきた中

で、想定以上の劣化による追加工事が生じ、工期の延長が必要となり、令和５年度の水泳授

業で学校のプールを利用できなかったことにより、事業目的の有効活用までは達しなかった

との判断での評価でございました。 

  また、信州大学、荒井先生の２次評価の際も、この評価について触れられ、評価の判断の

難しさ、今後のプール利用の在り方とその検討の必要性、また、地域住民の皆さんとの今後

の在り方を考えていくきっかけにしてほしいといった評価をいただきました。 
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  この評価から、学校プールの今後の在り方を検討していく必要があると捉えており、小学

校の授業に加え一般開放を行うなど、地域の皆さんに利用していただくなどの今後の有効活

用について検討してまいります。 

  次に、ご質問のどのような施策を考えているかと進捗状況についてでございます。 

  昨年の９月議会で、古池議員からのご質問にお答えしましたが、課題の一つとして、地域

の皆さんが利用する上で施設の運営管理があります。その対策として、村の直営または民間

への委託があると答弁をさせていただきました。 

  そこで、スポーツ施設の運営管理に専門的な知識がある民間への委託をする方向で進めて

おります。これに係る経費、費用を、新年度予算に委託料として計上させていただきました。

これについては、初年度ともなりますので、期間を限定し、最低限の経費の計上としており、

具体的な利用についても、試行的に一般の開放や公民館講座での水泳教室などを計画してお

ります。 

  引き続き、学校教育以外の活用について、可能性を探ってまいりたいと考えておりますの

で、お願いいたします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 今年度の予算の中に委託料ということで盛り込んであるということ

が分かりまして、ああそうなんだと、見落としてよく分からなかったことが分かったので、

よかったと思います。 

  今年は試行的にということですが、それは公民館講座でやるということなんですが、まだ

そのほかには、今年やってみて、来年度また新しいことを考えていくという試行的なことと

いうことで考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） お答えいたします。 

  古池議員おっしゃるとおり、今年やってみて、利用の状況だとか公民館講座の参加の状況、

また管理の関係も、やってみて課題も出てくると思いますので、その辺を改善しながら進め

ていきたいと考えております。 

  以上です。 
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○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 公民館講座でやるということですけれども、それは、そういうこと

になりますと、日曜日とか夏休みとか、いろいろあると思うんですが、具体的にはどのとき

にやる予定でいますか。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 公民館講座の具体的な内容についてですけれども、今、担当職員

も、朝日小学校のプールが使えれば、どんな形で使えるかという、ちょっと講座の企画をつ

くってはおりますが、具体的に管理運営の業者が決まらないと、その辺もしっかり村民の皆

さんにお知らせできない部分がありますので、今後しっかり詰めていく中で、管理運営業者

が決まったところで、その辺も計画的に進めていければと思っていますので、今後またお知

らせできるかと思っておりますので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 管理運営のことが決まらないと、まだできないということで、ちょ

っとまだ、立っていないということであれですが、プールを子供たちが使う頃には、またそ

ういう目安ができているといいなと思います。 

  それで、事業内容については、公民館で試行的にやるということですが、その内容につい

て詰めるときに、子供たち、それからその保護者、あと、やっぱり高齢者の方にも使ってい

ただきたいと思いますので、そういう広い年齢層の方に聞き取りやアンケートなどを行って、

どんなことをしたいですかとか、そういうようなことでしっかり聞き取っていただいて、参

加したいと思う内容や、これならできそうだというアイデアを村民の方から吸い上げて、ぜ

ひいいものになるようにしていただきたいと思います。 

  こういう要望をいたしまして、２問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員の２問目の質問は終わりました。 

  ３問目の質問をどうぞ。 

  古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） では、３問目の質問をいたします。 
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  小学校の教員の配置についてです。 

  県は学校教育について、個別最適な学びへの転換と、公立学校における画一的な学びから

多様化という２つの指針を打ち出しています。 

  来年度、新３年生の在籍数は35人ですが、９人が特別支援学級に在籍しています。原級の

在籍数が26人なので、入学当初から学習習慣形成の職員も加配されることなく、２年間が過

ぎました。しかし、３年になると、生活科から理科、社会と２教科になり、学習内容も少し

ずつ難しくなっていきます。 

  特別支援学級に在籍する児童は、国語と算数以外は原則原級で学習していますが、理科と

社会について、原級で一緒に学習できるかは始まってみないと分からない、しかし、とても

不安だと教頭先生から伺っております。 

  理科と音楽は、専科の先生が指導してくださるので、学級担任が一緒に入り、学習支援で

きますが、社会科は担任１人による指導となります。特別支援学級に在籍する子供には、そ

れぞれの特性に合った学習方法が必要ですし、しかも９人ともなると、やはり何らかの支援

は不可欠です。 

  そこで伺います。 

  教員が不足している中で、朝日小学校の村だからできる教育を目指すための取組について、

教職員の村費雇用などの計画はありますか。来年度の教職員の配置数について、どのように

考えているか伺います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 私からは、古池議員の３問目のご質問、小学校の教員の配置につい

てお答えをしたいと思います。 

  議員もおっしゃるとおりでございますが、昨今の教員不足は大変深刻な状況でございまし

て、近隣市村におきましても、担任の配置さえも難しいというお話も伝わってきているとこ

ろでございます。 

  そういった中で、朝日小学校におきましては、現状、担任や専科といった県費の先生方の

配置は対応ができている状況にございます。また、村費の先生方につきましては、今年度、

児童適応支援のために５名の支援員を配置して、きめ細やかな指導に努めているところでご

ざいます。 
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  議員のお話にありました新３年生でございますが、来年度はご承知のとおり、９名の児童

が特別支援学級に在籍することになります。その児童は、個々によって違いはございますが、

主に体育、図工、音楽などの技能教科をはじめ、お話にありました生活科から、今度は変わ

って理科、社会でも、原級に戻って学習することがございます。その場合は、特別支援学級

に配置している支援員の先生が１名ないし２名同行して支援をする体制を取ってまいりたい

と考えております。 

  現在、支援が必要な児童が次第に増えている状況にございますが、教育委員会としては、

来年度も引き続き、今年度同様５名の支援員を配置して、一人一人の児童に寄り添った支援

が提供できるように考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 来年度も５名の支援員の先生をお願いできるということですが、現

場として、９名ということで、いろんな特性の子がいますので、もしかしたら社会とかの中

で、原級にちょっと入れないというか、やり始めたんだけれども、そこではうまく学習でき

ないという子が数名出るとか、そういう可能性もあるかもしれない。とにかく始まってみな

いと分からないので、本当はどういうふうにあっても、そういう支援の先生が確実に入って

くださるということが分かればいいんですが、それでも二手に分かれてしまった場合、そち

らにも支援員の先生がついてというようなふうになると、クラスのほうには支援員の先生が

来られないこともあるんじゃないかということをとても不安に思っているようでした。 

  なので、なかなか要望が、しっかり教育委員会のほうにも出せていない、必ず支援員の先

生を出してくださいというのが言えていないというのが教頭先生のお話でしたけれども、い

ろんなパターンがあるので、とても難しいなと私も思っています。ですので、できたら確実

にそこに支援に入れる体制を取っていただきたいと思います。 

  私にも教員経験があり、いろんな先生方の支援というのを見てきたわけですけれども、学

校の県費のほうでは、妊娠した先生とかいらっしゃると、体への負担をなくすために、体育

の授業だけをしてくれる体育代替というような制度がありまして、その制度で担任を持って

いる先生はとても助かっていたと思います。 

  それで、村でも体育代替のように、特定の教科、ここでいうと社会科ですよね。理科では

担任も入れますので、支援員はその先生が、担任が支援するということも可能ですので、い
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いんですが、社会科の時間だけでも支援に入ってもらえる先生、時間給ですよね、とても安

いんですけれども、そういう感じで雇うことはできないでしょうか。 

  ぜひ、ボランティアという考えもあるんですが、こういう教科になってくると難しいです

ので、そういううまい時間給の先生を雇うとか、そういうことはできないでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 古池議員の２問目のご質問にお答えしたいと思います。 

  ９名といいますと、やはり大変な状況が想定されますので、古池議員もご承知のことと思

います。ですから、この状況は、やはり通常の状況ではありませんので、学校としましては、

その状況に応じた臨機応変な対応しか多分取れないと思います。ですから、実際始まってみ

ないと分からないという言葉もございましたけれども、子供たちはお互いに承知をしている

ところでございますので、ですから、お互いに仲間でありますので、慣れている状況の中で、

また、そういった支援が学習のほうで必要だということになりました場合には、また支援員

の数を調整しながら対応させていただきたいと、そんなふうに考えております。 

  ただ、そうなりますと、今度はほかの必要な場所も、支援が必要な子もいますので、なか

なか調整も難しい調整が必要になってくるということは、やっぱり言えるかと思います。本

来でしたら、９名に１対１でつけば本当はいいんですけれども、それはなかなか許されない

状況もございますので、ご理解いただければと思います。 

  また、先ほどお話にありましたように、社会科とか理科とか、そういったところで専科的

に入る先生はいないかというようなお話でございましたけれども、今現在、先ほどお話あり

ましたように、教員の大変な不足がございまして、１人の先生を探すだけでも大変な労力を

必要とします。ある校長先生、50人に電話をかけたけれども全部断られたというようなお話

も伝わってくるところでございます。 

  ですから、１人の先生を探すということ自体が、今本当に大変な状況にある。そういった

中で、そういった教科を教えることができる立場の先生を探すというのは、今、非常に困難

な状況にございます。ある意味では、今、村としては、そういった支援をするということで、

安定的な学習の環境をつくるという対応をさせていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 
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○７番（古池美佐江君） 本当に大変だということは私も存じておりますけれども、支援員の

先生たくさんおられますので、あとまた、学校の体制を見ておりますと、手の空いた先生が

応援に駆けつけてくれたりとか、朝日小学校の中では、大変温かい、そういった教育をなさ

れているなということを、先日、参観日のほうを見せていただいたんですけれども、最後の

まとめということでやっておりましたけれども、とても感動的な、そういう発表もできてお

りましたので、きっと先生方、お知恵を絞っていろいろやってくださると思いますが、少し

でも負担が軽くなるように、また、中途からでもいいので、採用ができたら、これからもあ

まり諦めることなく、なるべくそういう先生を探していただいて、これからもしっかり体制

を整えていただきたいと思います。そういう要望を持ちまして、３問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員の３問目の質問は終わりました。 

  ４問目の質問をどうぞ。 

  古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ４問目は、若い世代からの聞き取りについて質問いたします。 

  融和集会に何度か今年は参加させていただき、勉強の機会を得ました。しかし、その都度

感じることは、若手の参加が極めて少なかったことです。 

  私は今年度まで、村のボランティアの連絡協議会の会長を３期６年務めました。その間に

充て職として、朝日村地域福祉計画作成委員、朝日村障害者福祉計画作成委員、朝日村差別

をなくし人権を擁護する推進協議会委員等も委嘱され、いろいろな会議等に出席させていた

だきました。 

  しかし、どの委員会も、役場の職員以外は60歳以上の村民の代表で構成されていて、若い

方がほとんどいないという状況でした。果たしてそれでいいのでしょうか。村長も、もっと

若い方の意見を聞きたいと考えていると私は思っています。 

  そこで、村長に伺います。 

  これから村を担い、子孫につなげる大役のある若者世代に村政の関心を持ってもらうため

の具体策はありますか、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。 
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  ただいまのご質問は、若者世代に村政への関心を持ってもらうための具体策はあるかとい

うことでございます。 

  私も融和集会を設けて、９回今年はやりましたけれども、若手の参加は極めて少なかった

ということは思っています。そして、同じく継続して行っている出前村政においても、やは

り同じような状況でありました。ただ、これは現実であります。 

  それで、強制的に20代の人に足を運べということも言えませんので、どうしたらいいかと

いうことで私なりに考えてみました。若者に、すぐに村政に関心を持てと言っても、村政も

幅が広かったり深かったりで、村政ってそもそも何ですかという、多分問いが返ってくると

思います。それで、このことは、地区に未加入の課題だとか、消防団の成り手不足だとか、

これはまた共通の課題だと私は捉えています。 

  自分のことをいろいろ例に出しても、あまりいけないと思うんですが、こういうことに興

味を持つって、やっぱりある年代からだと思うんですね。そういう人が大半を占めていると

思います。ですから、まず若い人たちに興味を持ってもらうという、そこからだと思うんで

すが、まず最初、各種のコミュニティへの参加が、やっぱり取っかかりになるんじゃないか

と思っています。 

  例えば10代から20代くらいは、お夏まつりだとか地域のイベントだとか、そういったもの

に積極的に参加する。この頃というか、去年ですが、コロナ明けで、その反動もあったかも

しれませんが、地域の夏祭りに非常に多くの若い夫婦が、若者も含めて参加したなんていう

ことも、いいことだなと思っています。 

  そして、やはり30代から40代になってくると、今度は少し責任のあるＰＴＡ活動だとか、

ＰＴＡの役員だとか、そういったものを経験してくる。または、地区も常会の役員も、大体

30代後半から40代くらいから地区の役員も割り当てられてくる。そして、そういう間におい

ては、いろんなボランティア活動にも参加する。そういういろいろな慣らし運転があって、

そして徐々に興味が湧く、または、そういったものに参加する意欲が出る、意義が分かって

くる、そういったことだと思っております。 

  ですから、すぐに特効薬はありませんので、焦らずゆっくりと、そういうことを我々行政

は仕掛けるということが、まずは、ご質問にあります関心を持ってもらうための具体策、そ

ういったものにつながっていくかと思います。 

  先ほど自分の例も言ったんですけれども、本当にまだまだ、若い頃というのは会社一辺倒

で、そして、行政とのつながりというのは、保育園に子供を預けて保育料高いなとか、そう
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いうようなことが感じられたわけでございます。 

  ですから、ＰＴＡだとか同窓会だとか、そういった公的な、そういったところに積極的に

参加してもらうような仕掛けを、我々行政としてはつくっていきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 古池議員、持ち時間が５分を切りました。簡潔にお願いいたします。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） では、いろいろ質問してもあれですので、私、ちょっと考えてみた

ので、提案だけして終わりたいと思います。 

  まず、若い方に関心を持ってもらうというか、若い方の意見も聞くということが関心を持

ってもらうことの一つだと思うので、一つとしては、保育園と小学校の子供宛てに、私は子

供にも持ってもらいたいんですが、村長からのお手紙ではなく、村長への宿題という手紙を

出し、子供からの考えや意見、また、子供を通じて保護者からも直接意見をもらう、子供と

一緒ならば保護者も提出をしてくださると思うんですね、子供の手前。なので、そういうこ

とをしたらどうかと思います。村政を身近に感じてもらえて、若手意見を吸い上げることが

できると思います。 

  あと、子育て世代の多くは共働きですから、昼の会合も夜の会合も、出席するのは難しい

と思います。ならば、参観日の保護者会で出前村政を行うことはできませんか。保育園や小

学校と連携して、村民に来てもらうのではなく、村長が直接出向いて、そこでちょっとお話

を聞くとか、自分の考えを述べるとか、そうしてやることによって、保育してもらえる時間

に開催できれば、保護者も安心して話せると思います。 

  もう一つ、ちょっと突飛もないですけれども、村長が一生懸命取り組んでおられる融和集

会で、これをうまく使えれば、もっと幅広い意見が聞ける場所になるはずです。そこに参加

してもらえたら、村内で利用できる商品券500円１枚とか、さらに、子育て世代の参加者に

は、その場でＰａｙＰａｙポイントを付与するとかという奇抜なこともありではないかと思

います。 

  お金をばらまくのではなく、住民から政策に必要な情報を買うという考えはどうなんでし

ょうか。突飛な提案かもしれませんが、朝日村をよりよくする、すばらしい懸賞提案をして

いただき、それを採用できたら５万円とかいうような、世間の耳目を集める情報収集と発信

ができると、とても行政もいいかなと思います。 

  このような提案をして、私の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、古池美佐江議員の一般質問は終わりました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 小 林 弘 之 君 

○議長（北村直樹君） 次に、８番、小林弘之議員。 

  小林弘之議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ８番、小林弘之でございます。 

  今回、２問の質問をさせていただきます。 

  １番目、朝日村防災計画について。 

  今年１年の始まりという元旦の日に、家族団らんで過ごしているとき、能登半島地震が発

生し、震度７を観測する大地震が起こった。多くの甚大な災害や被災された方々、過酷な被

災生活を送っており、一日も早く復興・復旧を願っています。 

  地震が発生してから、今現在でも毎日のように能登半島地震の報道がされています。朝日

村でも能登半島地震の際、震度４を観測したと聞いております。このとき、私も肌で揺れを

実感しています。 

  先日、えべやかたくりの里で、能登半島地震チームながの輪島市災害派遣報告を職員２名

から聞かせていただき、ここに質問させていただきます。 

  （１）村は昨年、旧庁舎跡地に小野沢拠点避難地、防災広場が整備され、今年３月に西洗

馬防災センターが施行しますが、今後、防災センター及び拠点避難地整備計画の考えはある

のか。特に針尾区、入二区、古見区。 

  （２）番目として、朝日村民は糸魚川静岡構造線断層の地震は聞き慣れているが、境峠・

神谷断層の地震規模のほうが被害想定でいくと大きいと認識している村民は少ないと思いま

す。規模、マグニチュード7.6、震度６強、死者は僅か、死傷者も僅か、負傷者僅か、避難

者190人、建築物被害は僅か、これは防災ハンドブックからですが、あくまでも想定である

が、これ以上の被害状況を想像したとき、対応方法は考えてありますか。 

  指定避難所の生活後の仮設住宅の依頼をされた場合は、どこに設置するのか。 

  倒壊家屋等、災害ごみはどこに捨てるのか、まとめるのか。 

  被災状況にもよるが、ボランティアの受入れ体制の構築はできているのか。 

  （３）地震で亡くなった多くの犠牲者は、家屋倒壊で圧迫死や窒息死と見られている。能
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登半島地震災害報告でも示されていましたが、当朝日村でも昭和56年以前の住宅は多く、耐

震化率では全国は87％、朝日村は60％で、全国に比べても低いです。朝日村は既存住宅耐震

補強事業を行っているが、今までにどれだけの耐震補強事業を受けられていますか。また、

まだ60％ある昭和56年以前の住宅への耐震補強事業の推奨はどのように推進していきますか。 

  以上について、ご回答をお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、小林議員のご質問でございますけれども、

私のほうから、１つ目のご質問と２つ目のご質問の指定避難所の生活後の仮設住宅の関係の

ご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず最初に、今後の防災センター、また、拠点避難地の整備がどうなっているかというご

質問でございます。 

  最初に、今年の取組でございますけれども、今年度におきましては、それぞれの区の避難

所として指定している集落センター等の機能強化を図るため、西洗馬防災センターもそうで

ございますけれども、古見集落センター、針尾集落センター、小野沢公民館にＷｉ-Ｆｉ設

備を整備しております。入二区の指定避難所は、スキー場のカルテットホールになっており

まして、こちらにつきましては、既にＷｉ-Ｆｉ設備がありましたので、これで各自主防災

会の各区の指定避難所の全てにＷｉ-Ｆｉ整備がされております。 

  今後につきましてでございますけれども、小野沢防災広場、それと西洗馬防災センターに

整備をしましたマンホールトイレやかまどベンチでございます。こちらを残り、ほかの区の

３か所の指定避難所に整備を行うこととしておりまして、来年度は、古見集落センターのほ

うにマンホールトイレ、かまどベンチを整備する計画でございます。また、その後も、指定

避難所の機能強化ということで、空調設備等につきましても整備を進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

  なお、鎖川右岸の針尾集落センターでございますけれども、これまでは、周囲が土砂災害

危険区域に囲まれているということで、指定避難所には指定されておりませんでした。ただ、

針尾集落センターの場所自体は土砂災害危険区域から外れているため、昨年の地域防災会議

におきまして、改めて指定避難所の指定をしているところでございます。 

  しかしながら、針尾集落センターにつきましては、敷地が狭い状況で、災害時に災害拠点
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としての機能が図られるかといった課題もある状況でございます。このため、今定例会の冒

頭の村長の施政方針で方針を示させていただきましたとおり、今後、一之沢地区の上流、西

沢へ砂防堰堤の建設計画が松本建設事務所から示されておりまして、令和７年度から建設工

事着手の予定でございます。これによりまして、針尾集落内にございます土砂災害危険区域

の、いわゆるレッドゾーンが解消される見込みでございます。このため、針尾集落センター

につきましては、この計画に合わせて、鎖川右岸の防災センターの機能をどうするかという

ことで、検討を今後してまいりたいということで考えておりますので、お願いしたいと思い

ます。 

  続きまして、２つ目のご質問で、地域防災計画の被害想定のご質問でございます。 

  地域防災計画につきましては、被害想定を行いまして、被害状況の全容を把握した上で、

対応を図ることが必要とされているところでございます。村の地域防災計画では、県が実施

しました長野県地震被害想定調査を基に、糸魚川静岡構造線断層、また、境峠・神谷断層の

ほか、東海地震、南海トラフ地震など、朝日村に起こり得る６つの地震における被害想定を

行っております。被害想定につきましては、県の調査以上の被害想定は行っていない状況で

ございます。 

  また、災害時に発生する災害ごみの量などは、朝日村における最大規模の境峠・神谷断層

を想定したものになっておりますけれども、指定避難所の収容人数などは、被害想定にかか

わらず、村内の施設を最大限に利用した体制や、非常食などは、人口の一定規模として想定

以上の対応をしているものもございまして、地域防災計画の中では、最大規模となる境峠・

神谷断層を想定したもので対応しているものとそうでないものとありますので、お願いした

いと思います。 

  続きまして、指定避難所の生活後の仮設住宅等の依頼をされたら、どこに設置をするのか

ということでございますけれども、現在の地域防災計画では、仮設住宅の建設場所としまし

ては、朝日小学校の校庭、それと西洗馬農村広場が建設予定地となっておりますので、お願

いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 小林弘之議員ご質問の朝日村防災計画についての（２）災害

ごみについてと（３）につきまして、私のほうからお答えさせていただきます。 
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  災害ごみの１次仮置場ですが、現在、朝日グラウンドを指定しております。１次仮置場で

は、家電や木くずなど、各品目に分けて捨てていただくことを想定しています。廃棄物など

の処理に関する基本協定に基づく連絡協議会では、こちらは松本市、塩尻市、朝日村、山形

村等で結んでいる協定になりますが、図上訓練や災害廃棄物処理に関する協定を結んでいる

大栄環境さん、こちらからの指導もありまして、１次仮置場の選定には必要な要件がありま

すので、今後見直しを予定しております。 

  続きまして、（３）であります。村では、今までに46件の耐震診断を受けていただいてお

ります。ほとんどが倒壊の危険性があると診断されております。46件のうち５件が、耐震改

修を受けていただいております。 

  耐震改修事業への推奨ですが、補助事業を活用して耐震改修をする場合、まず耐震診断を

受けていただきます。倒壊する可能性がある家屋と判定された場合に、補助事業の対象とな

ります。 

  今年度、担当係では、昭和56年以前の家屋所有者に、耐震診断を受けていただきたい旨の

通知を発送しております。例年、耐震診断の申込みは１件から３件程度でしたが、現在12件

の申請をいただいており、来年度は12件分を予算化しておりますので、よろしくお願いしま

す。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、私のほうから、ボランティアの受入れ体制の構築

について、ご質問にお答えいたします。 

  災害発生後の災害地域の復旧や被災者の支援に、ボランティア活動は欠かせないものとな

ってきております。阪神・淡路大震災以降、ボランティアの活動を支援するため、全国で災

害ボランティアセンターの広がりとともに、社会福祉協議会がボランティアセンターの設置

を担うという動きであります。 

  被災地におけるボランティア活動の調整を図るボランティアセンターの設置は、自治体に

よる災害対策と相まって、被災者の多様なニーズに応えているところでもございます。村で

のボランティアの受入れ体制の構築につきましては、村の地域防災計画において、社会福祉

協議会がボランティアセンターを設置することとなっております。しかしながら、社会福祉

協議会と村の役割分担等を明確にするものはございませんでした。 
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  村では、令和３年９月の内閣府の災害ボランティアセンターの設置・運営等に係る社会福

祉協議会等との連携についての通知、また、社会福祉協議会においても、全国社会福祉協議

会からの同様の通知を受け、お互いの役割分担を明確化、センターの設置及びボランティア

活動を円滑に実施するため、令和４年２月に災害時における災害ボランティアセンターの設

置・運営等に関する協定を締結、災害発生後、状況により村が社協に要請し、社会福祉協議

会がボランティアセンターを設置することや費用負担などを明記いたしております。 

  これにより、社会福祉協議会と村の役割は明確化いたしましたが、実際の災害時における

ボランティアセンターの設置となりますと、村と社会福祉協議会だけでは対応はなかなか困

難でありますし、経験やノウハウが十分にあるということもございません。社会福祉協議会

では、松本ブロック、長野県社会福祉協議会連携の下、ノウハウを持った職員の派遣などに

より、ボランティアセンターの運営、必要な資器材の調達等に当たる仕組みとなっておりま

す。 

  以上となります。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 答弁いただき、ありがとうございます。 

  まず、（１）の質問ですが、上條総務課長が言ったのは。もっともだと思っているんです

けれども、砂防峠もできます。それで、回避は多少なりともできると思うんですけれども、

やっぱり針尾地区というのは、土砂災害特別区域が最も多いところなんですよね。西洗馬も

西洗馬防災センターというのがあるんですけれども、朝日村の中では、そういう最も危険箇

所のところになきゃいけないものじゃないかなと私は思っているわけです。 

  ですので、今後、入二・針尾防災センターが必要というのを、もっと行政側も検討してい

ただいて、今すぐじゃなくても、そういうところにも右岸として、右岸に西洗馬はできてい

るんですけれども、遠いですよね、あっちから行くと。ですので、そちらの針尾地区のほう

にもあったほうがいいんじゃないかなというふうに私は思っているんですけれども、その点

についてはどういうふうに思っておりますか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 針尾地区への防災センターの必要性は、私、冒頭の所信表明でも言っ

たし、今も総務課長が言ったし、あそこへは造ります。ですから、今適地を探している、ま
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たは、今後適地が生まれてきますから、そこに向けて準備計画を進めていくということです。

よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ありがとうございます。 

  そういうふうに計画されているならば、村長が所信表明でもそういうふうに言われている

ということですので、ぜひそこに造っていただけるよう期待しております。 

  （２）ですが、あえてこれ、質問させていただいたんですけれども、そうやって行政側で、

そういうふうになった場合のことを想定して、設定されているということでいいと思います。 

  もし災害に見舞われたときに、先日も話ありましたが、職員の６割が村外居住者であると

ころから、災害のときにはそういった行政力が低下して、災害対策に従事することが困難な

ことが想定されると。その想定された災害が起こっても、体制準備ができていれば、焦らず

そういうふうな行動ができるんじゃないかということで、私も思ったわけです。 

  では、災害時の村内企業とか近隣市町村との応援協定の締結はされているのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 小林議員のご質問でございますけれども、災害の際

の応援協定ということで、各県内の77の市町村間で全て連携協定が結ばれておりまして、何

かあった場合は、近隣市村のほうに応援を呼びかけることができるようになっております。 

  それと、消防も広域消防があるわけですけれども、広域消防の間でも連携協定が結ばれて

おりまして、松本広域消防局で対応ができない場合は、ほかの広域連合の消防局のほうへ応

援を要請できるという協定になっておりますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 分かりました。 

  朝日村内の企業とか運送等、燃料ですね、ＪＡとか。そういう部分では、いかがでしょう

か。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 村内の企業との連携協定のところは、ちょっとまだ、
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今手元で確認できない状況でございます、確認をしたいと思いますけれども、個々の企業と

は、多分連携等にはなっていないですけれども、ガスの供給だとか物品の供給みたいなもの

につきましては、県を通じて行えることにはなっておりますので、そういった協定はできて

おりますので、お願いしたいと思います。 

  すみません、商工会のほうと連携協定があると思いますので、確認をしたいと思いますの

で、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） やはり、いざ災害になったときは、身近な灯油、村外以外からといっ

てもなかなか難しい部分はありますので、まず第一に、村内のそういう企業含めて、商工と

の応援協定を締結すべきかと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、（３）番目ですが、やっぱり昭和56年以前といっても、工事費が、昭和56年に建て

られた近いうちはまだ少ないと思うんですけれども、例えば私の家みたいに100年以上もた

っているような家では、物すごい耐震工事がかかると、診断されたわけじゃないんですけれ

ども、かかると私は想定するわけです。その費用を思うと、実際的にでかい地震が来ている

わけじゃないもので想像つかない。 

  だから、しづらい部分もあるんですけれども、朝日村でも補強事業として、工事費の50％

ですかね、上限100万円とあるんですけれども、そこを受けやすいように、例えば50％を

70％とか75％とか、そういうふうなこと、また上限100万円を150万円とか、そういうような

受けやすいような体制というんですかね、のを持っていただきたいと思うんですが、そこに

ついてはどういうふうなお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 小林議員のご質問ですが、今、２分の１ではなくて、５分の

４で補助を受けられますので、100万円の補助、上限が今現在は100万円ですけれども、125

万円以上の工事なら受けられるということになっておりますので、そのようなことでお願い

したいと思いますが、あとは、やはり耐震診断を受けてもらわないと、この補助を受けられ

ませんので、耐震診断がないということで、そのお家の係数が、例えば0.3とか0.4とかとい

うものを0.7以上に引き上げなきゃいけないということになりますので、そういうところで

やはり、どういうところが弱いのか、どういうところに補強が必要なのかという、そういう
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詳しい診断をしていただけますので、まずは耐震診断を受けていただいて、自分の家の状況

を知っていただくということが大切であると感じておりますので、ぜひ耐震診断を受けてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） もっとも、その耐震を受けなきゃいけないと思います。 

  そういう、125万円と言いましたっけ、上限、全体の。そういうのが、私、ハンドブック

のところに耐震事業が載っていたもので、それをちょっと話しした、そういうふうに変わっ

ているのは知らなかったので、すみません。 

  そんなようなことを、案内しているかどうか分かりませんけれども、村民が知らなきゃ意

味がないもので、そういうところを村民に即知ってもらうような形でお願いしたいと。 

  やはり地震といっても、いつ来るか分からない。言われるのは、30年以内には来ると、よ

く言いますよね。さんざん私も聞きました。でも、いつ来るか分からない、明日来るかも分

からん。そういう中で、来る来るといっても来ないもので、私もそうなんですが、やっぱり

慣れというか、慣れてきちゃうんですよね。だから、そういう部分では、村民にもやはりそ

ういうような、今、こういう安心・安全で暮らせる村として、そういう強化も図ってくれと

いうようなことを、ぜひ村民のほうにも案内していただければと思います。 

  １問目の質問はこれで終わりです。 

○議長（北村直樹君） 小林議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ 

  小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ２問目です。 

  朝日村消防団について。 

  昨年６月の一般質問でも問いましたが、近年、自然災害が多発している中、能登半島地震

を教訓として、地震災害、風水害等、消防団には何かと頼らざるを得ない状況下の中、団員

減少が続き、近年、全国的にも消防団員の成り手不足が指摘されている。また、当朝日村消

防団でも団員の減少傾向でもある。 

  そこで、次に質問いたします。 

  昨年、小林村長は、朝日村消防団の真の能力が不透明となっており、今後将来に向けた朝
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日村消防団のあるべき姿を調査研究し、朝日村消防団ビジョンとして、あるべき姿を明確に

していくと言っていましたが、その朝日村消防ビジョンとしてあるべき姿はできているので

しょうか。できているならば、ここで具体的な詳細をお聞かせください。 

  以上、ご回答をお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、小林議員ご質問の朝日村消防ビジョンに

ついてお答えをさせていただきたいと思います。 

  朝日村消防ビジョンにつきましては、現在、策定に向けて取組を進めております。 

  昨年、朝日村消防団におきまして、消防団員の居住地調べ等のアンケート調査等を実施し

ておりまして、昨年は現状分析を行いました。現在は、この消防ビジョンに盛り込む消防団

の問題点、また課題について、各分団を通じて抽出を行いまして、取りまとめを行っている

ところでございます。 

  今後、消防団でまとめていただきました課題、問題点につきまして、関係する機関の皆さ

んのご意見をいただく中で、行政としての方針を示して、今後の朝日村の消防団のあるべき

姿として、朝日村消防ビジョンを新年度中には策定してまいりたいというふうに考えており

ます。 

  今出されている問題点、課題等でございますけれども、大きくは団員定数の見直し、また

団員の確保の問題、それと消防団の体制自体の見直し、あと団員の処遇改善、消防装備の充

実、また地区のほうで行っています消防費の在り方、そういったものが課題として挙げられ

ておりますので、そういったものについて、村としての方針を定めて、消防ビジョン取りま

とめていきたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） この問題は、再三再四言っているんですけれども、まだあれから、今

回のビジョンにしても１年たっているんですよね。これから、そういう問題解決、そういう

ビジョンを考えていくと言っているんですけれども、消消防団員からも、今までに村から実

態調査やアンケートを言われて出していると。だけれども、一向に方向性を見いだしてきて

いないというのも聞いているわけです。 
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  私も去年の、総務課長も村長も言っていました。新たに消防団員を確保する方策などにつ

いては、新たに朝日村消防ビジョンを策定すると総務課長も言っていました。先ほども言い

ましたけれども、村長もそういう実態調査、一旦消防ビジョンという形で１回話を整理整頓

して、どうあるべきかということを受け止めて、これからかじを切っていくというようなこ

ともおっしゃっていました。それをまだ、これから策定して、ビジョンをあるべき姿を出し

ていくという、そのスピード感が遅いということについて、どうお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今、総務課長が答弁したとおり、鋭意努力をして、消防団各分団から

意見を聞いて、今作成中であります。何もやっていないじゃない、そこは分かってください。 

  それで、この問題は、小林議員が団長のときから、あのときから急展開してきましたよね。

各種手当を上げるだとか、退職金を増やすだとか、非常に消防団員に対する処遇改善をして

まいりました。だけれども、一向に団員は増えていないというのが現実であります。 

  じゃ、どうしてかということなんですよね、問題は。これもさっき、古池議員の質問とち

ょっとダブるところもあるんですが、それを我々としては今、受け入れなくちゃいけないと

いうことなんですね。団員の手当を上げるから新入団員として加入してくれやの問題じゃな

いということであります。 

  これからの話になるんですけれども、秘策はないわけですから、今の現状、世の中に若者

が少なくなってきている。その人たちがすぐに消防団に入るなんていう、私たちの時代とは

全然違いますから、今いる朝日村民でこの村を守っていかなくちゃいかんということが一番

の、今後ビジョンに盛り込んでいくことかと思います。 

  例えば今、総務課長のほうでも言い出しましたけれども、定員においては、できるだけ定

年をなくして務めてもらうだとか、または、私のようにまだ元気のある高齢者は、高齢者に

近い人たちも、消防を経験してある人は、夜だけでも夜警ができないかとか、いろんな方策

がありますので、もう人任せ、若者任せという言葉だけは、私は禁句にしたいと思います。

こういう状況を受け入れて、朝日村は我々が住んでいるみんなで守っていくんだという方向

に、消防団の意識改革をしていきたいと思います。そんなところが、私の一番言いたいとこ

ろですね。今動ける住民で対応を図るということかと思います。 

  ですからそれを、今一生懸命、消防ビジョンに盛り込んでいます。例えば、女性にも消防

団員に活躍の場はないかとか、やっぱり今後、具体的な提案を出していきますので、ご期待
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ください。お願いします。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 村長の今の話ししたのは、もう何回も聞いています。私も先ほど言い

ましたが、処遇改善しても一向に変化はない、も分かります。 

  でもやっぱり、そういうことを今制作している、消防団員は自分たちが、今の世代、お願

いしても、例えば消防加入するにしても、できない。だから、村に託しているというふうに

捉えているわけです。ですので、じゃそのビジョン、今制作中と言いましたけれども、いつ

できて、いつ消防団員に示していただけるか、それをお聞かせください。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） それもさっき総務課長が答えていますよ。新年度中にやるということ

でございます。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 新年度中と言っていますけれども、これから始まるんですよね。じゃ、

また新年度といえば、また来年の今頃かというふうになるわけです。ですので、新年度中で

あっても、早い段階で消防団員に示していただきたいと思います。 

  もう一つ、ちょっと要望になってしまうんですけれども、１月26日の市民タイムスに、安

曇野市消防委員は、市民タイムスの中で出ていましたけれども、車両重量3.5トン以上の準

中型自動車となる消防車両の運転に必要な免許取得の支援などを盛り込んだ対策を市に答申

して、市長は免許取得の費用に対する補助金を令和６年度の一般会計予算案に盛り込むとし

ています。 

  既に塩尻市もこれの導入をされて、動いているわけですが、朝日村として、これ、対象が

多分ポンプ車になるかと思います。免許の種類も今、平成29年度ですかね、３月にいろいろ

変化していて、変わってきていますので、ＡＴＭ車の免許取得にもオートマチック車限定と

か、そういう中で、この3.5トン以上の準中型自動車となる消防運転の免許が取れるような、

消防団の中でも補助できてほしいというふうに思っているんですが、その点についてはいか

がでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 
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〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 小林議員ご質問の件でございますけれども、消防車

両の運転に係る資格というところで、いろいろ制度も変わってきているところもあると思い

ます。オートマチック限定の免許しか所有していない団員もいると思いますので、そこのと

ころは改めて、近隣の市町村の状況も見る中で検討してまいりたいと思いますので、お願い

したいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ありがとうございます。 

  ぜひ、準中型免許も含めて、マニュアルの更新も含めて、ぜひ行政で検討していただきた

いということを思いまして、これで私の質問を終わらせていたただきます。 

○議長（北村直樹君） これで、小林弘之議員の一般質問は終わりました。 

  それでは、一旦ここで昼食の時間を取りたいと思います。 

  再開を13時30分といたします。 

 

休憩 午後１２時１３分 

 

再開 午後 １時３０分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、午前中に引き続き、一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 沢 正 毅 君 

○議長（北村直樹君） 次に、９番、清沢正毅議員。 

  清沢正毅議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ９番、清沢正毅でござまいす。 

  私は今回、１問の質問をさせていただきます。 

  先ほど来、いろんな議員の皆さんから、防災対応について多くの質問が出ておりますが、



－76－ 

私は耐震化について、１本に絞って質問をさせていただきます。 

  質問内容ですが、朝日村の住宅耐震化の現状と今後の方針についてでございます。 

  小林議員からも同じような質問がありましたので、重複しますが、改めて質問させていた

だきます。 

  今年１月１日に発生した能登半島地震を受けて、住宅の耐震化への関心が高まり、長野県

をはじめとして各自治体で、住宅耐震化の実態把握と耐震化促進に向けた取組が顕著となっ

ております。 

  当村においては、令和３年朝日村耐震改修促進計画第３期を作成して、令和７年までの５

年計画で住宅耐震改修に取り組んでまいりました。この耐震改修促進計画の進捗状況と計画

内容の見直しと今後の方針について、幾つか質問をさせていただきます。 

  １つ目ですが、朝日村耐震改修促進計画では、計画策定時の令和３年では、昭和55年以前

の非耐震住宅が899戸、40.9％とあります。その後、耐震化を実施した戸数と、令和５年現

在での非耐震化住宅戸数は何戸で、耐震比率は何％かをお聞きします。 

  ２つ目ですが、長野県の住宅耐震化率は、2018年時点で82.5％、全国平均は87％で下回っ

ております。県では2025年の92％を目標に、補助額拡充で耐震化を加速されるとのことであ

ります。松本市も89.8％であるが、令和７年末までに92％に向け、さらに踏み込んだ対策に

取り組む。それから、塩尻市においては、現在85.5％、市の耐震化計画目標、令和７年度

92％達成は厳しいようでありますが、少しでも目標に近づけるべく、市民に呼びかけをして

いくとのことであります。 

  朝日村の耐震改修促進計画では、令和７年までに耐震化率70％を目標としておりますが、

他の自治体と比較してあまりにも低過ぎる。せめて国の平均87％を目標とすべきであると考

えますが、計画目標の見直しの考えは、村当局としてどのようにお考えか。 

  ３つ目です。過日の全協でも話題になりましたが、２月２日の信毎の報道によりますと、

県では現状の耐震改修費用の補助金額１戸当たり上限100万円を150万円に引き上げる方針が

打ち出されておりました。当村においても、同様に補助金額改定の考えはあるのか、この件

について伺います。 

  ４番目ですが、耐震改修が進まぬ背景には、高齢化と工事費用が多額にかかることが足か

せとなっていると分析されております。改修工事費の割に補助金が安いことも一つの要因で

あるのではと考えております。 

  現在、家全体の耐震改修化工事を補助対象としておりますが、県の建築士事務所協会の土
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屋会長が提案している耐震化の方法に、家全体ではなく、居間や寝室など住宅の一部を耐震

化し、シェルター方式、シェルター化する方法もあると提案をしております。そうすれば、

費用も数十万円から100万円程度に抑えられるとのことであります。 

  朝日村が他に先駆けて、補助金支給対象に、こうしたシェルター方式の耐震改修工事も補

助金の対象にすべきと考えますが、村当局のお考えを伺います。 

  ５つ目ですが、住宅の耐震化と少しかけ離れますが、耐震対策として気になりますのが被

災時の断水でございます。当村の水道配管の耐震化の現状と対策について伺います。 

  以上５点について、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、清沢正毅議員ご質問の朝日村の住宅耐震化の現状

と今後の方針についてお答えさせていただきます。 

  初めに、（１）につきまして、先ほど小林議員のご質問にお答えしたとおり、５件の耐震

改修工事が今まで行われております。現在、非耐震化の関係になりますが、住宅の戸数、こ

ちら税務、固定資産税のほうで確認しています令和５年度、2,225戸対象がありまして、耐

震化が済んでいる、もしくは昭和56年から先で建築された物件として1,346件、耐震化率が

60％ということであります。2,225から1,346を引いて、非耐震化戸数は876戸、耐震がない

住宅の割合が40％ということで、目標の70％に達するためには、209件の耐震化が必要とな

ってきます。 

  続きまして、（２）につきまして、朝日村耐震改修促進計画第３期は、令和３年４月に策

定し、計画期間は５年間であります。令和７年度に第４期の策定を計画しております。計画

の令和７年度末耐震化率70％もかなり高い目標でありますが、村で想定される地震の規模な

どを考慮して70％と策定しております。次期の第４期計画では、国・県の方針などを参考に、

耐震化率のほうを策定していきたいと考えておりますので、お願いしたいと思います。 

  続きまして、（３）、耐震改修費用補助金は、先ほど小林議員の質問にもありましたが、

工事費全体の５分の４を対象に、今年度は限度額100万円で、国が２分の１、県が４分の１、

村が４分の１補助しているものでございます。 

  新聞報道でありました150万円への引上げは、県の負担する部分の増額を計画していると

聞いております。県からの説明会が今月15日に予定されていますので、詳しい内容は説明会
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で示されると考えております。村としましては、補助金額の改定などは現在予定しておりま

せん。近隣ですと、松本市が上乗せの事業を実施しており、工事費200万円を超える場合、

その超える額の２分の１以内で、上限30万円という上乗せの補助を行っていると聞いており

ます。 

  続きまして、（４）、既存住宅補強は、耐震診断の結果、総合評点が1.0未満の既存住宅

について耐震改修を行い、工事後の点数を0.7以上かつ工事前の点数を上回る工事、また県

建築物構想専門委員会が認めた工事など、法律に基づいた耐震化計画の認定を受けることの

できる工事とされております。清沢議員のご質問のシェルター化で耐震化の評点数をクリア

でき、専門委員会で認められた工事であれば、耐震改修の対象の工事となりますので、お願

いします。また、村ではシェルター化に特化した補助事業は、現在考えておりません。 

  耐震診断では、既存の住宅のどの部分に補強が必要であるかなど、詳しい診断報告書が送

付されます。これは村にも報告があります。昭和56年以前に建築した住宅にお住まいの方に

は、まず耐震診断を受けていただきたいと思います。耐震診断は補助対象になりますので、

個人負担なしで行えますので、お願いをいたします。 

  最後に、（５）につきまして、水道配管の耐震化ですが、管路総延長が約57キロ、耐震管

と言われる鋼管やステンレス管など、耐震管の総延長が約３キロ、耐震化率は5.4％です。

また、耐震管ではありませんが、耐震化に適合している管路というものがありますので、そ

れを加えると、約13キロになります。耐震化率は28.8％となります。 

  また、こちら、耐震化の計画、まず針尾だったり、水源に近いような導水管のものをまず

耐震化していく計画で現在進めておりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  耐震化率の問題なんですが、現在、耐震化の件数が876件、できていないということです

ね。40％になっています。ですから、70までにするには、あと209件が必要だということな

んですが、この辺の70％まで、これは令和７年までの計画数値に取りあえずなっていますが、

現状で40％、したがって、あと２年ですよね。この２年の中で、目標達成するための具体的

な、何か村としての、耐震化改修計画に基づいて、目標達成に限りなく近づけようというよ

うな、何か今、取組だとか活動だとか、そんなものは具体的に何かやっているのかどうか、
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それについて教えていただきたい。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 先ほど小林議員のご質問にもありまして、ご説明したんです

が、一応、昭和56年以前の建物の所有者の方たちに、耐震診断をお願いしますと、危険であ

るというような旨の県からの文書がありまして、そういうものも一緒に配らせていただいて

おります。その関係で、耐震診断をやりたいという方が、来年度用に申込みを受け付けてい

ますけれども、それが12件あると。今までの約４倍くらいの方たちが申し込んでいただいて

おりますので、とても反響があったかと思います。 

  まずは、やはり耐震診断を受けていただいて、耐震化のほうにつなげていきたい。また、

先ほど古池議員の質問にもあった空き家みたいなものに対しては、危険なものは除却してい

ただくということで、３件分の除却の費用も設けておりますので、そういうところで何とか

70％に近づけていきたいと考えておりますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 今お話のありました県の資料を基に、まだまだ未実施のところに耐震

診断のご案内をしているということなんですが、そういうご案内は、ほぼ対象の件数、あと

残っている209件、トータルで全部回っているのか。それから、そういう回ったときの耐震

診断をやって、その結果に基づいて改修工事が始まると思うんですが、なかなか伸びない理

由といいますか、実際に説明に歩いて、やっぱり費用なのか、高齢化で独り暮らしで、今さ

ら改築したって、後住まなくなるから、そんなにかけたくないというふうに言っているのか、

そういう状況等について、何か把握されているのかどうか。 

  いわゆる、これから耐震化のために、いかに耐震化率を上げるために、これは村民の命を

守るためにやるわけですから、そっちに持っていくために足かせとなっている状況というの

は、どんなところなのかというのをつかんでもらっているのか。 

  それから、もう一つ聞きたいのは、あと209件あるんですけれども、先ほど昭和55年以前

の899件というのは、空き家も対象になっているのかどうか。いわゆる住んでいなくて、古

い建物で、まだそれがこの件数に入っている。そうなると、例えばこの件数から、空き家が

入っているとしたら、空き家を除いたらどのくらいの耐震化率になるのか。その辺について

は、何か分析されているのかどうか教えていただきたい。 
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○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） やはり耐震化の関係の足かせ、直接はちょっと聞いてはいな

いんですが、今年も３件、耐震化をしていただいたご家庭がありますが、３件とも倒壊の危

険があるという診断結果なんですが、それを受けても、やはり耐震化工事というところには、

まだ踏み込めていないというのが現状でありまして、やはりネックになっているのは、耐震

改修の金額が大きなものになっていると思いますので、県が150万円に引き上げますので、

そこを見て、またそういうものをＰＲして、耐震化につなげていきたいとは思っております。 

  しっかり、どうして耐震化をしていただけないかというところまでは、ちょっと私たちも、

各家庭の事情がありますので、そこまでは踏み込んで聞いてはおりません。 

  空き家の関係なんですが、やはり一般住宅ということでカウントされますので、今、古池

議員の質問にあった110件がありますので、そういうところと、あと、それとプラス、ちょ

っと私たちのほうで把握できない、売買、売りに出ていて、管理会社がちゃんといるような

家もありますので、そういうところも加味してというのはまだやっていませんが、そうする

と、若干耐震化率は上がるのではないかと思います。ちょっとその辺は、これからやってい

きたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 今の、いわゆる進まない理由といいますか、耐震化に向けての前向き

な取組がなかなかできない、その実態が理解できていないというのがありますけれども、や

っぱり、後でちょっと私が言っていたように、今課長がおっしゃるように、どうしても高額

だから、すぐにはという判断はあるかもしれませんが、独り暮らしだとかそういうのについ

ても、やっぱりどうなのか、この辺を分析する必要性があると思うんですよね。 

  それから、耐震化率の対象からは空き家は外してもいいのかなと、私はそんなふうに思う

んですよね。いわゆる、そこで圧迫死だとか窒息死だとか、そういうものの危険を回避する

のが一番目的であって、それに対して、全部空き家までやるなんていうことはあり得ないは

ずですから、一応その対象を除いていった場合に、実態として朝日村はどのくらいあるか、

こういうのを分析しながら、今課長から説明ありました、第４期を今計画されているという

ことですので、その計画数値は国か県の目標まで上げようということでありますから、そう

いったところを全部分析しながら第４期の中に生かしていく。耐震化率を87％にするのか、
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92％にするのか、そういったところを実際の数字として捉えながら、計画の見直しをしてい

ってもらうということをぜひお願いしたいと思います。 

  150万円にするかしないかというのは、まだまだこれからの話だと思いますが、先行して

できるだけやれれば、ありがたいなというふうに思います。 

  それから、シェルター方式の件について提案をさせてもらったんですが、これについては、

県の耐震化のいろんな専門家委員会、こういったところが基準を出していると思うんですけ

れども、そういったところに認められない限りは耐震化の対象ともならないし、多分、補助

金の対象にもならないという判断だと思うんですけれども、やっぱり高額な工事の費用に、

どうしてもみんな、実施しようというような対応になっていかないところがあるんですよね。

だから、やっぱり命を一番、第一優先に考えるとした場合に、それと同時に高齢化率で、

後々独り暮らしの人が、そこは空き家になっていくんだから、耐震化しても同じだというふ

うに感じる人もいるんですよね。 

  そういったときに、自分の命だけでも守るということを考えたときに、ぜひ村としても優

先的に考えてもらいたいんですけれども、こういったシェルター方式だって一つの手段じゃ

ないのかな。それに対して、他と自治体に先駆けて、朝日村としても第４期の中、あるいは

もっと事前でもいいですけれども、こういったシェルター方式についても、できたら補助制

度の対象に検討できないかな。多分、独り暮らしで高齢の方というのは、そっちのほうが恐

らく対応しやすいだろうな。そうすると、これは耐震診断してからとか、そういう話じゃな

くて、逆に、その家のどこにこういったものを設けて、幾らかけてどうするかという、そっ

ちのほうにいっちゃうと思うんですよね。 

  だから、県だとか国で言っている制度と若干かけ離れますけれども、こういった方式だっ

て、非常に今後必要じゃないのかなというふうに思いますので、第４期の中で、ぜひご検討

いただければありがたいなというふうに思うんですが、その辺について、ご見解をちょっと

伺いたいなと思います。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 清沢議員おっしゃるとおり、ちょっとシェルター化というと

ころが、すみません、私たちも考えが及んでおりませんでしたので、第４期の計画策定の折

に、そういうものも建築への、耐震診断しているところが、やっぱり建築士のほうの関係の

団体になっておりますので、そういうところも、ちょっと意見を聞きながらつくっていきた
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いということで、検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ぜひ村の独自性を生かした形で、この辺については、先行してご検討

いただきたいなというふうに思います。 

  そのシェルター方式をやった家も、耐震化したと、実施したというカウントの対象にして

もいいんじゃないのかなというふうに思いますので、そんなところも含めて、第４期の中で、

あるいは第４期、まだまだ令和８年がスタートなんですよね、第４期は。ということは、ま

だ２年先になっちゃいますから、そこじゃなくて、現状のものを見直しして、そういった新

しい考え方をそこに盛り込んでいけるというような形で、できるだけ早期の実現を目指して

いただければありがたいなというふうに思いますので、その辺については、ぜひご検討いた

だきたい。 

  それから、先ほど簡易水道の件でお話いただきました。全長57キロ、それから耐震化３キ

ロということでいけば、5.4％だということなんですが、ほぼ耐震化に適合しているという

ふうに思われるものを入れれば13キロ、これでも28.8％ということなんですよね。 

  今回の能登半島地震の教訓も考えれば、本当に断水がまだまだ九十何日続いている、非常

に大変な状況が、生活への影響が強いられているということなんです。ということは、やっ

ぱり一番大事なのは、電気もそうですけれども、水の対応って非常に難しいと思うんですよ

ね。 

  だから、それを想定した場合に、事前にやっぱり耐震化に値する配管、これの見直しをし

てしていかなきゃいけないというに思いますが、たしか簡易水道の計画の中の長期の計画に

入っていたと思うんですが、この28.8％をいかに伸ばしていくかということについて、どん

な計画で、どういうふうに進められているかというのを教えていただければ。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 清沢議員おっしゃるとおり、簡易水道の中の計画の中で行っ

て行くわけなんですが、現在、送水管が一番耐震化率がいい、例えば大尾沢から古見、西洗

馬へ行く送水管の耐震化率は、これでいくと、耐震適合の管を入れて67.4％ありますので、

今私たちのほうで力を入れていくのは、今度、導水管、針尾の水源もそうですし、船ケ沢か

ら大尾沢へ上げてくる管だったり、そういうところに力を入れて、耐震化率を上げていきた
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いと考えております。 

  また、配水管等は、新しい分譲地等は、そういう耐震化ができた配水管を使っていただい

ておりますので、それでも配水管というのが一番長い距離、約49キロありますけれども、そ

の中の耐震化は、適合率も含めて28.4％ということなので、やはり導水管が今一番、7.7％

と低い状況になりますので、こういうところをやはり耐震化して、大尾沢への水の流れだっ

たりというところをちょっと確保していきたいなというふうに考えておりますので、お願い

したいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ぜひ、一番大事な生活水になりますので、多分、被害想定をどのくら

い考えてどうだということの中で、耐震化の計画を立てているとは思うんですが、やっぱり

いつどのくらいのものが来るかというのは、なかなか難しい想定だと思いますから、ぜひ生

活水を確保する、これだけは事前に何とか対応できるように、事前の対策をきちっと取って

いただきたいなというふうに思いますので、その辺については今後、簡易水道の特別会計の

ほうで予算措置を取りながら、計画的に早めにできるような、28.8％がやっぱり半分以上か

ら、約７割ぐらいまではできるようにしておいてもらわないと、今の現状だと、本当にどの

くらいの地震が来るか分かりませんけれども、この状態だと、相当断水の箇所が多くなっち

ゃうというふうに思いますから、その辺だけはぜひ早めの計画で、もっと高い数値を狙って

活動を進めていただきたい、取組を進めていただきたいということをお願いしたいと思いま

す。 

  いずれにしても、私どもの考え方として、住宅の耐震化は先ほどお願いしました。村民の

安全・安心、これが最優先ですから、そのための耐震化率、これはできるだけ100％に近い、

こういったほうに持っていけるための村のリーダーシップ、こういったところを発揮してい

ただくことをぜひお願いをしたい。 

  万が一災害に遭遇してしまった場合、このときは今度、断水について、生活への影響を最

小限にしていただく、こういったことをぜひ万全を期していただきたいということを村への

対応を期待いたしまして、私の質問は終了させていただきます。 

○議長（北村直樹君） これで、清沢正毅議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 清 沢 敬 子 君 

○議長（北村直樹君） 次に、10番、清沢敬子議員。 

  清沢敬子議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 10番、清沢敬子でございます。 

  本日は２問の質問をさせていただきます。 

  １番、高齢者の地域コミュニティ活性化について。 

  全国的に少子高齢化が、言うまでもなく大きな問題になっています。社人研によると、朝

日村は2040年には高齢化率50％になる見込み。全国平均よりも高い。 

  朝日村老人福祉計画（９期計画策定中）の基本理念に、高齢者が住み慣れた地域で、生き

がいを持ち、自分らしく、共に支え合い、健康で生活や活躍ができる村づくりとあります。

その中の生きがいづくり事業として、オレンジカフェ、シニアランチですね、えべや、地域

サロンがあります。そのほかに、お茶によばれましょや、みんなで子育てを応援し、子供を

見守る地域づくりを目的としたカレー大作戦があります。参加させていただきましたが、ど

の企画もボランティアの皆さんが中心に活躍され、社協などと連携し、高齢者や地域住民の

コミュニティの場として、楽しく元気が出る企画です。 

  このような事業を継続・活性化していくために、以下の質問をいたします。 

  地域サロンは、各地区のボランティアの皆さんが中心となって、現在13地区で開催されて

います。社協では各地域のことをよく把握されており、開催されていない地区では、ボラン

ティアの方がいない、対象の高齢者がいない、新興住宅地で高齢者がいないなどと伺ってお

ります。開催されていないある地区では、歩いていける身近なコミュニティの場、地域サロ

ンをやってもらいたいという人もいました。そのような場合、何らかの対応は可能でしょう

か。 

  これは、前回質問できなかったことを質問させていただいています。お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、清沢議員のご質問にお答えいたします。 

  地域サロンをやってもらいたいとの声は、とてもうれしく思っております。 
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  地域サロンは、村内のある地区の住民の方が、農家を引退された高齢者の皆さんへ、ご近

所で声をかけ合い、お茶を飲みながらおしゃべりを楽しんだことがきっかけとなっておりま

して、社会福祉協議会が当時より補助支援をして、30年くらいになると思います。補助支援

には社会福祉協議会の会費が充てられており、まさに地域の住民皆さんがつくるコミュニテ

ィの場となっております。 

  村としても、地域サロンへ職員がお邪魔して、フレイル予防や食生活のお話等をさせてい

ただく機会となっており、朝日小唄体操も取り入れていただき、好評と伺っております。コ

ロナ禍でみんなが集まれなかった間も、地域サロンのボランティアの皆さんが地域の高齢者

とのつながりを維持してくださったと伺っております。 

  地域サロンも年々、担い手不足や高齢化の話も伺っております。社協では、地域サロンを

やってもらいたいとの声は、ぜひ社協へお寄せくださいとのことです。社会福祉協議会では、

立ち上げや活動の相談のほか、ボランティアの皆さんの研修として、情報交換や交流の場も

計画しております。地域サロンの様子は、ほのぼのにて紹介しております。今後は、新たな

地域サロンのボランティアの募集も、社会福祉協議会にて行う予定となっております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 社協のほうでも、そういうものに取り組んでほしいという方に対し

ては相談を受け付けてくださるということで、そのようにしていっていただけると、本当に

うれしく思います。 

  コロナが明けまして、地域コミュニティが希薄になっていたのが、どんどん活性化されて

いくことは、すごくいいことだと思いますし、この間、えべやに行かせていただいたときに、

朝日でディスコというものに取り組むということで、ディスコダンスの講座が始まるという

こともお聞きしました。なので、すごく楽しそうな取組で、いいなと思っております。 

  ここからは、ちょっと私が考えたことなんですけれども、４月から高齢者向けの新事業と

して、高齢者の健康増進と交流促進のため、村内の公衆浴場、間登男之湯さんを利用する高

齢者に入浴料の一部を助成する、65歳以上の方１回400円助成、６枚クーポンという取組の

案が出ています。とても、お風呂に入りながらおいしいものを食べて、歓談して、お茶を飲

んでというようなことができていくのは、すごくいいことだと思います。くるりん号を使っ

ても、ワンコインで行けるというお話でした。 
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  例えばこのクーポンを生かして、個人的にお誘いして行くのもいいんですけれども、だん

だん高齢になると、お友達も少なくなっていってしまったりということもありますので、ご

近所でもなかなか会えないような人と、地域ごとにでも一緒に、例えば社協で募集をかけて、

地域ごとに、間登男之湯さんのキャパもありますので、集めて、ちょっと送っていただいて、

みんながコミュニティを楽しむ、ご飯を食べる、お風呂に入る、おしゃべりするというよう

な、そういう集いの場を設けていただけたらいいかなとも考えたんですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 清沢議員ご提案として、お伺いさせていただきます。また、

社会福祉協議会のほうにもお話のほうをさせていただきたいと思っております。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ぜひご検討いただきたいと思います。 

  以上で１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ２問目です。 

  空き家の利活用と移住定住促進について。 

  令和４年４月、朝日村空家対策協議会が設置され、令和５年２月、朝日村空家対策計画が

策定されました。 

  国では、令和５年12月13日より、空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する

法律が施行されました。また、令和６年４月１日より、相続登記の義務化が始まります。利

活用されず、適切な管理がなされないまま放置される空き家の増加は、防災・衛生・景観な

ど多岐にわたる問題が発生し、地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼします。そのような

トラブルの解消と空き家の利活用、そして処分を後押しするための法律改正です。 

  近年、所有者が特定できない空き家や空き地が増えており、適切に処分できず、不動産の
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売却や利活用の妨げになることがあります。事態の解消に向けて、不動産の所有者を明確に

する相続登記の義務化が決定されました。人口減少、少子高齢化、相続問題などにより、今

後はますます空き家が発生すると思われます。空き家は半年放置しておけば傷んでしまうと

言われています。空き家を移住定住につなげていくことで人口増加につながり、朝日村の魅

力も増していくと思います。 

  令和６年度当初予算に、空家等対策推進事業費405万9,000円、移住定住事業費962万5,000

円が計上されております。 

  それを踏まえ、以下の質問をいたします。 

  １、現在、朝日村の空き家の現状はいかがでしょうか。 

  ２、空家対策推進事業費405万9,000円の内容と課題は。 

  ３、移住定住事業費962万5,000円の内容と課題は。 

  ４、空き家等の問題解決のために関係部署が５つありますが、職員体制と関連部署との連

携はどうなっていますか。 

  以上、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、清沢敬子議員ご質問の空き家の利活用と移住定住

促進につきまして、私からは、（１）、（２）、（４）をお答えさせていただきます。 

  初めに、（１）につきましては、古池議員への回答のとおりでございますので、よろしく

お願いいたします。 

  続いて、（２）につきましては、新年度予算でご説明させていただいたとおりでございま

すが、特定空き家１件の除却と新規で空家等除却補助金を予算化したものですので、よろし

くお願いします。 

  課題ですが、第１に、所有者が不明な空き家への対応です。 

  相続放棄や身寄りのない方の空き家の処理は、時間と労力、お金が必要となり、国の補助

金などを活用して対応していきたいと思います。 

  第２に、管理不全の空き家が発生することでございます。住民の皆様からの情報提供など、

早期発見に努め、対応していきたいと考えております。 

  最後に、（４）につきましては、空き家の関係部署は建設環境課と企画財政課の２部署で
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あります。兼務になりますが、各課１名、空き家の対策に関わっており、相談事業など連携

して対応しておりますので、お願いしたいと思います。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、私からは、清沢敬子議員ご質問の（３）移住定

住促進事業費962万5,000円の内容と課題についてお答えいたします。 

  移住定住促進事業費の内容につきましては、地域おこし協力隊配置に伴う人件費及び活動

費の492万8,000円と移住パンフレット及び移住特設サイトの制作費469万7,000円でございま

す。 

  令和６年度の地域おこし協力隊の活動としまして、移住相談と移住フェア参加などの移住

ＰＲ活動、出会いサポートセンター結日や夜カフェ等、婚活相談の事業を計画しております。

また、移住プロモーション事業としまして、１冊で村の情報を網羅した移住者向けの冊子、

移住パンフレットの制作、移住に関する情報を総括したウェブサイト、移住特設サイトの制

作を計画しております。 

  次に、移住定住促進事業の課題についてでございます。こちらにつきましては、大きく２

つ、村の魅力発信による認知向上、住環境の整備と捉えております。 

  これまで、朝日村第６次総合計画に基づき、首都圏での移住ＰＲ、お試し移住体験、移住

体験ツアー、移住定住関連の支援金や宅地分譲、空き家活用補助、住宅取得支援金等を実施

してきております。引き続き取組を推進すべく、令和６年度には、先ほど申し上げました移

住プロモーション事業や村営の賃貸住宅の整備に取り組んでまいります。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 空き家の現状についてですが、朝日村空家対策計画の策定の実施さ

れたアンケートですけれども、その中で、所有者が特定できなかった空き家、先ほどもちょ

っと出ましたけれども、お答えいただきましたけれども、それは一体どのくらいあるんでし

ょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 
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○建設環境課長（大池 守君） 所有者不明は今、２件あるはずです。どうしても、土地の所

有者と家屋の所有者が違う場合があって、そこで家屋の所有が誰なのかというところが分か

らないのが２件あります。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうすると、今問題になっている、相続していない、しっかりされ

ていないということですよね。もうちょっと多いのかと思ったら、２件ということですね。 

  これに対しては、やっぱり、このままちょっと置いておくくらいしかないということでし

ょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） その空き家の状況によりますけれども、例えば隣同士があっ

て、そこの家が例えば崩れそうになっているとか、そういうところなら、私たちも積極的に

所有者なり相続者を追っていかなきゃいけないかと思いますけれども、今現在、２件は、ち

ょっと離れているというか、あまり迷惑かからないようなところのお家ですので、今のとこ

ろは手がつけられないというか、そういうところになりますので、朽ちていくのを待つのか、

要は近隣住民に迷惑がかからないようなところでは、対処のほうは考えておりますので、お

願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 分かりました。 

  それはいいとして、今度は所有者が特定できた116件に対して、回答が得られた方が76件

で、回答が得られなかったのが40件ということで、回答が得られなかった所有者への対応は

どのようにされているのか。 

  それとあと、昨年６月、古池議員の質問の答弁で、アンケートで貸したい売りたいとの回

答があり、貸したい方は空き家バンクへの登録を促したが、登録はなかったというふうな答

弁だったと確認いたしました。それで、あと、村長の答弁に、114件の空き家があるが、す

ぐに住める家はゼロであると。空き家を売り買いするような仲介マッチングには、村は今後、

一歩踏み出そうとしているとのことでした。 
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  朝日村空家対策計画にも、空き家等の利活用の推進ということで、空き家のさらなる流通

を促進するため、売買も対象とするなど仕組みを見直し、所有者及び利用者にとって使いや

すい仕組みを構築しますということになっていますが、ほかの市町村では、空き家バンクで

空き家、賃貸以外に売買も対応していますが、朝日村は進捗状況はいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 越川副村長。 

〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） ご質問ありがとうございます。 

  空き家の除去プラス空き家の利活用という両局面で進めているわけですが、空き家の利活

用に関しましては、現状、地元の不動産関係、こちらで、まずは個人住宅、個人のものに手

をつけるということになりますので、アンケートで売りたい貸したいといった方の同意を得

て、市内の不動産数社に紹介をして、まず、物になるのかどうかというのを見てもらってい

ます。 

  それで、25件だと思いましたが、その中で、こちらでも紹介できるなという中で、25件の

中で６件かな、そういうところに見てもらっていいという回答をいただきまして、見ていた

だきました。残念ながら、ちょっとお金がかかりますねというお話と、かけていただいたと

ころで売れる保証はないという、ちょっと消極的な感じのものがほとんどでございました。

それ以外のものは、既に持っている方というか、相続されている方が売りに出しているもの

もございますので、非常にそういうところが難しいと思います。 

  それと、空き家バンクについても、今までは貸す、賃貸ということを主流にやっておりま

したが、空き家バンクの登録申込みを受け付ける際に、いわゆる売却もありかというところ

を載せております。両方載せております。 

  もう一つは、よく、多分イメージとして皆さんお持ちなんですけれども、ぽつんと一軒家

なり、田舎の住宅で、例えば10万円とか、中野市でありましたように、１万円で売って、好

きに自分でＤＩＹしてというので、中野市辺りとか、ほかの町村でもやっていますが、そう

いったことも実は進めたいんですけれども、なかなかそこまでの意向を示される地主さんと

いうか、相続人さんがいらっしゃらないというところも現実ではございます。 

  実は、当初は114件といったものが、今110まで、取り壊したり、売れたり貸したりという

中で片づいてきているんですけれども、そのアンケートというのは２年経過しておりまして、

実は、ある事業者さんに相談したときに、アンケート結果が古過ぎるというところなので、

もう一度ということになりますと、結構費用もかかりますので、リストはできていますから、
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今担当のほうで、これはというところはもう一遍当たり始めて、本当に手作業なんですが、

そんなことを繰り返しております。 

  本当に、先ほどもありましたように、取り壊すとなると、実はお金がかかります。今回も

費用を計上しておりますが、ですので、本当に申し訳ない話ですけれども、ぽつんと一軒家

は優先順位が下がります。街道沿いの両隣にお家があったりとかということになれば、これ

は何とかしなきゃいけないということで、今年やらせていただいたあそこの１件、代執行し

ましたけれども、ああいった形で費用を取って壊して、補助金をある程度受け取って中和す

るというような、そういう作業になりますので、そういったところも、何でもかんでもでき

るというところではなく、足踏みせざるを得ないところもございますので、またいい方法が

あればご紹介いただきたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） やはり、いろいろと難しい、お金がかかるということも分かります。

放っておけないというのもあるんですが、でも、一件一件当たってくださっているというこ

とでしたので、やっぱりその努力は本当に必要ですよね。 

  そうしますと、そこに努力を重ねていらっしゃるということで、あと、売買のほうも大丈

夫ということですよね。分かりました。 

  何か四賀が、市民タイムスの記事で載っていて、ここは空き家を活用しての移住がすごく

多くて、4,000人の朝日村と同じくらいの人口で、481人が移住者、10人に１人が移住者とい

うことで、空き家をみんな利用しているようなんですけれども、そこの方が言われていたの

にも、賃貸よりも売買のほうが定住してくれるということでしたので、ぜひよろしくお願い

いたします。 

  次なんですけれども、高齢者の独り暮らしなどへの空き家対策ということで、先ほど古池

議員からもお話がありましたけれども、アンケートを取ってみるとか、終活ノートの活用、

相談会などを開いてはどうかということだったんですけれども、相談会も市民タイムスの記

事で、四賀ではハレホレ四賀といって、空き家バンクにハレホレ四賀という名前がついてい

て、運営する方が、室長さんがすごく勉強されていて、私もちょっとお話しさせてもらった

んですけれども、相続登記や空き家の売買まで一連の流れを説明した説明会を開いたという

ことだったんです。 

  なので、これからやっぱり、独り暮らしで生活されているご家族の方とか、そういう方た



－92－ 

ちも今後のことを考えて、相続の関係もあるでしょうし、登記されていなかったら本当に大

変な、弁護士までいってしまうようなこともあるみたいですし、そういうことがきちんとで

きるように、専門家、この方はすごく自分でお勉強されて、空き家バンクのことをやってい

るんですけれども、この方は移住してきた方ですね。役所のほうでやっているわけではない

んですけれども、その人が進んでやっていることなんですけれども、それを朝日村のほうで

も、そういう、例えば専門家でもいいので、お呼びした中で、こういう空き家対策として相

談会を設けてみるというのはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 来年度、県の事業を活用しますが、山形村と連携して、空き

家の相談会を来年度計画しておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） よかったです。合同でやるということで、人数も多くなると思いま

すし、とてもいいと思います。 

  もう一つ、これはまた来年度やっていただくとして、次なんですけれども、関係部署が今、

建設課１名、企画課１名でやっているということなんですけれども、山形村もそうですし、

四賀のほうでもそうなんですけれども、一つの窓口で全部分かるというんですかね、要する

に相談者目線で、売りたい人、買いたい人、解体したい人、いろいろいるんですけれども、

一つの部署で相談ができてしまう、それはすごく、私も今回いろいろお聞きした中で、解体

については建設課、企画課のほうでは空き家バンクとかということで、それぞれに聞いてい

かなきゃいけなかったり、あと税金の部署に聞いたりとかということがあったので、一本化

にして、例えば、先ほどもお話ありました地域おこし協力隊とか、例えば不動産関係に強い

方、建設関係に強い方、そういう方を設けて一本化していくというようなことを考えてはい

らっしゃいますか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 現段階では考えておりません。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 
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○１０番（清沢敬子君） ストレートにありがとうございます。 

  よそを見ていても、一つのところで相談できると、皆さん、それで信頼関係が生まれたり、

山形村でも今回、去年から地域おこし協力隊で新しい方が見えていて、その方が全部受付を

されているんですけれども、その方も勉強しながら、不動産の方と相談しながら、いろいろ

苦労はされているようなんですけれども、この人は移住したいということで来たんですけれ

ども、こっちに仕事を探そうとしても、なかったと。そうしたら、村のほうから、地域おこ

し協力隊で、移住定住、空き家の関係の仕事があるがどうだということで、こちらに来る決

意をして、山形村に今住んで、去年の４月から担当しているということでした。 

  確かに、今でもいいのかもしれませんけれども、相談に来る方にとっては、やっぱり窓口

が一つのほうが迷わないし、それはこっちですよというふうに言われて行くというのも結構、

また同じことを説明しなきゃいけなかったりということもありますので、そういうことは今

後考えていっていただける余地はないでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 越川副村長。 

〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） いろんな貴重なご意見、本当にありがとうございます。 

  本当に、それは常々考えていることでございまして、まず最初の前段のほうですと、専門

部署、専門的な人間を配置してということは、現在の職員の中ではなかなか難しいところが

ございまして、どうしても他市町村のように、外注といいますかね、外の団体に頼らざるを

得ないというところで、まずそういった連携先を探しているのが実情でございます。 

  それから、窓口が今、取壊しというか処分のほうですね、処理のほうは建設、それから、

空き家バンク、いわゆる移住定住に係る空き家バンクというのが企画ということになってお

りますが、基本的には企画が受けております。企画のほうで判断して建設のほうに回す、移

住の相談は大体企画に来ちゃいますので、企画で受けて、それと空き家をマッチングさせる

ということで、建設と相談します。 

  建設が何をやっているかというと、結局、あの家が空いているとか、この家がどうなった

とか、あそこが壊れているというような情報が村民の皆様から寄せられますので、そういっ

たものと既存のリストの突き合わせといいますか、あの家どうなっちゃったかなとかという

のをフォローしている、それから、どうしますかという、こちらから問いかけをする部署な

ので、そういったことをやっていますので、基本的には両方連携しながら、今やらせていた

だいておりますので、ご了承ください。 
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○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 分かりました。 

  連携先を探してくださっているということで、またそちらのほうもお考えください。 

  そうしましたら、移住定住の促進について……もう一つ、すみませんでした。移住定住の

促進についてなんですけれども、今度、婚活支援を担当している地域おこし協力隊の佐原さ

んが、移住定住の担当ということで、気さくで明るくて、一生懸命な方と聞いておりますの

で、すごく期待しております。 

  朝日村に移住してきた方に対して、今までアンケートなり、直接聞いてみるなり、朝日村

をどうして選んで来たのか、彼らが何を望んでいるのか、朝日村にどうなってほしいのか、

そういうことは調べたことはございますか。 

  また、もう一つ、移住相談に来て、やっぱりと言って断られた方、その方の理由は把握さ

れていますか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 先ほどご質問の移住された方の移住してきた理由ですとか

については、これまで、全員に対してのアンケートという形ではないんですけれども、移住

の関係の冊子を作る際等に、いろいろとご意見を伺っております。朝日村の環境がよかった

というご意見等もいただいております。内容については、以前のことなので、ちょっと記憶

が定かではないんですけれども、環境がよかったということで来られております。 

  申し訳ありません、移住の相談に来て断られたという方についての情報は、ちょっと今持

っておりませんので、申し訳ありません。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうしましたら、今度、佐原さんが担当されるということで、こう

いったことも今後に生きてくるかと思いますので、ご検討いただきたいと思います。 

  それで、山形村に来られた地域おこし協力隊の方も、空き家バンクで紹介されていたとこ

ろに今住んでいるということで、伺ってみると、やっぱり景観がよかったり、住みやすい、

松本市、塩尻市に近い、村の中で全部買物が完結する、松本平がよく見えて景色がよいとい

うことと、もう一つ言っていたのが、一番は人がいいからだということをおっしゃっていま
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した。 

  それで、四賀のほうでも、空き家バンクを運営している方なんですけれども、この方も

2019年に移住してこられて、移住してきたときには、四賀を何とかしなきゃいけない、空き

家を何とかしなきゃいけないという思いで来られた方で、それで今の行動に至るんですけれ

ども、この方も景観とか、安曇野市に近いとか、松本市街に近いとか、そういうことはあり

ますけれども、やっぱり人だということでした。すごく人がいいということで、朝日村にも

共通していると思いますので、移住定住して来た方とのコミュニティ、コミュニケーション

というのが、すごく大事なんだなということを痛感しました。 

  その中で、今度、ウェブサイトも、ハレホレ四賀というすごいサイトが充実していて、私

はいいなと感じております。なので、また参考にしていただければいいなと思います。 

  それから、フリーペーパーで、こういうものを四賀では作っていて、作っている方はボラ

ンティア的に作っているんですけれども、デザイナーさんで、とても内容も面白くて、移住

定住した方のこととか、在の方、住んでいらっしゃる方とのコミュニケーションとか、いろ

んなことが書かれていて、これを四賀に全部配布する、そしてまた、移住してきた方たちは

都会から来ていますので、そういう方たち、元の職場とか関係の方とか、そういう方にも配

布しているそうなんです。そういうところからのつながりで、移住定住が進んでいるという

こともあるそうです。あとは、ウェブサイトはやっぱりすごく大事だと思います。 

  次に、古民家の利活用についてなんですけれども、ＪＡでは高齢化、担い手不足などによ

り、今後アルバイトの人が増えてくるということなんですけれども、早朝から出荷などして、

体を使うお仕事なので、休憩できる場所が欲しいということを聞いております。現在は、か

たろう舎の一室、和室８畳しかないということで、やっぱり横になって休みたくても、プラ

イベートがなく、ゆっくり休むことができないような状態があると聞いています。 

  そういうところに空き家なんかの活用ができないものだろうかということを考えたのです

が、これから地区も合併していったりすると、地区の集落センターなども空いてくるのでは

ないかと思いますが、そういうところを休憩場所として提供できたりするような、そういう

お考えはありますか。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、清沢敬子議員の質問にお答えいたします。 

  今ご質問いただいた案件につきましては、農協関係者からもお声を聞いたことがございま
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す。今すぐ、今、かたろう舎というお話がありましたけれども、かたろう舎の一つの部屋で

休憩いただくということをやっているようでございますが、一番最初はまず、各雇っていた

だく農家の皆さんがそういったものを確保していただくというのが、まずは一番だと思って

います。 

  その次に、やはりどうしてもトイレの問題であったり、いろんなことの事情もあるという

ことは聞いていますので、今後どういった形がいいのかということについては、空き家を活

用するのかということはまだ検討できていませんので、それらのものも含めて、もう一回研

究させていただきますので、よろしくお願いたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 申し訳ありません、先ほどの質問で、移住定住された方へ

のアンケート等の関係ですけれども、移住定住ということで、ちょっと失念しておりました

けれども、転入された方が転入の届出をされる際にアンケートを実施しております。どちら

から朝日村へ来たのか、どうして朝日村を選んでいただけたのか、また、朝日村に移住する

に当たって心配されること等を聞いているということを実際行っておりますので、申し訳あ

りませんが、追加をさせていただきます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうすると、やっぱり環境がいいということで見えているというこ

とですね。 

  また、ＪＡのほうの休憩場所については、今後もご検討いただきたいと思います。 

  また、利活用の点で、よく最近はインバウンドで、いろんな古民家を、四賀であれば本陣、

上小曽部であれば、元おそば屋さんだったかやののところがＬＡ ＴＥＲＲＡという宿泊施

設になっていたり、奈良井宿でも、ＢＹＡＫＵ Ｎａｒａｉという100年以上前の酒屋さん

を改修したとか、そういうところで空き家を生かして、古民家を生かしての宿泊施設だった

り、あとは古民家のカフェ、飲食店、雑貨店、展示していたりイベントがあったりというこ

とが、いろんなところで行われています。 

  朝日村でもたくさん、朝日村の小事典にはたくさんいろんな方が載っていますので、こう

いう方たちが生きてくるといいなと思っております。 
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  それで、村長が昨年６月、古池議員の一般質問のときに、基金をためて福祉基金をつくろ

うと思った。使い道は、いろいろな提案をしてくれて、新しいことをやろうとしたら支援金

を出そうじゃないか。何か元気が出るような支援金をつくりたいということをおっしゃって

いたんですけれども、松本市でも３年間で、何かをしたいという人に支援金を出して、この

種も実際その支援金で作られているんですけれども、そういうふうに朝日村をよくするため

に、そういう支援を考えていただくことはできるでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 支援金の関係についてお答えをさせていただきます。 

  令和６年度に予算を計上しておりますのは、地域の集落センター等の環境整備ということ

で、バリアフリーですとか空調の関係の整備の交付金を検討して計上しております。 

  また、それ以外にも、協働のむらづくりの関係で、指針やガイドブック等で示させていた

だいておりますけれども、地域づくりのための支援金、団体の活動ですとか、そういう地域

づくりに向けたことも検討はしております。まだ交付金の創設までは至っておりませんけれ

ども、現在検討中でございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員、持ち時間が３分を切りました。集約に向かってください。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） いる人を生かす、あるものを生かした村づくりを、本当に住んでよ

かったなと思える、住み続けたいなと思える村づくりを、力を合わせてみんなでやっていけ

たらいいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、清沢敬子議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 齊 藤 正 法 君 

○議長（北村直樹君） 次に、１番、齊藤正法議員。 

  齊藤正法議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） １番、齊藤正法でございます。 
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  私は本日、２問質問をさせていただきます。 

  まず１問目、朝日村消防団の在り方についてになります。 

  こちらは、先ほど小林議員からも質問ございまして、重複するところもあるかと思います

が、よろしくお願いいたします。 

  本年１月に発生しました能登半島地震の被災地において、寸断した道路の応急対応や夜間

のパトロール、避難所の運営支援など、様々な活動を地元消防団員が対応されています。し

かし、全国的に消防団員の不足が深刻になり、機能の低下が懸念されています。 

  長野県では、2009年、３万6,000人余りいた消防団員も、2022年には３万887人と減少して

おり、平均年齢も32.6歳から37.2歳と高齢化も進んでいます。 

  本年２月６日に、総務大臣から都道府県知事及び市区町村長に対し、消防団のさらなる充

実に向けた取組を依頼するため、書簡が発出されました。内容は、令和６年能登半島地震の

発災や消防団のさらなる充実に向けて、より一層の取組を依頼するものです。平時からの消

防団の活動をたたえる初めての総務大臣表彰の創設、全国の特徴的な取組をまとめた優良事

例集の作成等を紹介した上で、各地域においても、これらを参考として、住民の理解促進等

を通じ、消防団員がやりがいを持って活動できる環境づくり等に取り組んでいただくよう依

頼するものとなっております。 

  朝日村の消防団においては、令和４年度から第３分団が休止となり、第４分団がその管轄

を担っております。現役の団員からも、何歳まで消防団員をやればよいのかと悩む声も聞こ

えております。地域防災の要たる消防団の必要性は周知の事実であり、将来に向けた取組は

急務であると考えます。 

  以下、質問いたします。 

  １、新入団員の募集状況や退団者の状況はいかがでしょうか。 

  ２、地域住民との協力体制や住民理解について、どのような取組がされているでしょうか。 

  ３、今回の書簡を受け、どのような対応を検討されているのか。 

  以上、ご回答をお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、齊藤議員の朝日村消防団の在り方につい

てのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 
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  初めに、新入団員の募集状況、それと退団者の状況でございますけれども、来年度の新入

団員の予定は６名でございます。退団者は21名ということで、満期の退団者が14名、除名が

７名となっております。これに機能別団員を精査しまして、令和６年度の消防団の体制は、

定数170名に対しまして、前年度から16名減の123名体制となりまして、内訳は、団員が94名、

機能別団員29名となります。 

  続きまして、地域住民との協力体制や住民理解について、どのような取組がなされている

かのご質問でございます。 

  こちらにつきましては、年度当初に消防団の幹部が区長さんのお宅にお伺いしまして、地

区の住民の皆さんの理解を得られるように、消防団への加入につきまして、地区の常会等で

話をさせていただくよう、協力体制をお願いしています。こういったことで、消防団員の幹

部が地区の常会に伺って、住民の皆さんに消防団員の加入促進についてお話をさせているよ

うな取組を行っております。 

  また、消防団員の活動や地域貢献を住民の皆さんに理解していただくために、村内のイベ

ント等に消防団員が参加させていただきまして、消防団の備品の展示、また、子供を対象と

しました消防車両の乗車体験、消火器の放水体験などを通じて、消防団のＰＲを行っている

状況でございます。 

  また、村でも新入団員募集のチラシを作成しまして、対象者の勧誘の際に配布を行いまし

て、１月と２月の回覧板にも掲載を行って周知を図っているところでございます。 

  しかしながら、消防団員の確保は、人口減少、少子化の影響により、非常に厳しい状況で

ございます。特に少子化により、新たに新入団員の対象となる年代、いわゆる一つの学年の

人数が激減している状況でございまして、退団される方たちの年代ですと、大体男性も30名

以上いたかと思いますけれども、現在は半数以下となっている状況でございます。 

  今年の二十歳の集いを見ましても、１学年の男性の人数は14名という状況でございまして、

新規入団の対象となる絶対数が少なくなってきておりまして、今後、総合的な取組が必要と

なっている状況でございます。 

  最後に、今回の書簡を受け、どのような対応を検討されているのかのご質問でございます。 

  こうしたことから、村では現在、朝日村消防団の在り方として、先ほど小林議員のご質問

にも答えさせていただきましたけれども、消防ビジョンの策定に向けて取り込んでいるとこ

ろでございます。この消防ビジョンの中で、消防団が抱えている様々な課題につきまして、

方針を定めて取組を進めていくこととしていますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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  特に今回、総務大臣からの書簡の中にも、全国の特徴的な取組をまとめた事例集が送られ

てきております。そういったものを参考に、今後、朝日村でどういったことに取り組んでい

かなければならないか、まとめていきたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  団員が123名ということで、大分厳しい中でありますが、本当に若い方には理解をしてい

ただいて、頑張っていただいているなと、本当に頭が下がる数字であります。 

  現状、今伺ったところと、今後につきましては、消防ビジョンを中心に、消防団について

は検討されるということでありますので、ちょっと消防ビジョンについて少しお伺いをさせ

ていただきます。消防ビジョンの立ち位置になります。 

  このビジョンをもって、村として消防団をこのようにしていくというものになるのか、そ

れとも消防ビジョンをもって、地区の方等にお願いをしていくものになるのか、そこの立ち

位置についてお伺いできればと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ビジョンでありますので、将来の朝日村の安心・安全を守るためには、

消防団活動としてどういうことが理想なのかという、そういったところを狙って、いわゆる

ビジョンですから、ある姿を描いて、それに向かって努力をしていくという、そういうもの

でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  村として、こうしていくというものをつくるということでありますが、来年度、ビジョン

を方針として示していただくということではあるんですが、ちょっと小林議員と逆になって

しまいますが、私としては、そんなに焦って、来年度出さなければいけないのかなというと

ころを思います。 

  実際、先ほどの村長の答弁の中でも、この問題は、何十年も前から村の問題として出てい

たものになりますが、これが果たして１年ほどで方針として出せるのかといったところが、

すごく懸念になります。さらに、ここは、本当に10年、20年先の村の防災の在り方について
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も考えなければいけないというふうに思いますので、ぜひ、消防団は今、18歳からになりま

すが、18歳未満の若い子たちの声も聞きながら、幅広く声を聞きながら、しっかりとしたも

のをつくっていただければというふうに思うんですが、医療の在り方のように、しっかり検

討委員会のようなものをつくっていただいて、どっしりとした計画をつくっていただければ

と思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。 

  今、ビジョンを作成する、一応メンバー的には、消防団を中心に、それと村の総務と消防

団を中心に検討を進めておりますので、今のような意見も参考にして、でも、なるべく早く、

やっぱり将来、例えば消防だとしたら、こういう消防組織をつくっていくということになれ

ば、その過程でもって、いろんな投資が必要だったり、または、どういうことをやらなくち

ゃいけないかということが結構ありますので、なるべく早くビジョンをみんなで決めて、そ

れに向かって活動していく、そのロードマップをまたつくるということだと思います。 

  ですから、ビジョンができたから、すぐに新入団員が増えたり、絶対あり得ないと思いま

すし、ビジョンができたから、すぐに何かが変わるということはないと思いますが、基本的

に新しい組織に生まれ変わってくるということになると思いますので、その過程では、先ほ

どもちょっと私、例に言いましたように、元気なお年寄りができる部分もあるかと思います

ので、なるべく早く示すということでいきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  ぜひ、ロードマップにつきましては、できるだけ早めに、今の現役の団員がいつまで頑張

ればいいかといったところは、すごく悩んでいるところになるかと思いますので、そこに対

するケアということで出していただければと思います。 

  今後、具体的なところも出てくるかと思いますが、ぜひいい方向に検討を進めていただけ

ればと要望しまして、１問目の質問を終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  齊藤議員。 
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〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ２問目の質問になります。 

  松くい虫対策についてになります。 

  昨年12月に、長野県林務部は、2022年度の県内の松くい虫被害量が前年度比4.9％増の５

万3,949立方メートルだったと明らかにしました。夏場の高温や少雨の影響で、松くい虫の

運び屋となるマツノマダラカミキリの動きが活発になったことが、被害増加の一因と考えら

れるとのことです。 

  被害量は、松本地域が最多の２万6,019立方メートルで、県内全体の半数弱を占めており

ます。ピーク時より若干減少していますが、近年の温暖化等の影響で、高所での被害木の確

認報告もあり、今後の動向を注意する必要があるとのことです。 

  朝日村においても、令和元年度から駆除本数は増加の一途をたどっており、駆除に係る予

算も増加しております。令和２年に朝日村松くい虫被害対策基本方針を策定され、令和５年

度もそれに基づく方針が示されております。計画は令和７年３月末で策定期間を迎えるため、

現在の状況と将来の展望について伺います。 

  以下、質問します。 

  １、令和５年度の防除対策の実施状況と近年の駆除本数の推移はいかがでしょうか。 

  ２、令和4年に実施された横出ヶ崎及び新田河岸段丘の樹種転換のその後の状況はいかが

でしょうか。 

  ３、今後、被害が拡大した場合のリスクについて、どのように考えておられるのでしょう

か。 

  以上、質問いたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、齊藤議員のご質問の松くい虫対策についてお答え

いたします。 

  初めに、近年の駆除本数の推移を申し上げます。村内では、平成28年に初めて松枯れ被害

が発生しております。直近３年の駆除本数は、令和２年度が89本、令和３年度が117本、令

和４年度が195本でございました。 

  次に、令和５年度の防除対策状況でございます。今年度の駆除本数は、188本を予定して
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ございます。特殊的な機械を使わない普通伐採による148本の木につきましては、既に作業

が終了し、残る特殊伐採による40本を３月末日までに完了する予定でございます。 

  この特殊伐採と申しますのは、急傾斜地や周辺に構造物があるため、高所伐採の作業員や

林業機械による伐採処理などを実施する伐採でございます。そういったものもあるというこ

とで、ご理解賜れればと思っています。 

  また、現時点におきまして、個人の敷地内にあるアカマツ防除のための樹幹注入補助には、

今年度11件、伐倒駆除の補助には１件の申請をいただいており、意識を持って個人の皆様も

被害拡大の防止に取り組んでいただいてございます。 

  令和５年度の駆除本数は、前年比マイナス約3.5％減で、令和３年度から令和４年度の駆

除本数の増加が約1.6倍であったことを踏まえますと、令和５年度は、伐倒駆除及び樹種転

換の効果によって、令和４年度の処理本数とほぼ同数に抑制することができたと捉えており

ます。 

  なお、令和５年度の感染木の発生状況を見ますと、主に古見の横出ヶ崎から芦ノ池の間で

ございますが、43本、小野沢新田河岸段丘で49本、西洗馬の武居城公園付近で53本の感染木

を確認してございます。引き続き、伐倒駆除と樹種転換の両輪で実施することが必要と捉え

てございます。 

  次に、令和４年度に実施されました横出ヶ崎地域及び新田河岸段丘の樹種転換の状況でご

ざいますが、樹種転換地につきましては、林業施業体により、植林の生育を妨げる雑草や灌

木の刈り払いが実施されたことを確認してございます。また、継続的に樹種転換を推進する

ため、山林地権者や林業事業体との協議、また地元地区への説明会を実施してございます。 

  昨年４月８日には横出ヶ崎地区、今年１月20日にアイリス古見地区、１月21日に下古見地

区において、松くい虫対策に伴う樹枝転換事業への理解を求めてきてございます。今後、樹

種転換事業は、中古見地域の芦ノ池までを予定してございますので、今月３月24日に、中古

見、芦之久保、グリーンガーデン古見地区を対象とした説明会を開催する予定でございます。 

  また、全村民への松くい虫対策の実施内容を改めて広報等で周知してまいります。 

  なお、地権者及び林業事業体との調整を行い、令和６年度は秋以降の事業実施を見込んで

ございます。 

  次に、今後被害が拡大した場合のリスクについて、どのように考えているかについてでご

ざいますが、令和５年度においては、松くい虫感染木による生活環境への被害が発生しまし

た。議員もご承知のとおり、昨年11月28日、松ノ木橋からＪＡ育苗ハウスの村道で、松枯れ
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による倒木により通行止めを余儀なくされたところでございます。 

  松枯れ被害の拡大によるリスクとして、次の５点があると捉えてございます。 

  １点目は、被害量が増加した場合、林業事業体による処理能力を超え、伐倒処理などが困

難となる可能性がございます。 

  ２点目としまして、処理する財源確保が大変難しくなるということ、３点目は、伐倒処理

できない枯損木が増大した場合、整備が困難で、請け負う林業事業体が現れない可能性がご

ざいます。 

  また、４点目として、枯損目が増え処理できない場合、豪雨等により民家や道路などに倒

木などの危険が発生するということ、最後に、５点目として、白骨化した枯損木が増え荒廃

化し、山林の多面的機能が低下し、森林整備自体が実施困難となること、また、林産物でご

ざいますキノコが取れなくなることが懸念されます。 

  これらのリスクを回避するため、村では引き続き、伐倒処理と樹種転換を同時並行で進め、

被害の激害化を抑えていきたいと考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  まず、（１）で少しお伺いいたします。 

  朝日村では、標高1,000メートル以下の松林で、単年度で陽性木が発生している区域を守

るべき松林、それから、陽性木が集団的に発生している下古見から中古見、河岸段丘は、樹

種転換になりましたが、こちらを周辺松林とされております。 

  今回、被害が188本ということで、昨年よりも減ってはいるんですが、守るべき松林と、

それから周辺松林の比率が変化していないのか。それとも、188本ということで、処理本数

は減ったんですが、守るべき松林が後退しているかどうか、その範囲が変わったかどうかお

伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） 齊藤議員の２回目のご質問でございます。 

  今、齊藤議員おっしゃっていただきましたとおり、今、樹種転換として考えている横出ヶ

崎地域の部分と、あと新田の河岸段丘は、周辺松林ということで、守るべき松林に入らない
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ように樹種転換を進めているところでございます。ですので、これは令和４年度に樹種転換

を始めましたので、基本的に守るべき松林を守っているという認識を持って進めておりまし

た。 

  今回、令和４年度と令和５年度の差が約８本程度の差でございましたが、約同数の木があ

るということは、やはりそれだけ伸び率も高くなっているんじゃないかというふうに捉えて

ございます。ですので、特に、先ほど申しましたが、西洗馬地域で非常に54本の武居城公園

の周辺で見えているということは、ちょっと予想外の部分でございますが、塩尻市さんを確

認させていただくと、やはり洗馬地域が非常に松くい虫が入ってきているという情報があり

ますので、ちょっとこういったところにつきましては、非常に守るべき松林という部分で、

比重が、少し入ってきている率が高くなっているというふうに私どもも考えていますので、

今後、齊藤議員、先ほどおっしゃっていただきましたが、一時的に集中したものを、１回処

理して収まれば本当にいいものですから、今回、西洗馬地域については、もう一年、令和６

年度は様子を見させていただいて、しっかりとにかく伐倒駆除をし、それでも同じくらいの

本数が現れるということであると、２年続けてとなりますので、そうったことになると、や

はりこちらのほうも、守るべき周辺松林という新たな認識にしなきゃいけないというふうに

捉えておりますので、そういったことが見えましたら、改めて協議会であり、また議会の皆

様にご相談しながら、新たな方針を立てていきたいというふうに捉えてございますので、お

願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございました。 

  ちょうど今、塩尻市さんのお話もありまして、これが３月４日の記事になりますが、塩尻

市の３月定例会の中でも同じ質問がありまして、塩尻市さんの松くい虫の被害が今年度

1,095本で、前年対比1.5倍だったという記事が出ておりました。ですので、西洗馬につきま

しても、何らかの手立てを打っていかなければいけない状況になるかなというふうに思いま

す。 

  先ほどの通告の中にもありましたが、やはり近年の高温少雨化で、松くい虫は本来、

1,000メートル上には行かないというふうに言われているところではありますが、やはりそ

こについても、被害の標高が上がる可能性も十分あるかと思います。こちらの被害木を発見

するために、いろいろ人員等を使っていらっしゃるかと思いますが、こちらの体制について
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お伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） ２回目の齊藤議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、齊藤議員ご承知のとおり、1,000メートル以下のところに松くい虫は発生するとい

うようなことが言われてきましたが、今年度、朝日村におきましても、1,000メートルを超

えるところで一、二本見えているといった実情がございますので、少しそういったことも変

化しているのかなというふうに捉えてございます。 

  また、被害木の確認方法でございますが、住民からいただく情報、また、職員が定期的に

回って確認をしているというのが今のやり方でございます。また、ドローン等を活用した方

法もやってございますし、やはりそうはいっても、なかなか職員も不慣れな部分がございま

すので、来年度は正式に、民間のドローンを活用したプロがいらっしゃいますので、そうい

った方たちにしっかり見ていただいて、感染状況を確認したいということも考えてございま

すので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  やはり早期な発見が必要になるかと思いますので、対応をお願いいたします。 

  それから、前回といいますか、横出ヶ崎の樹種転換につきましては、いろいろ地元の住民

の方からも、いろいろな心配事等もあったかと思いますが、村長も雨の日には見に行かれた

というようなお話も以前あったかと思います。 

  実際に、横出ヶ崎の樹種転換後、例えば豪雨ですとか、何らかの被害というものが出たか

どうかお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、引き続き、齊藤議員のご質問にお答えいたします。 

  齊藤議員おっしゃっていただきましたとおり、一部、我々行政の説明不足もございまして、

横出ヶ崎の皆様にはご迷惑をおかけいたしたことをおわび申し上げます。 

  ご説明申し上げて、納得いただいたと今は思ってございますが、状況につきまして、私た
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ちのほうも、あそこまで山肌が見えてしまうという部分については、ちょっと想定していな

かった部分もございましたので、少し心配をしました。その後、村長さんをはじめ職員も、

定期的に豪雨のときには見回りさせていただきましたが、特にそういったことは、何も災害

等は起きてございませんし、心配はございませんでした。 

  これも、県等にも確認させていただきましたが、当然山の作業というものは、ああいった

ものが本来山の中では、そこらじゅうで行われてはいるんです。ただ、その下に民家等があ

るというのは初めてでございましたので、そういった部分で、やはりご心配をかけたりいた

しましたが、そういった部分では、国の補助金、また県の補助金を使って、事業自体はやっ

ていますので、必ずそういった、決められた作業内工程で、内容でやっているということで、

私どもも捉えてございますので、そういった心配はないようにこれからも進めてまいります

し、豪雨の際は、私どももしっかり見守っていきたいというふうに捉えてございますので、

お願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  いろいろ想定された被害が出なくて何よりでございます。やはり松くい虫につきましては、

このまま時間経過で減っていくものではないかと思いますので、早急な対応が必要になるか

と思います。 

  また、古見の皆さんには、説明会ということがあるかと思いますが、やはり何らかの対応

をしていかなければならないかと思いますので、ぜひ丁寧な説明の中で、早急な対応をして

いただければと思います。 

  以上、要望いたしまして、私の質問を終わりにいたします。 

○議長（北村直樹君） これで、齊藤正法議員の一般質問は終わりました。 

  ここで休憩を入れたいと思います。 

  再開を15時30分といたします。 

 

休憩 午後 ３時１９分 

 

再開 午後 ３時３０分 
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○議長（北村直樹君） それでは、時間となりましたので、一般質問を続けさせていただきま

す。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 中 村 文 映 君 

○議長（北村直樹君） 次に、２番、中村文映議員。 

  中村文映議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ２番、中村文映です。 

  本日は、２項目について質問させていただきますが、防災については同じ質問が多く出て

いますので、通告の順番を変えさせていただいて、２問目を先に質問したいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

○議長（北村直樹君） ただいま中村文映議員より、自身の一般質問の順番変更の申出があり

ました。 

  議長はこれを許可いたします。 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  それでは、１問目、村の2050ゼロカーボンビジョンが制定されてから２年が経過していま

す。また、３月の定例会冒頭の施政方針、議案提案説明において、村長は、ゼロカーボンの

諸活動を推進してきたとして、国が示す2050年ゼロカーボンシティへの参加を宣言されまし

た。 

  策定された村のゼロカーボンビジョンでは、幾つかの指標が設定されています。 

  一つは、村の2017年の二酸化炭素排出量を３万3,175トンから、2050年には約10分の１の

3,649トンにし、実質ゼロにするとしています。 

  また一つは、村民１日当たりのごみの排出目標を2020年の598グラムから、2050年に300グ

ラムに減らす。村の説明では、１日15グラム、約ミニトマト１個分を減らすよう、村民に心

がけてほしいとしています。 

  また一つは、家庭の生ごみ排出目標を2020年、燃えるごみの約４割を占める生ごみの比率

を、食品ロスの削減やコンポスター、生ごみ処理機で自己処理することで１割にする。さら
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に、太陽光発電設置の補助申請数を2020年の156件から750件にするという目標が示されてい

ます。 

  実はこの数値の中で、目標数値が曖昧なのが、村の2017年のＣＯ２排出量です。ビジョン

策定時には、村独自の総排出量が算出できず、長野県ゼロカーボンビジョン戦略で県が算出

した数値を人口割して、村の数値としたものです。村は、Ｊ－クレジットの調査研究をして

いく過程で正確な数値を算出していくとしています。 

  また、村の施策では、再生可能エネルギーの導入には、村施設への太陽光発電設置、バイ

オマス発電、小水力発電などの導入を検討するとしていますが、ここに来て、民間企業によ

る小水力発電が村民の関心事になっています。 

  そこで伺います。 

  １、ビジョン策定から２年が経過していますが、具体的な施策と進捗状況及び検証はどの

ようになっていますか。 

  ２、松本市には、まつもとゼロカーボン実現計画及びゼロカーボン実現条例がありますが、

村は今後、より具体的な実施計画や条例の制定を考えていますか。 

  ３、１とダブる部分もありますが、私が考えるには、朝日村がどのくらい二酸化炭素を排

出しているのか、また、主な排出源は何なのかを明らかにすることで、対策が明確になると

考えます。総排出量をつかむＪ－クレジットの調査研究等はどのように進んでいますか。 

  ４、民間企業による小水力発電に関し、私が村民から聞く不安は２点です。 

  その一つが、企業への不信感です。村は入札参加資格を審査するときに、２年から３年間

の業績や実績を審査しますし、民間企業の多くは、取引先の信用調査を帝国データバンクや

東京商工リサーチなどの調査会社を利用して行っています。村は開発企業の信用調査を行い

ましたか。 

  もう一つは、水利権の問題です。鎖川での発電所建設で得る企業の水利権と、よく耳にす

る昔からの慣習的な水利権の違いについての説明をお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、中村文映議員ご質問の2050ゼロカーボンビジョン

の進捗と小水力発電についてのご質問にお答えをさせていただきます。 

  初めに、①につきまして、ビジョンの進捗と検証は、年１回開催の環境審議会のほうにご
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報告をさせていただいております。今年度も、今月18日月曜日に開催予定であります。本年

度は、生ごみ処理機への補助拡充や、申込みはありませんでしたが、太陽熱温水器設置への

補助を予算化いたしました。 

  令和３年度末のデータにはなりますが、令和５年度、長野県環境部が作成しておりますゼ

ロカーボン実現に向けた取組の加速についての中で、市町村別住宅用太陽光発電設備の世帯

普及率上位10団体が表示されており、朝日村は17.2％で、県下５番目という位置づけで発表

されております。継続的に行っている補助制度も、この結果の一因になっていると思われま

す。 

  また、令和６年１月に、地域脱炭素実現に向けた再生可能エネルギーの公共施設への最大

限導入のための計画を総務課のほうで策定をいただいております。先ほど中村議員が言われ

たように、今議会で村長から、2050年ゼロカーボンシティ宣言をいたしました。今後、公共

施設での脱炭素に向けた取組も行われますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、②につきまして、現在、新しい条例制定は予定しておりません。来年度策定

の第４次環境基本計画の中で検討、また、村ゼロカーボンビジョンの再検証により、さらな

る実効性のある計画への見直しなど検討していきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

  続きまして、③につきまして、Ｊ－クレジットの研究は、現在進んでいないのが現状でご

ざいます。村での方法論は、森林経営活動を対象としたものと考えておりますので、今後、

産業振興課と共に検討していきたいと考えております。 

  最後に、④につきまして、信用調査の名目ではありませんが、会社訪問を１回行っており、

会社の概要等を確認しております。 

  今回のこの事業、小水力発電に当たりますが、ＳＰＣという特別目的会社というものを設

立する事業形態を計画しているそうであります。現在は出資比率で、準大手ゼネコンの建設

会社が50％、商社が30％、日本水力さんが20％の構成比率で、役割分担を持って事業が実施

される予定と聞いております。建設会社は、地元説明会に２回参加しております。日本水力

は、許認可関係、調査・設計業務を担っていくと聞いております。 

  また、慣行水利権につきましては、旧河川法制定前あるいは河川法による河川指定前から、

長期にわたり継続的に反復して水を利用していた事実があり、水利用の正当性に対し、社会

的承認がなされ、権利として認められているものをいいます。鎖川でいいますと、松本市今

井地区に慣行水利権というものがあるというふうに認識しております。 
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  これに対して、許可水利権は、河川法第23条により流水の占用権利の許可を河川管理者か

ら受けるものでございますので、お願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員、再質問はございますか。 

  中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） いろいろやっていただいているということで、太陽光のほうで長野県

の中でも設置率が上位だということ、私も初めて知りましたし、それは早くから村のほうで

取り組んでいただいたおかげだと思っております。 

  ただ、2050年というと、まだちょっとはるか先のように感じますけれども、よく国や県が

進めているＳＤＧｓの中においては、2030年までにいかに減らせるかが達成の肝だというふ

うにいわれておりますので、引き続き村のほうといたしまして、村民の理解を進めていただ

けるよう、いろいろなところで事業の新しい施策等の紹介とか、いろいろな説明会等を開い

ていっていただけたらいいなというふうに思っております。 

  あと、先ほど総排出量については、まだ取りかかっていないというお話がありました。Ｊ

－クレジットの研究というのは、なかなか大変だと思います。環境庁のほうでも、朝日村の

総排出量というのは出ているかと思うんですよ。その数字を見ますと、実際に環境庁が捉え

ている数字は、県のほうの人口割よりも少なくて、１万トンぐらい少ないような数字が出て

おりますので、その辺も含めて、村として検証してほしいというふうに思っております。 

  あと、今回の議会冒頭で、村長がゼロカーボンシティ宣言をしまして、いろいろな諸活動

を進めてきているとおっしゃっていましたけれども、私は朝日村の一番の売りは、87％の森

林だと思うんですよね。排出量は、国のほうのあれでは２万6,000トンぐらい排出している

というふうに言っていますけれども、朝日村の87％の森林が吸収している二酸化炭素、そし

て、それを酸素で出してくれている、そのことを明らかにすることが、朝日村にとって一番

のＰＲポイントになろうかと思います。 

  ですので、今回、ゼロカーボンシティの宣言をしていただきましたので、それを証明する

ためにもこそ、ぜひ研究といいますか調査をして、これを予算化して、何とか吸収量のほう

も含めて、村民及び村外に知らしめていっていただきたいというふうに考えますが、いかが

でしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 
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〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） Ｊ－クレジットの関係で、コロナ禍、去年、おととしだった

かな、リモートによる研修があったときに、今は三区の役員から抜けられた佐々木さんと一

緒に同席して、リモートワークという形で、ちょっと研修会というか、Ｊ－クレジットがど

ういうものかというところのものを聞かせていただいた機会がありました。 

  そのときに佐々木さんが、すみません、ちょっと今、ここで資料はないですが、カラマツ

だったり、三区の共有林の中でこれだけ吸収しているんだというところは見させていただい

てありますので、そういうところも一緒に研究して、Ｊ－クレジットにつなげていけたらな

というところで、県有林とかは実際やっているところもありますので、そういうところも産

業振興課とすり合わせしながら、研究をしていきたいと思いますので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  私もゼロカーボンビジョンの策定で出ておりましたときに、佐々木さんのほうから、三区

の山についての吸収、このぐらいしているんだというのは資料を頂きましたので、佐々木さ

んなんかの協力も得て、ぜひ、どのくらい吸収しているか、調べていっていただけたらと思

います。 

  あと、次は、ダムのほうで質問したいんですけれども、ダムというか、発電所のほうの建

設について質問していきたいんですけれども、先ほど課長答弁の中で、会社訪問させていた

だいて、その辺のところは確認していただいたということなんですけれども、やっぱり大き

な事業を進める上においては、どんな会社なのかというのが、やっぱり心配になるところな

んですよね。 

  実を言いますと、私も前職の関係で、多少今でも調査会社さん等の付き合いがあって、そ

のときに朝日がこんな事業を進めようとしているんだけれども、どうなのかという話を、こ

れは全く個人的にお聞きしたところ、やっぱり調査会社でも依頼がないと、なかなか全部の

企業を調査できないんですけれども、2022年までの調査の中で、多少資料を開示していただ

けたんですが、それを見る限り、非常に経営が安定していないという実態でした。 

  売上げが非常に少ないというのと、それから、利益がどういうふうに会社を回しているの

かというところが非常に分からなかった部分、それから、株主さんが、引き継いだ会社のほ

うの方が50％を持っているというような形で、その間にいろいろな訴訟とか裁判も起きてい
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るなんていうことも、ちらっと情報としていただきました。 

  正直言って、やっぱり私どもが、何十年、発電所ができたら、権利としては20年の更新で

進んでいくかと思うんですけれども、この辺については、やっぱり調べていく必要、例えば

今、自然エネルギーの太陽光なんかのところでも、途中で放棄しちゃったりとか、施設がそ

のままになったりとか、転売したりとかというような話も聞いておりますので、この辺につ

いてぜひ一度、調査会社さんを使って調べていただいて、その情報を村民の皆さんに開示し

てほしい。 

  村にしても、結果がよければ、こんないい会社じゃないかといって、村民への説得材料に

もなるかと思いますので、ぜひ調査のほうを行っていただきたいと思うんですけれども、い

かがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） ちょっと調査会社、企業の調査というところは、すみません、

私たち、したことがないものですから、費用的なことだったりというところがあると思うの

で、今即答は、すみません、ちょっとできかねますので、先ほど言ったように、ＳＰＣとい

う調査目的会社をつくるというところで、半分は準大手ゼネコンさんのほうが持つという形

でという話を聞いておりますので、そういうところが明確であるかというところも確かめさ

せていただきますが、比率でいうと、日本水力さんは20％しか持たないというようなことを

今聞いておりますので、商社、準大手ゼネコンさんのほうが本当にそういうＳＰＣを組んで

やるのかというところの、しっかりした根拠も調べさせていただきたいと思いますので、お

願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  調査については２つあるんですよね。既製服に例えるならば、オーダーメイドで作ってい

くという調査と、それから、つるしのものというようなものがありますので、本当に簡単な

調査であれば、４万円から６万円ぐらいの間でできてしまうものだと思います。 

  この辺については、信用調査の一番プロであります副村長のほうのご見解をお聞きできれ

ばと思うんですけれども。 

○議長（北村直樹君） 越川副村長。 
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〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） そこら辺は私も分かっているつもりですが、今議員おっしゃってい

るのは、非常に一会社の風説につながるような部分も含んでおりますので、概略というか、

そのものについてお答えしますが、信用調査会社が行うものというのは、一つは聞き取りと

公表情報の集積でございますので、実際の会社を反映しているとは、ちょっと言い難い部分

があります。 

  ただ、流れとしては、大つかみではつかめるかと思いますので、そこの判定自体を100％

信用するとか、そういうことには実はならない、さらに裏づけが必要だということはありま

す。 

  すみません、あまり具体的なお話は、公の場ではちょっとしないほうがいいかと思います

ので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今、副村長のほうから説明いただきましたけれども、当然、企業は公

開しなきゃいけないということがありますので、既に各株式会社さんなんかは、例えば官報

でやるとか、信濃毎日新聞でやるとかいって、自分の経営状況を広報していますので、かな

りの部分においては、つまびらかにできる資料が多いかと思います。 

  もちろん副村長が言ったように、調査会社さんの評価、帝国データバンクさんでも、商工

リサーチさんのほうにも点数があります。でも、その両者も、点数のつけ方とか評価が違っ

たりしていますので、その辺については、当然検討しなきゃいけないところでしょうけれど

も、一つの企業の評価といいますか、知る上においては必要な資料だと思いますので、ぜひ

やっていっていただきたいなというふうに思いますが、重ねてその辺のところ、いかがでし

ょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） おっしゃることは分かりますので、我々は我々なりに調査をいたしま

す。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 
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  それが村民の今抱えている不安の一つ、途中で投げ出されたりとか、事業が、先ほどベン

チャーのジョイントのお話もございましたけれども、それ自体も初めて、私も今回聞く話で

ございますので、その辺含めて、今後の経営をどういうふうにやっていくのか。つくるのは、

もしかしたら、３社の合同の中でやっていくんだけれども、その後の運営についてはどうな

っていくのか等を含めて、分かることについて調査をしていただいて、調べていただいて、

村民のほう、議会のほうにも知らせていっていただきたいと思います。 

  それから、先ほど、水利権の説明を課長のほうからいただきましたけれども、慣行水利権

と、それから許可水利権のほかに、国交省が2006年（平成18年）なんですが、環境用水に係

る水利使用許可の取扱いについてという通達を出していまして、ここで初めて観光用水とい

う言葉を使っておりまして、環境用水としての水利使用を許可する制度をつくったという通

達なんですよね。 

  小水力発電を検討する際には、小水力発電用水の水利権だけでなく、環境用水としての水

利権も考慮して考えていく必要があると言っているわけなんですが、この通達を根拠に、村

のほうにお伺いしたいんですけれども、村の大切な自然環境であり、村民の共有の財産であ

る鎖川について、発電所にゴーサインを出す前に、村民への丁寧な説明が必要だと思うんで

す。 

  豊田議員の質問の中でも、地区の合意があってから村民の皆さんへの説明をするという、

たしか答弁だったと思うんですけれども、やっぱり村全体の環境の問題、鎖川という存在自

体が、村民の多くの皆さんに関わるものでございます。水利権からいっても、下流域におい

ても、やはりいろいろな方が関わってきておりますので、事前に、例えば今の段階でも、こ

ういうことが開かれている、計画されているというようなことの説明をしていただくことは

できるでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 先ほど豊田議員の質問にもありましたものですから、答えさ

せていただいたんですが、やはり地元の皆さんが、３月17日のときに地区総会の中で結論を

出していただけるということで、地区長さんのほうからいただいておりますので、それ以降

に全村を対象とした説明会ということで計画させてもらうという回答のとおりにさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 
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〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） すみません、先ほど私もその開催日時を聞いていまして、今から確か

に無理だなというふうに思いました。なるべく丁寧な村民への説明をしていっていただきた

いと思います。これは要望でございます。 

  あと、12月の定例会のときに、私、質問させていただいたんですけれども、県企業局が進

めている鎖川のさらに上流部のダム建設については、村長がやっぱり、それについて聞いて

みるという答弁をしていただきましたが、その後、県のほうに問合せはしていただいていま

すか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 12月の定例会の後、長野県ゼロカーボン推進室へ問合せをさ

せていただきました。現在のところ、検討中であると。費用対効果、または今、原材料が上

がっているような状況で行って、県のほうの利益というか、そういうものが保てるのかどう

か、そういうところも検証しながら、今、まだ検討段階であるということで回答をいただい

ております。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  今計画されている民間企業のダムは、送水管を延ばすということで、約１キロぐらい減水

区間が出てしまいますけれども、県のほうの計画しているのは減水区間がないということの

発電所です。 

  それから、前にもご回答いただきましたけれども、確かに民間企業の発電所よりも発電量

は少ないんですけれども、でも、やっぱり自然環境には優しいかなというふうに思っており

ますので、村のほうでもゼロカーボンシティという新たな段階に入っておりますので、場合

によっては、本当に村が取りかかってもいいような事業かなというふうに思いますので、ぜ

ひその辺については、長い目で見て検討していっていただきたいと思います。村長、どうで

すか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ゼロカーボンを進めるには、具体的に何をやるかというのが一番大事
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でして、ただ言葉だけで済まされなくなってきています。ですから、実際的にどういったこ

とをしてゼロカーボンを目指すのかと、宣言した以上、非常にこれからまた、言ったが最後、

きつい場面も出てくると思いますので、積極的に今回の水力発電も、村民の合意を得ながら、

ぜひ進めてまいりたいというのが村当局の考えですので、そのほかにも、前々から言ってい

るバイオマス発電というのも、今、大手の会社のこともちょっと勉強させてもらいながら、

小さなユニットで成り立つことができるのかなんていうことも私の頭の中にはありますので、

またいろんな提案をできるように勉強してまいりたいと思います。ですから、積極的に進め

てまいるということでお願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ありがとうございます。 

  やっぱり本当、待ったなし、自分たちの世代が享受して使い切ってしまってはいけない、

自分たちの子孫に対して、いい環境を残していかなきゃいけないということだと思います。 

  村が、これは太陽光の発電が盛んになったときに、それを主な目的としてつくった条例な

んですけれども、再生可能エネルギー発電施設事業と環境等の調和に関する条例の基本理念

のところの第２条に、朝日村の自然景観や農地及び生活環境は、村民の長年にわたる努力に

より形成されてきたものであることに鑑み、村民共通のかけがえのない財産として、現在及

び将来の村民がその恵沢を享受することができるよう、地域住民の意向を踏まえて、その保

全及び活用が図られなければならないというふうに基本理念を書いております。 

  私、非常にこの言葉が好きでございます。ぜひ今後の環境についての施策に生かしていっ

ていただきたいと思います。 

  １問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 中村議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 村の防災計画について伺います。 

  既に何人かの皆さんが、この問題を質問されていますので、重複している部分は割愛して

いただいて、答弁いただいて結構でございます。 

  ここ数年、大災害が多く発生しています。阪神・淡路大震災、新潟県中越地震、東日本大
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震災、熊本地震、そして今回の能登半島地震と、また長野県においても、記憶に新しい2019

年の千曲川の大豪雨災害など、大きな災害を国も行政も何度も経験してきております。 

  先日、京都大学の防災研究所の矢守教授が信濃毎日新聞で、能登半島地震で起きたことは

想定内であり、既に経験済みで、危険性が従前から指摘されてきたものにかかわらず、私た

ちは十分な対策を施してこなかったと指摘されていました。 

  村には、令和３年３月に策定した562ページにも及ぶ地域防災計画があり、同時に作成さ

れた避難所運営マニュアル、災害時職員初動マニュアルがあります。計画やマニュアルは、

幾多の災害を教訓に村防災会議で検討し、策定したものと思います。 

  策定以降３年が経過していますが、そこで伺います。 

  私、１番から５番まで質問を用意していたんですけれども、１番と４番については既に回

答いただいていますので、割愛させていただきます。 

  ２番、現在、村は西洗馬防災センターの建設を進め、竣工も間もなくですが、それ以外に

力点を置いて取り組んできた防災対策はありますか。 

  ３、能登半島地震では集落の孤立が多数発生しましたが、村の防災計画にも孤立の記述が

ありますが、村が想定する孤立住宅はありますか。 

  ５番、連日、能登半島地震の避難所生活の過酷な状況が報道されていますが、村の避難所

運営マニュアルでは、避難所の防寒対策はどのようになっていますか。清澤あゆみ議員の中

にも、このことについては答えていただいていますが、以上、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、中村議員の防災の関係の質問にお答えを

させていただきたいと思います。２番、３番、５番ということでお答えをさせていただきた

いと思います。 

  最初に、現在、村は西洗馬防災センター建設を進めていますが、それ以外で力点を置いて

取り組んできた防災策ということでございます。 

  ここ10年くらいの防災関連事業としましては、災害時の拠点や避難所の整備事業というこ

とで、古見集落センターの改築・移転ということで、以前の古見集落センターは耐震性が乏

しいということで、改築・移転工事を行っております。 

  また、役場の新庁舎の建設におきましても、やはり防災拠点という位置づけがございまし
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たので、それも関連する事業かと思います。 

  そのほか、中央公民館講堂の改築、中央公民館の耐震化、ヘリポートの整備、小野沢防災

公園の整備、指定避難所のＷｉ－Ｆｉ整備、これは今年度行ったものでございます。 

  また、消防団の関係では、消防無線のデジタル化、防火水槽の見直しを行いまして、14か

所新設をしてございます。また、消防団の装備品、資機材の充実・強化に努めてまいりまし

た。 

  また、そのほかでは、自主防災会の再編、非常食の備蓄、ハザードマップの作成、土砂災

害に対する自主避難マニュアルの作成などを進めてきているところでございます。 

  続きまして、３番目のご質問でございます。 

  村の防災計画で孤立の記述がございますけれども、村は想定しているかどうかのご質問で

ございます。 

  朝日村の地域防災計画には、集落が孤立した場合の対処法が記載されていますけれども、

この集落については、具体的な想定は、現在はまだ行っていない状況でございます。 

  孤立集落は、集落に通じる道路が土砂災害警戒区域の急傾斜崩壊のおそれのある崖の範囲

に入っているかどうかが判断基準になるかと思います。防災マッピングのピンクとオレンジ

のエリアに、そういったところが入っているかで判断していると思います。 

  私、防災マップを見たんですけれども、オレンジとピンクの急傾斜崩壊地でございますけ

れども、集落に通じる道路が少ない状況にあるのは、やはり御道開渡、御馬越が１本とかの

道路しかありません。そこの道路の沿線で、急傾斜崩壊地のところがあるはあるんですけれ

ども、そこが崩壊しても、ぎりぎり迂回等で通れるような状況もございまして、迂回すれば

徒歩等では、孤立するということまではいかないのかなということで見ておりますけれども、

地震はどういった災害になるか分かりませんので、想定するとすれば、奥のやはり御馬越、

御道開渡集落が危険ではないかということで、今回改めて思いましたので、また今後、対応

等については検討してまいりたいと思いますので、お願いしたいと思います。 

  それと、最後でございますけれども、５番目です。 

  指定避難所の防寒対策のご質問でございます。 

  避難所運営マニュアルには、暖房の関係の記載はちょっとない状況でございます。それで、

避難所運営マニュアルでは、災害時は、まず初めに各区にあります指定避難所を開設するこ

ととしております。この各区にございます指定避難所につきましては、それぞれストーブが

設置されている状況でございまして、何かの備えということで、村でもストーブの備蓄は行
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っている状況でございます。 

  次に、避難者が多くなった場合には、小学校の体育館、それとトレーニングセンター等の

施設を避難施設として開設することになっておりますけれども、こうした施設に対応する暖

房器具ということで、村では大型のジェットヒーターを備えている状況でございます。 

  また、災害時には、能登半島地震の避難所もそうなんですけれども、こういった体育館と

かトレーニングセンターは、床が非常に冷たいということでございますけれども、これにつ

きましては、現在、村は民間業者と協定を結んでおりまして、発泡スチロールの板を供給し

ていただくことになっております。体育館の冷たい床の上に防寒機能の高い発泡スチロール

を敷き詰めることによって、対応を図ることとしている状況でございます。 

  また、現在は備蓄されておりませんけれども、先ほど清澤議員のご質問にも回答させてい

ただきました、今後、ホッカイロなどの備蓄は必要かと思いますので、それにつきましては、

今後進めてまいりたいと思います。 

  もう一点、今年度、公共施設の再生エネルギーの導入計画を策定しております。今後、公

共施設への再生エネルギーの導入ということで、こうした避難所にも再生エネルギー、太陽

光発電のシステム等を設置していくことになります。こうした体育館などの広い空間の暖房

施設としまして、太陽光発電でつくりました電気を活用した暖房器具の設置ということも可

能だと思いますので、この点につきましても併せて検討してまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今、総務課長のほうから、たくさんの事業、ここ10年ぐらいの中にお

いて村が取り組んできた防災に対する対応をお聞きしましたけれども、改めて、確かにそう

だな、それもあったなというふうに思い出しました。 

  非常に村のほう、頑張ってやってきたなというふうに感じておるところなんですけれども、

１点、今年の予算の中にも入っていたんですけれども、６か所の地区の公会所や集落支援セ

ンターの耐震診断を、今年予算で113万円でやっていただけるというふうに、たしか予算が

ついていたと思うんですけれども、災害時の一時避難所にもなり得る場所だと思うんですよ

ね。 

  身近なところの避難所というか、ちょっと風が吹いたらとか、大雨のときとか、ちょっと
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家が心配だななんていうときに、なかなか大きなところまで行って、鍵を開けてもらってと

いうよりは、地区の中で公開所を利用するなんていうこともあろうかと思うんですね。そう

いう使い方も今、この頃は少なくなったんですけれども、私の子供の頃なんかはよくありま

した。 

  それを考えたときに、耐震診断は終わりました。そして、いざ、じゃ地区でどうしようか

ということになろうかと思うんですが、そのときの補助みたいなものというのは、村のほう

では考えていただいていますか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 耐震診断のほうは、予算化は建設環境課のほうで行いますが、

その結果、今年度半分やっておりますが、ちょっとまだ結果が来ておりませんので、その結

果を地区のほうに下ろしていきますけれども、その関係の補助というところは、まだ建設環

境課サイドでは、地区の財産でありますので、まず地区の方たちの考えと、取壊しなのか、

耐震補強をしていくのかというところではありますので、一時避難所となっているかどうか

というところは、すみません、防災計画のほうでうたわれていると思いますので、そういう

ところは、一時避難所だと、そういう耐震の補助も多分使えないというような状況になりま

すので、本当の避難所というところに対しては、県の補助もあると聞いておりますので、ま

ずは耐震がどうかというところの判断をしていきたいというところで予算化していますので、

その後は地区の中でも話をしていただきたいなというところで、問題提起じゃないですけれ

ども、今後、地区、耐震ないぞというところで、地区の皆さんのお考えを出していただけれ

ばと思います。 

  補助のほうは、今のところ、村のほうでは今ない状況でありますので、お願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員、残り３分30秒を切りました。集約に向かってください。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 何かあっという間に、もっと短くやるつもりだったんですが、時間が

なくなってしまったんですけれども、同じような質問を２年前に一般質問でやっておりまし

て、そのとき大池課長のほうから、今後村のほうでも考えていきたいというような、たしか

答弁をされていたと思うんですけれども、今の答弁ですと、まだその辺に進んでいないとい

うふうにお見受けしましたが、非常に地区も高齢化しています。それから人口減少もありま

す。個人住宅の耐震化もそうなんですけれども、やっぱり何らかの補助がないと、なかなか
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進まないという現状があろうかと思います。 

  今、西洗馬の私の地区なんかですと、防災センターを造っていただきましたので、そこを

利用すればいいんですけれども、地域によっては、それが今のところ可能じゃない、また何

年か先になってしまうというところもありますので、２年前、課長のほうから検討するとい

うお答えをいただいておりますので、ぜひ進めていっていただきたいと思います。 

  これは要望ですが、もっといろいろ質問する予定でしたが、時間になりましたので、これ

で今日の質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（北村直樹君） これで、中村文映議員の一般質問は終わりました。 

  本日の会議時間は、本日の議事日程が終了するまで、あらかじめ会議時間を延長いたしま

す。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 羽多野 美 映 君 

○議長（北村直樹君） 次に、３番、羽多野美映議員。 

  羽多野美映議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 羽多野美映でございます。 

  私は、３問質問させていただきたいと思います。 

  １問目、子育て家庭におけるインフルエンザワクチン接種補助の妥当性について。 

  新型コロナ感染症拡大を受け、朝日村では、小児に対してインフルエンザ予防接種の費用

の助成を行ってきました。令和５年５月８日よりコロナ感染症が５類に移行することを受け、

インフルエンザの助成事業も終了となりましたが、子育て世帯から助成事業の継続を望む声

が聞こえてきます。助成を継続する自治体もあります。 

  こちら、資料におつけさせていただきました自治体別インフルエンザ助成事業の状況を表

にいたしておりますので、ご覧になっていただければいいかと思います。 

  朝日村として、助成事業を終了した経緯について、いま一度説明を求めます。 

  朝日小学校では、昨年12月、インフルエンザだけでなく、胃腸炎、コロナ等が大流行し、

数日間、学校閉鎖となりました。インフルエンザ予防接種の助成がなく、接種を受けなかっ

た家庭があったと聞いています。 
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  助成のきっかけとなったのは、コロナ関連ではありますが、助成事業により接種者が増え、

流行を抑制する一助となる考えの下、子育て施策の一環として、全額または一部の助成を行

うことを検討すべきではないでしょうか。村としての考えをお聞かせください。 

  その上で、助成についての要否を検討するに当たり、学校のＩＣＴシステム、こちらには

学校と書いてありますけれども、保育園でもございますね。延長からも、もしご意見いただ

ければと思いますが、こうしたシステムを利用するなどして実態調査は可能かどうか。その

実態調査をした上で、実際に需要があるかどうかの検証が必要ではないでしょうか。 

  以上、ご答弁お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、羽多野議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、助成事業を終了した経過についてご説明申し上げます。 

  インフルエンザワクチン接種の補助につきましては、新型コロナウイルスが流行する以前

は実施しておりませんでした。令和２年度、事業開始当時は、インフルエンザと新型コロナ

ウイルスの症状がよく似ていて疾患の判別がしにくかったこと、同時に感染すると重症化す

るおそれがあったため、国の新型コロナウイルス臨時交付金を活用して始めた事業になりま

す。 

  令和５年度になり、検査キットや薬の開発も進み、疾患を判別できるようになってきたた

め、当初の目的は達成されたと判断、また、国の新型コロナウイルス臨時交付金の対象とな

らなくなったことからも、事業は終了といたしました。 

  事業実施中の接種率、村の助成を活用して接種した人数の割合ですけれども、令和２年度

が、子供が37％、妊婦も対象でしたので、ちなみに13％です。令和３年度は、子供29％、妊

婦11％となり、さらに令和４年度は、子供24％、妊婦さんはゼロとなっております。 

  続いて、助成についてでございます。 

  厚生労働省の資料によりますと、インフルエンザは発病後、多くの方は１週間程度で回復

しますが、発病後、肺炎や脳症等の重い合併症が現われ、入院治療を必要とする方や亡くな

られる方もおり、これをインフルエンザの重症化といいます。特に基礎疾患がある方や高齢

の方では、重症化する可能性が高いと考えられ、定期接種となっております。 

  インフルエンザワクチンの最も大きな効果は、重症化を予防すると言われております。イ
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ンフルエンザワクチン接種をしても、インフルエンザにかかったという話もよく聞かれます。

ワクチンの有効性は、少し前のデータとなりますけれども、６歳未満の小児を対象とした

2015年から2016年シーズンの研究では、流行率は約60％と報告されております。 

  インフルエンザワクチンは、接種すればインフルエンザに絶対かからないというものでは

ございません。しかし、インフルエンザの発症を予防することや、発病後の重症化や死亡を

予防することに関しては、一定の効果があるとされています。 

  村において、令和５年度シーズンの助成を実施しなかったところ、接種を希望している保

護者の方からの問合せもございました。また、羽多野議員の資料にもございますとおり、近

隣３市４村では、対象者や助成金額は異なりますが、接種費用の助成を行っております。 

  なお、長野県内で助成が行われていない市町は17市町で、村では３村となっております。 

  村といたしましても、近隣市村の状況からも、助成につきましては検討していく方向でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 私からは、羽多野議員ご質問の実態調査についてお答えをいたし

ます。 

  初めに、小学校でのインフルエンザ等の対応についてでございます。 

  12月は、２年生を除く全学年で学級閉鎖を２日間程度行い、19日、20日には臨時休業を行

って対応しており、児童へのインフルエンザ、コロナ等の感染の広がりが多く見られたとこ

ろでございます。 

  ご質問の実態調査についてでございますが、当教育委員会では、教育委員会所属の保健師

により、保育園はＣｏＤＭＯＮで、小学校ではＣ４ｔｈにより、保護者に対し、３月４日か

らインフルエンザ予防接種に関するアンケートを実施いたしました。昨日までの調査となっ

ておりましたので、最終集計と詳しい分析はこれからとなりますけれども、現時点での集計

では、今シーズン予防接種をしましたかの質問には、「いいえ」の回答が半数以上となって

おります。その理由は、予防接種への不安や、いつも受けていないからの回答がある中で、

費用がかかり負担との回答が多く見られます。 

  また、補助金があれば接種を受けますかの質問でも、「はい」と答える割合が多くなって

います。 
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  接種した方に１回の費用をお聞きすると、3,000円から4,000円未満の回答が多く、２回の

接種を必要とする子供の保護者は、接種費用を負担に感じるといった回答につながっている

と考えられます。 

  今後のワクチン接種の助成につきましては、先ほど住民福祉課長のほうから答弁があった

とおりですので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 住民福祉課長からご答弁いただいたとおり、今後検討していただく

ということですので、この件についてはお願いするところはございませんけれども、私がな

ぜこのことを取り上げたかといいますと、これは以前、住民福祉課長さんに相談に行ったと

いう経緯がございます。 

  なぜやらないのか、終了したのかということは、今ここでご説明していただいた答弁のと

おりのご回答をいただいていたんですけれども、やはり保護者の方たちの声、それから近隣

市村についての調査というか状況把握、それをしてくださいということも、私、お願いして

いました。 

  それから、教育次長にも、併せて私は、状況把握をしてほしいということをお願いしてい

たのにもかかわらず、これに関しては、やめたことですのでということを次長からも言われ

たという経緯がございまして、なぜこれを上げたかといいますと、やはりこの助成事業の妥

当性について、単純に補助が終わったから、単純にそういった当初の目的が達成できたから

終わりにするということではなくて、この補助事業において、この先どうなるのかというこ

とについての妥当性も併せてやはり検討していく必要が、私はあったんじゃないかなという

ふうに思うんです。 

  それから、費用の面についても、アンケートの調査結果、まだしっかりと集約ができてい

ないということなんですけれども、この点については、私はこの事業というのは、平等に皆

さんにやるということではなくて、公平性の観点から取り組んでいただきたい事業だと思っ

ています。 

  会社の方針で、家族全員の接種補助をしているご家庭もあるようです。そうした一方で、

全く補助がない家庭もある。そういうことで、接種を費用のせいで足踏みしてしまう、やめ

てしまおうと思う家庭があるということが、非常に残念な状況をつくってしまっているので
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はないかと。 

  これは私、もう何度も予防接種についてはご質問させていただいてきているんですけれど

も、誰でも平等に選べる環境づくりということをやはり考えていただきたいと思いましたの

で、取り上げさせていただきました。 

  こうしたことが、もしかすると今後出てくるかと思うんですけれども、また時々に応じて

妥当性の検討をしていただけるかどうか、お考えをお聞かせいただきたいんですけれども、

よろしいでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。 

  朝日村は子育てに優しい村だということで、この近在では、こういったことが一番進んで

いなきゃいけなかったんですね。私も、議員からこういった資料を見させていただいて、シ

ョックを受けました。 

  たしか住民福祉課長が、私のところに相談に来たような記憶もあるんです。いよいよこう

なりますけれども、朝日村はやめたいと思いますがというような、たしかそのような表現で、

そのときにやっぱり検討不足、練り不足、それがあったかと思いますので、早くここの横線

が埋まるようにしたいと思いますので、お願いします。 

  それと同様のようなことが今後あった場合には、よく注意をしていきたいと思いますので、

お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ぜひ今後、いろいろな事業、取組が、これからも新年度も展開され

ていくと思いますけれども、様々な部分で、妥当性についての検討・検証、朝日村の独自の

取組、朝日村らしい取組になるようにしっかりとやっていっていただきたいと要望して、１

問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） それでは、２問目の質問をさせていただきます。 
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  おたすけ台帳の記載内容、管理・更新について質問させていただきます。 

  先ほど来、防災、震災の件については、非常に多くの議員の方々から質問がありますので、

最初のところの文章を割愛させていただきます。 

  先ほどの質問のご答弁の中にもございましたけれども、村ではおたすけ台帳を作成し、要

救助者等の確認ができるようにしていますが、地区によって台帳の更新時期に、私はばらつ

きがあると感じています。 

  災害発生時、自助と公助の機能を生かすために、おたすけ台帳については、行政が地区に

ある程度委ねているというふうに私は受け止めています。しかし、発災前までは、その日の

ためにできることというのを一緒に考えるつもりで、行政もきめ細かく介入し、システムの

構築・更新作業に関係していく必要はないでしょうか。 

  また、今回の震災を受け、倒壊家屋の瓦礫撤去の意思確認欄等も台帳に記載するなど、項

目の再検討が必要ではないかと考えます。おたすけ台帳に記載している項目は村民が分かる

ように、項目についてです、ホームページに公開し、村民協働の意識を高めるべきではない

でしょうか。 

  以上、ご答弁お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、羽多野議員ご質問のおたすけ台帳の記載、

また管理方法についてのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  おたすけ台帳は、災害時に地域住民の安否確認を行うための台帳としまして、各自主防災

部会長、地区長さんでございますけれども、作成をしていただいて、管理をしていただいて

いるものでございます。 

  行政の住民基本台帳と、地域に実際に住んでおられる方は違いがあるため、ふだんから地

域において地域住民の状況を把握する中で、有事の際に安否確認や共助による救出活動を行

っていただく上で重要なものとなっているところでございます。 

  こうしたことから、行政としましても、有事に備えて、地区長さんが交代する４月もしく

は９月の地震総合防災訓練に合わせて、随時見直しを行ってほしいということで、地区長会

等で呼びかけを行ってきたところでございます。 

  羽多野議員ご質問のシステムの構築・更新作業についてでございますけれども、現在おた
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すけ台帳は、地区防災部会で更新したものを最終的に自主防災会で取りまとめを行っている

状況ということで、１月の区長会のときに確認をさせていただきました。 

  すみません、私、地震総合防災訓練に合わせて、事前に防災訓練の打合せがあるんですけ

れども、そのときに区長さんの皆さんにも、おたすけ台帳の更新の取りまとめをやってほし

いということでお願いをしていたものですから、自主防災会長というか、区長さんのほうか

ら地区長さんのほうにその話はいっていて、更新がされているものだと今まで思っていたん

ですけれども、その更新がなっていないということでありましたので、これにつきましては

一旦、自主防災会長である区長さんのほうと１回協議をさせていただきたいと思います。 

  ただ、システムというか、更新のやり方なんですけれども、地区長さんも前の地区長さん

からお預かりして、多分、個人情報なんですよね。更新をどういうふうにやればいいかとい

うところは、地区長さんも多分悩まれるんだと思います。 

  多分、ほかの人の目に触れないように、一枚一枚封筒に入れて各戸に配布して、回収しな

ければいけないというようなこともありますので、そういった個人情報の関係の取扱いとか、

そういったマニュアルの部分は、やっぱり行政で取り扱わなきゃいけないみたいなものはつ

くらなきゃいけないと思いますので、そういったところのマニュアルは、今後検討してつく

っていきたいと思いますけれども、取りまとめの方法については、一旦、自主防災会長とい

うか、区長さんのほうと協議をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

  また、掲載内容の関係でございますけれども、羽多野議員からご提案のありました倒壊家

屋の撤収の意思確認欄でございますけれども、これにつきましては、おたすけ台帳は災害の

初期段階、住民の安否確認とか共助に必要な情報を掲載するのみだけとしております。 

  倒壊家屋の撤収などにつきましては、改めて自治体の立入検査や罹災証明の発行だとか、

取り壊すときには解体の範囲の確認ということを、立会いでやはりやらなければいけないこ

とになっていたり、国庫補助金、建物を壊すのに補助金が支給されるケースがありますので、

そういった申請もありますので、改めて所有者の方とは接触を取っていかなければいけない

と思いますので、そこまでの記載は今のところ考えていない状況でございますけれども、ほ

かの自治体でどういった情報を記載しているのかというのは、いい機会でございますので、

ちょっと確認をさせていただいてみたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  おたすけ台帳のホームページの公開、これにつきましては、おたすけ台帳の目的と重要性、

そういったものについて、改めて住民周知が図られるものと思います。それと、様式の記載
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方法とか、直接ダウンロードも行えると思いますので、これについては早急に取り組んでま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 更新についてご確認いただいているということですので、今後しっ

かりと、やはりどういうふうにやっていくのかということを考えていかなきゃいけない段階、

ただ作っただけという、ちょっと表現があまり適切ではないかもしれないんですけれども、

現段階では、まず今、作っただけということなんじゃないかなというふうに私は思っていて、

先ほど中村議員の質問の中にあったように、想定内だったのに十分な対策をしてこなかった、

京都の大学の教授のお話ですね。これが今、能登の地震によって、それぞれの自治体で認識

しているんじゃないかなと思うんです。今までの防災対策ではまずいぞという気持ちに、若

干なってきているんじゃないかなというふうに思うところです。 

  なので、せっかく集落支援員を投入して、おたすけ台帳の基本のところを作ったわけです

から、これをやはり住民の人たちに、こういった内容でおたすけ台帳を作っているんだよと、

そういうところをやっぱり公開して呼びかけをしていく。その中で、ここが不便だよとか、

こういうことも入れてほしいとかということのもしやり取りができたとしたら、それこそが

私は住民協働ではないかと考えるんです。 

  それから、おたすけ台帳はもちろん、共助のことも非常に重要かと思うんですけれども、

行政側にとって非常に重要なデータだと私は思っています。安否確認は、まずこの台帳がき

ちっと整備されていてこそ、早くできるかどうかは、ここに私、かかっているんじゃないか

と思うんです。なので、そこの熱量をもっと持っていただかなきゃいけないかなと思うんで

すよね。 

  もちろん個人情報、非常に重要な取扱いになってきているのにもかかわらず、これはやら

なきゃいけないことなんだということを、もし有事の際には、共助で必要ですよということ

じゃないんですね。安否確認が上に上がってこなかったら、朝日村はどうしますか。そうい

うふうに、やっぱりそこに立ち返って考えていかなきゃいけないと思うんですよ。 

  そうなったときに、もしおたすけ台帳がきちっと整備されていて、その年々でどんどん替

わっていく地区長さんだったり区長さんだったりが扱いがすぐにできる状況に、常に更新・

整備されていたとしたら、これはやっぱり安否確認、絶対早いと思うんです。 

  そこのところもやっぱり想定をしていった上で、取り組む事業なんじゃないかなというふ
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うに思いますので、そこのところをもう一度、いま一度、総務課長さん、どういうふうに思

われているのか、お聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 羽多野議員おっしゃられますように、有事の際の安

否確認は、この台帳が一番大事なものになってくると思います。 

  それと、もう一つ、住民福祉課で出しています要支援者台帳というものがございます。そ

れは国の法律で定められて、災害の際には助けに行かなければならない人がそこに記載され

ていますので、この２つの台帳をもって、災害時には安否確認をやらなきゃいけないことに

なると思いますので、要支援者台帳のほうは、村のほうで要支援者が分かるものですから、

そこと整合性を図って、村のほうから名簿のほうはお出ししているんですけれども、先ほど

も言いましたとおり、おたすけ台帳につきましては、村の住民基本台帳とはずれがあるもの

ですから、やはりその地域で把握していただかなければならないということがあります。 

  その部分で、ちょっと地域にお任せ状態になっていたのかなというところがありますので、

今回改めて、やはり更新がされていないということになると、有事の際の安否確認ができな

いということになりますので、そこのシステムは、村のほうでも介入していくような形で考

えさせていただいて、取りまとめのほうにつきましては、区長と地区長の間でどうやってい

くかというところは、また村も入って相談していきたいと思いますので、お願いしたいと思

います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ぜひ前向きに検討していただくとともに、台帳については、やはり

地区長さん、区長さんとお話しする際に、当事者というか、取りまとめをする側の悩みだっ

たり不安みたいなものもあるかと思いますから、これ、先ほどの妥当性の部分ですね、どう

いうふうにやっていくのがいいのかということも検討しながら、一番いい方法で情報収集、

おたすけ台帳の整備ができるようにしていただきたいと思いますので、これは要望ですので。 

  以上で２問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の２問目の質問は終わりました。 

  ３問目の質問をどうぞ。 

  羽多野議員。 
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〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） それでは、３問目の防災備蓄品の公開と女性用生理用品の扱いにつ

いて質問させていただきます。 

  前半部分の防災備蓄品に関しては、清澤あゆみ議員からも質問がありまして、ご答弁いた

だきました。防災備蓄品のラインナップを村民が把握できるような仕組みとして、公開して

いくような形でやっていただくというご答弁をいただいていますので、こちらにつきまして

は、再質問の際に用意が別にございますので、後ほどお願いいたします。 

  それから、生理用品についてです。こちらは備蓄倉庫に保管するだけでなく、公共施設の

トイレに備品として設置いただけるかなということをご検討いただきたいと思います。 

  資料としてお手元にお配りしております、松本市で取り組んでいる、これはシャレンとい

いまして、Ｊリーグの関係でやっている事業なんですけれども、シャレンでやっている生理

用品の設置事業になっているかと思います。 

  これは、私は最終的に、防災備蓄品ということで使い回しができるという考え方で、ふだ

ん使いにこうした設置というのを共通にひもづけができないかなというふうに思って、資料

として提案させていただいているんですけれども、防災の備蓄品ということではなくて、女

性の生理用品の貧困問題、コロナになってからちょっと取り沙汰された問題ですけれども、

そちらの対策とか健康状態を保つための対策、これは災害時だけでなくて、ふだん女性がや

はり生理用品をきちんと使っていただいて、きちんと健康管理ができるという環境を、公共

の施設においても安心して整えておいていただけるという安心感ですね。そういった対策と

して、十分に私は意味があると考えています。 

  また、公共施設のトイレに設置することによって、若い世代の施設利用促進にも効果があ

るのではないかと考えているのですが、こちらのほうはいかがでしょうか。 

  以上、ご答弁お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、羽多野議員の生理用品を公共施設のトイレに設置

できないかというご質問でございますけれども、羽多野議員の資料にございます松本市の取

組につきまして、松本山雅のほうからの学校とか公共施設への生理用品の設置についてのお

話というのは、実は昨年秋ぐらいにあったところでございまして、具体的な内容等について
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の提案については、まだこれからの話となってきてございます。 

  それで、羽多野議員のご質問いただいて、私もちょっと調べたりしたんですけれども、実

際に全国的にも、取組をされている自治体というのはございますので、村の公共施設のトイ

レ等の設置につきましては、まず全国の自治体の取組等の内容を参考にして、どんなことが

取り組めるかといったところも検討していきたいと思っておりますので、お願いいたします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） それでは、まず、生理用品のことについて再質問をお願いします。 

  生理用品がないときに、ご経験のある方なら分かると思うんですけれども、まず、どうし

ようと思うと思うんです。だけれども、これ、誰かに相談、なかなかできないですよね。そ

れがふだんの生活の中で、あそこに行けば置いてあるというのがあるということ、まずそこ

を考えてもらいたい。 

  それから、災害があったときに避難所に、もちろんこれから朝日村でも用意してもらいま

す。それが、生理用品を下さいと言ってもらいに行くのと、避難所のトイレに生理用品が設

置してあるというところの敷居の高さを考えてもらうと、やっぱり下さいということは、す

ごく言いづらいことなんですよね。そこのところも加味していただいて、生理用品の設置を

考えていただきたいというのと、ここに、生理用品としてのパッドの使い方だけではなくて、

これ防災のときに非常に有効なんですよ。おむつと一緒です。吸水シートとしての機能があ

ります。 

  それで、例えば公共施設で断水になったときに、水洗トイレが使えない、そういったとき、

例えば今使っているトイレにビニール袋を入れて、そこで用を足すときに、トイレの中に生

理用品があったとしたら、このパッドを中に入れて吸水することができます。それで、くる

くる丸めて捨てることができます。消臭もできます。そういったことの災害対策にもなる。

そういったこともちょっと、汎用性があるということを考えていただければありがたいと思

いますので、検討していただければと思います。これは要望になります。 

  それで、防災備蓄品についてです。 

  ラインナップをやっぱり防災備蓄倉庫にしっかりと掲示していただく、プラス、ホームペ

ージに載せていただくというものの中で、やっぱりこれ、朝日村で準備できるもの、村で準

備できるものと、区や地区で要望が上がって独自に欲しいもの、独自にそろえているものの
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すり合わせということを、どういうふうにしていけばいいかというのが課題になってくるん

じゃないかなというふうに思います。 

  そこのところのリストを、どういうふうに作っていくかを考えてもらわなければいけない

のかなという気がするので、しっかりとここは情報交換をしていきながら、地区によってば

らつきが多分出てくると思いますから、やっていただきたいというのと、それから、少しこ

れはそれる話になるかと思うんですけれども、防災倉庫の中の状況をまた写真で、もしかし

たら、リストを見せるというのではなくて、写真でもし見せていくとしたら、その防災倉庫

の中の耐震対策ができているか、それもやっぱり考えていただきたいです。 

  災害があったときに、備蓄倉庫に備蓄しているものがぐちゃぐちゃになってしまったら、

何をどう使っていけばいいか分からない、そういう状況になってしまうと思うんですよね。

頼みの綱なので、その防災備蓄倉庫が、やっぱり耐震の対策ができていなければいけないん

じゃないかなというふうに思います。何でも積み上げておけばよいということではないと思

うので、そこの対策についてはご検討いただけないでしょうか、ご答弁お願いします。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、羽多野議員の防災備蓄品のご質問でござ

いますけれども、先ほど清澤議員の質問にもお答えさせていただきましたとおり、今月末に

西洗馬防災センターの敷地内に防災倉庫ができますので、今、村で全て、村のわくわく館の

ところに備蓄しているもの等、ちょっと数量とかそういったものを確認して、今度、そちら

の西洗馬防災センターの備蓄倉庫のほうにも移しますので、その機を捉えて全て確認をして、

配置をしていきたいと思います。 

  そのときに、先ほども言いました防災備蓄品のラインナップにつきましては、画像等を使

って、備蓄倉庫のほうと集落センターとかホームページのほうに公開をしていきたいと思い

ますので、お願いしたいと思います。 

  それと、区の備蓄倉庫の中にどういったものがあるかというところですけれども、村のほ

うでこれまで配布をしたものがリストアップされていますので、その確認はできると思いま

す。村で配布した後は、各自主防災会のほうで、先ほども言いました宝くじのコミュニティ

助成金を活用していただいて、そろえていただくということをやっておりましたので、その

備品についても、村のほうではある程度把握はしております。 

  そのほかにも、自主的にそろえたものというのもあると思いますので、昨年の地震総合防
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災訓練の反省会のときに、さらにこういったものが欲しいんだということで、村に要望があ

ったものですから、今年、20万円の助成事業ということで行う予定です。その機に、今各区

でどういったものを備蓄しているのかという確認と、その情報交換で、うちもこういったも

のが欲しいんだとか、そういった情報交換はやってみたいと思いますので、お願いします。 

  ご提案の中の耐震性ということで、そのときに備蓄倉庫の中も改めて確認をしてみるよう

な形で、どういったふうに物が置かれているか、その状況も確認をしていきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） いろいろなものをやりながら、進めながら、やっぱり朝日村の独自

の形ということだと思うんです。どこの市町村でやっているからどうだとかということでは

なくて、朝日村にはどういう地域特性があって、どういう人口割合だから、どういうものが

必要だということの考え方の中で、ぜひ整備してもらいたいということと、生理用品につい

て提案させていただきましたけれども、これは生理用品だけじゃなくて、防災備蓄品という

のは、必ず防災備蓄倉庫になければいけないわけじゃないと私は思うんです。 

  これは何を言いたいかというと、本当に必要なものの検討というのと、ふだん使いできる

ものの利活用、汎用性を高めていく生活ということを考えていく中で、防災備蓄倉庫に行け

ばあるもの、だけれども、例えば生理用品だったら、備蓄倉庫に行かなくても、あそこに行

けばあるというものの配置と把握、考え方、そういったことも、もしかすると今後、検討が

必要なんじゃないかなというふうに思うんですけれども、話合いの中で、こういった話題を

取り入れていただくことはできますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 羽多野議員の生理用品だけにつきましてのご提案につきまし

ては、生理の貧困の問題と少し違った視点からのご提案だと思っております。 

  ただし、やっぱり公共施設となりますので、先ほども申し上げましたけれども、どうやっ

て管理していくかとか、衛生面とかそういった面も出てくると思いますので、全国の自治体

でどのような取組をしているかも含めて、あと防災の備蓄品として、ふだん使いができるか

どうかというか、ふだん設置ができるかというところも含めて、そのあたりも全部含めた中

で検討させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） いろいろお願いしたんですけれども、先ほど来申し上げております

けれども、やっぱり朝日村の形がどういうものなのかということを意識した上で、今回私、

３問全てそうなんですけれども、どういったことを朝日村がやっていくのかということの考

えを持って進めていただきたいという思いで、３問質問させていただきました。 

  ぜひ、よそがやっているからとか、ここで取り入れているからということじゃなくて、今

この朝日村に必要で、どうやったら生かしていくのかということも考えていきながら、村民

協働でみんなで考えていけるような仕組みというのを、せっかくですから、今この機会に考

え直していただきながら、みんなで進めていくような村づくりになっていったらいいなと思

いますので、ぜひご検討いただきたいと思います。 

  以上で３問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） これで、羽多野美映議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ５時００分 
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令和６年朝日村議会３月定例会 第３日 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

令和６年３月１４日（木）午前９時開議 
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    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 諸般の報告 

第 ３ 常任委員長の報告 

第 ４ 常任委員長報告の質疑、討論、採決 

第 ５ 議案第５号から議案第２９号までの質疑、討論、採決 

第 ６ 議員派遣について 

第 ７ 閉会中の継続調査の申出について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 
会計管理者兼 
総 務 課 長 上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 さおり 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 大 池   守 君 産業振興課長 清 沢 光 寿 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 保 育 園 長 上 條 浩 充 君 
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───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ７番  古 池 美佐江 議員 

    ８番  小 林 弘 之 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 



－142－ 

◎常任委員長の報告 

○議長（北村直樹君） 次に、日程第３、常任委員長の報告を求めます。 

  齊藤正法総務産業常任委員会委員長。 

〔総務産業常任委員会委員長 齊藤正法君登壇〕 

○総務産業常任委員会委員長（齊藤正法君） 本委員会に付託された陳情３件を審査した結果、

次のとおり決定しましたので、会議規則第95条の規定により報告いたします。 

  委員会は３月８日に開催し、慎重に審議した結果、陳情第１号 耐震診断・耐震改修に関

する陳情書、陳情第２号 最低制限価格の設定に関する陳情書、陳情第３号 国土交通省告

示第98号の履行に関する陳情書につきましては、いずれも全会一致で採択すべきものとしま

した。 

  主な審査の過程を申し上げます。 

  建築士の長時間労働の改善や後継者の育成が喫緊の課題である中、国土交通省告示に基づ

く算定を行うことや最低制限価格の設定により安全の確保、質の向上につながることを理解

し、この陳情を採択すべきものとしました。 

  議員各位には十分ご賢察の上、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

  村当局におかれましては、本陳情が本会議で採択された場合はその趣旨を十分ご賢察の上、

ご検討いただきますようお願い申し上げます。 

  以上、報告といたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎常任委員長報告の質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第４、これから常任委員長報告に対する質疑、討論、採決を行い

ます。 

  初めに、陳情第１号 耐震診断・耐震改修に関する陳情書について質疑を行います。質疑

はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第１号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第１号は委員長の報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

  次に、陳情第２号 最低制限価格の設定に関する陳情書についてを議題といたします。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第２号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第２号は委員長の報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

  次に、陳情第３号 国土交通省告示第98号の履行に関する陳情書についてを議題といたし

ます。 

  本案について質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第３号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 
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  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立ください。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第３号は委員長の報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号から議案第２９号までの質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 次に、日程第５、議案第５号から議案第29号までの質疑、討論、採決

を行います。 

  初めに、議案第５号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の

一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題といた

します。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第５号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第６号 朝日村西洗馬防災センター条例の制定についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 



－145－ 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第６号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第７号 朝日村附属機関設置条例の一部を改正する条例についてを議題といた

します。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第７号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第７号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第８号 朝日村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法令に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第８号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第９号 朝日村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第９号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第９号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第10号 朝日村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第10号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第11号 朝日村フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改
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正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第11号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第12号 朝日村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第12号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第13号 朝日村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第13号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第14号 朝日村介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題といたしま

す。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第14号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第15号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更についてを議題といたし

ます。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第15号を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第16号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第９号）についてを議題といた

します。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第16号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第17号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

を議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第17号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第17号は原案のとおり可決をされました。 
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  次に、議案第18号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第３号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第18号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第18号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第19号 令和５年度朝日村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

てを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第19号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第20号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第３号）

についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第20号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第20号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第21号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第４号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第21号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第21号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第22号 令和５年度朝日村下水道事業会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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  これから議案第22号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第22号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第23号 令和６年度朝日村一般会計予算についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第23号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第23号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第24号 令和６年度朝日村国民健康保険特別会計予算についてを議題といたし

ます。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第24号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第24号は原案のとおり可決をされました。 
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  次に、議案第25号 令和６年度朝日村介護保険特別会計予算についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第25号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第25号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第26号 令和６年度朝日村後期高齢者医療特別会計予算についてを議題といた

します。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第26号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第26号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第27号 令和６年度あさひプライムスキー場事業特別会計予算についてを議題

といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第27号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第27号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第28号 令和６年度朝日村簡易水道事業会計予算についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第28号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第28号は原案のとおり可決をされました。 

  次に、議案第29号 令和６年度朝日村下水道事業会計予算についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第29号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 
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○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣について 

○議長（北村直樹君） 日程第６、議員派遣についてを議題といたします。 

  議会会議規則第127条の規定により、別紙のとおり派遣したいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、別紙のとおり派遣することに決定をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査の申出について 

○議長（北村直樹君） 日程第７、閉会中の継続調査の申出についてを議題といたします。 

  各委員長より、目下、委員会において調査中の事件について、議会会議規則第75条の規定

により、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りいたします。委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定をいたしました。 

  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て終了をいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎企画財政課長挨拶 

○議長（北村直樹君） ここで、来る３月31日付で退職される清沢さおり企画財政課長から挨
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拶したい旨、申出がありましたので、これを許可いたします。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 皆様、お忙しい中、このようなお時間を頂戴し、誠にあり

がとうございます。 

  このたび３月31日付で退職させていただくこととなりました。私は平成７年から29年間、

朝日村職員として勤めてまいりました。未熟で、朝日村のこともよく分からない私がこれま

で勤めてくることができましたのは、ここにおいでの議会の皆様をはじめ、理事者の皆様、

職員の皆様、そして多くの村民の皆様のご支援、ご指導があったからこそであると心から感

謝申し上げます。 

  私はまず初めに健康管理室に配属になり、その後、税務係、会計室、商工観光係、財政係、

企画係など様々な部署に配属され、税務係では申告システムの導入、企画係では買物バスの

運行開始など、貴重な経験をさせていただきました。 

  また、令和４年度から２年間、企画財政課長という重責を担わせていただき、朝日波田線

の運行開始や本日お認めいただきました用地取得の予算、子育て世帯の賃貸住宅の建設に向

けて一歩を踏み出すことができました。かねてより要望いただいておりましたことに対応で

きるということでうれしく思っております。 

  これまで議会の皆様から様々なご意見、お知恵を、また、村民の皆様からご理解、ご協力

を頂戴し、勤めさせていただきました。心から感謝申し上げます。今後は村民として、これ

まで皆様から頂戴したご恩を少しでもお返しできればと思っております。 

  最後に、朝日村のますますのご発展と議長をはじめ議員の皆様のご健勝とご活躍を心から

お祈り申し上げ、退職のご挨拶とさせていただきます。 

  長い間、本当にありがとうございました。（拍手） 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（北村直樹君） ここで、村長から挨拶したい旨、申出がありましたので、許可いたし

ます。 

  小林村長。 
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〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 発言の機会をいただきましたので、閉会に当たり、一言ご挨拶を申し

上げます。 

  今定例会では、令和６年度当初予算など、多くの議案のご審議と原案どおりの可決をいた

だきまして、誠にありがとうございます。 

  来月からは令和６年度がスタートいたします。大きな予算編成となりましたが、お認めい

ただいた新年度当初予算を計画どおり丁寧に執行してまいる所存でございます。 

  議員の皆様方におかれましてもご自愛をされ、新年度も朝日村発展のため、ご尽力を賜り

ますようお願いを申し上げます。一言、お礼の挨拶とさせていただきます。 

  今定例会、お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  以上で、令和６年朝日村議会３月定例会を閉会といたします。 

  皆様、大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前 ９時２９分 

 



－159－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

         議     長               

 

 

         署 名 議 員               

 

 

         署 名 議 員               

 


